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　 使
つか

い捨
す

てしない飲料容
よう

器
き

として、パナ
ソニックと共

きょう

同
どう

開
かい

発
はつ

したエコカップ「森
もり

のタンブラー」を展
てん

開
かい

しています。間
かん

伐
ばつ

材
ざい

などの木
もく

材
ざい

から精
せい

製
せい

したパルプを主
しゅ

原
げん

料
りょう

としているため、プラスチックごみ削
さく

減
げん

が期
き

待
たい

できます。

◎設立／ 1949 年
◎従業員数／ 4,780 人 （酒類事業連結）
◎ 拠点数／ビール工場 8 カ所※ 2021 年 12 月現在

京滋統括支社＝京都市下京区烏丸通四条
下ル水銀屋町 612

　アサヒビールはビール類
るい

、ビール類以
い

外
がい

の酒
しゅ

類
るい

（洋
よう

酒
しゅ

、ワイン、焼
しょう

酎
ちゅう

など）
およびアルコールテイスト清

せい

涼
りょう

飲
いん

料
りょう

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

しています。各
かく

カテゴリー
において、幅

はば

広
ひろ

い商
しょう

品
ひん

ラインアップを持
も

ち、お客
きゃく

さまの多
た

様
よう

なニーズにお応
こた

えしています。

脱・プラスチックを提案するエコカップ

　アサヒビールは
水
みず

・麦
むぎ

・ホップな
ど自然の恵みを使

つか

っ て 商 品 を つ く
り、お客さまの生

せい

活
かつ

をより潤
うるお

いのあ
るものにできるよ
う努

つと

めています。
地

ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

を守
まも

り、かつ健
けん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

して
暮

く

らせる社
しゃ

会
かい

が根
こん

底
てい

にあってはじめ
て、私

わたし

たちの事
じ

業
ぎょう

は成
な

り立
た

つのです。
豊
ゆた

かな社会の実
じつ

現
げん

に向
む

けて、現
げん

在
ざい

、ア
サヒビールは「責

せき

任
にん

ある飲
いん

酒
しゅ

」「環境」
「食

しょく

の安
あん

全
ぜん

・ 安心」「コミュニティー」
「人

ひと

」の五
いつ

つの重
じゅう

要
よう

課
か

題
だい

を選
せん

出
しゅつ

し、“最
さい

高
こう

の明
あし

日
た

をつくるための五つのアクシ
ョン”として取

と

り組
く

みを進
すす

めていま
す。今

こん

回
かい

のテーマで取
と

り上
あ

げた「環境」
では、CO₂（二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）の排
はい

出
しゅつ

と吸
きゅう

収
しゅう

を均
きん

衡
こう

させる「カーボンニュートラ
ル」を目

め

指
ざ

すとともに、農
のう

作
さく

物
もつ

原
げん

料
りょう

や
水、容器包

ほう

装
そう

など限
かぎ

りある資
し

源
げん

を適
てき

切
せつ

に利
り

用
よう

できる仕
し

組
く

みづくりに取り組ん
でいます。
　アサヒビールは「すべてのお客さま
に、 最

さい

高
こう

の明
あし

日
た

を。」をビジョンとして
掲
かか

げ、当社が持つ強
つよ

みや技
ぎ

術
じゅつ

を活用
し、お客さまの期待を上

うわ

回
まわ

る価
か

値
ち

の創
そう

造
ぞう

を目
め

指
ざ

しています。伝
でん

統
とう

ある美
うつく

しい
街
まち

京
きょう

都
と

を、未
み

来
らい

を担
にな

う子
こ

どもたちによ
り健全に引

ひ

き継
つ

ぐために、アサヒビー
ルは事業を通

とお

して、環境を守
まも

る活
かつ

動
どう

に
積
せっ

極
きょく

的
てき

に取り組みます。

豊かな社会を次世代へ飲料メーカー アサヒビール株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

多様な商品づくりと環境への取り組みで
豊かな社会の実現に貢献する

エコな電力を活用して商品を製造
　2009 年

ねん

に食
しょく

品
ひん

業
ぎょう

界
かい

で初
はじ

めて商品の
製造に「グリーン電

でん

力
りょく

」の活
かつ

用
よう

を始
はじ

めま
した。当

とう

社
しゃ

は主
おも

に木材チップなどの自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みを燃
ねん

料
りょう

としたバイオマス発
はつ

電
でん

などでつくられた電力を活用していま
す。

アサヒビール株式会社 
京滋統括支社長

西
に し

山
や ま

 雄
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

さん

本社ビル本社ビル
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古
いにしえ

を稽
かんが

え、今に照らす

　石清水八幡宮は、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

初
はじ

めの 860（貞
じょう

観
がん

2）年
ねん

に、京
きょう

の都
みやこ

を護
まも

るために
創
そう

建
けん

された国
こっ

家
か

鎮
ちん

護
ご

の神
じん

社
じゃ

です。創建以
い

来
らい

千
せん

年以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

があり、朝
ちょう

廷
てい

、武
ぶ

家
け

をはじめ、多
おお

くの人
ひと

々
びと

から信
しん

仰
こう

を集
あつ

めてきました。今
いま

も厄
やく

除
よけ

開
かい

運
うん

の神社として
有
ゆう

名
めい

であり、年
ねん

間
かん

を通
とお

して多
おお

くの参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

が訪
おとず

れます。

千年の時を超え、日本の心を守り伝える

神社 石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

◎創建年／ 860（貞観 2）年
◎創健者／行教和尚
◎所蔵文化財数／ 国宝…御本殿本社 10 棟
　 重要文化財…建造物 9 棟・他多数

京都府八幡市八幡高坊 30

　神社にご奉
ほう

仕
し

する神
しん

職
しょく

の一
いち

日
にち

は、朝
あさ

、御
ご

本
ほん

殿
でん

にて大
おお

祓
はらえの

詞
ことば

と呼
よ

ばれる祝
のり

詞
と

を
皆
みな

で読
よ

み上
あ

げ、境
けい

内
だい

の清
せい

掃
そう

から始
はじ

まります。その後
ご

、ご祈
き

祷
とう

を行
おこな

い、お札
ふだ

や
お守

まも

りを参拝者に授
じゅ

与
よ

する仕
し

事
ごと

もあります。祭
さい

典
てん

日
び

には、神職全
ぜん

員
いん

が装
しょう

束
ぞく

を
着

き

て、御
ご

神
しん

前
ぜん

にて神
しん

事
じ

のご奉仕を行います。
　多

た

岐
き

にわたりますが、最
もっと

も大
たい

切
せつ

な仕事は、伝
でん

統
とう

ある神事を未
み

来
らい

へと継
けい

承
しょう

し
ていくことです。

伝統ある神事を未来へ継承していく

伝統にのっとったたくさんの神事

　　新新
しんしん

型型
がたがた

コロナウイコロナウイ
ルスルス感感

かんかん

染染
せんせん

症症
しょうしょう

のまんのまん
延延
えんえん

というという未未
みみ

曽曽
ぞぞ

有有
うう

のの
疫疫
えきえき

病病
びょうびょう

災災
さいさい

害害
がいがい

に、多くに、多く
のの方方

かたかた

々々
がたがた

がが対対
たいたい

応応
おうおう

にに当当
ああ

たられています。たられています。
　　 当当

とうとう

宮宮
ぐうぐう

に お い てに お い て
も、神社のも、神社の諸諸

しょしょ

行行
ぎょうぎょう

事事
じじ

はは形形
かたちかたち

をを変変
かか

えて行うこととなり、伝統のえて行うこととなり、伝統の
継承という継承という観観

かんかん

点点
てんてん

からもからも危危
きき

機機
きき

的的
てきてき

状状
じょうじょう

況況
きょうきょう

下下
かか

でで
あるとあると感感

かんかん

じました。じました。
　　古古

ここ

来来
らいらい

日日
にに

本本
ほんほん

のの心心
こころこころ

を守りを守り伝伝
つたつた

えてきた神社えてきた神社
において最も大切なことは、どのようにおいて最も大切なことは、どのよう
なな社社

しゃしゃ

会会
かいかい

状況下であっても、むやみに状況下であっても、むやみに新新
あたらあたら

しいしい形形
かたちかたち

を行わず、を行わず、常常
つねつね

にに昔昔
むかしむかし

からの伝統をからの伝統を
思思
おもおも

いい起起
おお

こし、伝統にのっとった形で神こし、伝統にのっとった形で神
事を行っていくことであります。事を行っていくことであります。
　そのために当宮では、新しい　そのために当宮では、新しい価価

かか

値値
ちち

観観
かんかん

にに流流
ながなが

されされ過過
すす

ぎずぎず古古
いにしえいにしえ

をを学学
まなまな

ぶぶ精精
せいせい

神神
しんしん

を守り、を守り、
神社に伝わる神社に伝わる古古

ここ

文文
もんもん

書書
じょじょ

やや古古
ここ

典典
てんてん

をひもときをひもとき
つつ神社のつつ神社の進進

すすすす

むべきむべき道道
みちみち

筋筋
すじすじ

をを明明
あきあき

らかにし、らかにし、
日日

ひひ

々々
びび

のの神神
しんしん

明明
めいめい

奉奉
ほうほう

仕仕
しし

（神職や（神職や巫巫
みみ

女女
ここ

の仕事）をの仕事）を
行っております。行っております。
　歴史ある　歴史ある京京

きょうきょう

都都
とと

のの地地
ちち

より、伝統をより、伝統を重重
おもおも

んん
じるじる稽稽

けいけい

古古
ここ

照照
しょうしょう

今今
こんこん

の精神をもって、このの精神をもって、この難難
なんなん

局局
きょくきょく

をを乗乗
のの

りり越越
ここ

えていきたいとえていきたいと思思
おもおも

っておりっており
ます。ます。

石清水八幡宮

五節供参進

幣殿

石清水八幡宮
宮司

田
た

中
な か

 恆
つ ね

清
き よ

さん
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人々の豊かな生活を
支え続ける

　上原成商事株式会社は、生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

なあらゆる資
し

源
げん

を、お客
きゃく

さまのニーズ
に合

あ

わせてお届
とど

けする「生活産
さん

業
ぎょう

商
しょう

社
しゃ

」です。京
きょう

都
と

・滋
し

賀
が

を中
ちゅう

心
しん

に、「ガソリ
ンスタンド」を 25 店

てん

舗
ぽ

運
うん

営
えい

している他
ほか

、人
ひと

々
びと

がおうちで快
かい

適
てき

な生活をする
上
うえ

で不
ふ

可
か

欠
けつ

な「LP ガス・灯
とう

油
ゆ

」などのエネルギーを提
てい

供
きょう

しています。

創業 70 年以上の実績と、安心・安定の
供給体制でお客さまの懸け橋となる

エネルギー
生活産業商社

上
うえ

原
はら

成
せい

商
しょう

事
じ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1943（昭和 18）年
◎従業員数／383人（グループ会社含め）
◎拠点数／国内 17 カ所

京都市中京区車屋町通御池上ル塗師屋町
344 番地

　当
とう

社
しゃ

の前
ぜん

身
しん

は肥
ひ

料
りょう

商
しょう

から始
はじ

まりま
したが、今は建

けん

設
せつ

資
し

材
ざい

やエネルギー
などいつも人々の
生活に欠

か

かすこと
のできない商品を
扱
あつか

う生活産業商社
です。創

そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

変わらずこだわってい
ることは、人々の生活や産業の発

はっ

展
てん

の
源
みなもと

となる商品を提供し続
つづ

け、人々の豊
ゆた

かな生活の基
き

礎
そ

を支
ささ

え続けることです。
　歴

れき

史
し

の中で戦
せん

争
そう

や、自然災
さい

害
がい

、景
けい

気
き

の
変
へん

動
どう

、感
かん

染
せん

症
しょう

などさまざまな環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

がありましたが、人々がより豊かな
生活を求

もと

める限
かぎ

り、当社はいつもそれ
らの要

よう

因
いん

に左
さ

右
ゆう

されることなく常
つね

に安
あん

定
てい

成
せい

長
ちょう

を続けることができました。
　当社が提供した建設資材で建

たて

物
もの

や道
どう

路
ろ

ができて住
す

み良
よ

い町
まち

が作
つく

られ、当社
が提供したエネルギーで人々が活

かつ

躍
やく

し
ている姿

すがた

を見
み

ると、少
すこ

し誇
ほこ

らしい気
き

持
も

ちが湧
わ

くとともにこの仕
し

事
ごと

をしていて
良かったと思

おも

います。
　決

けっ

して目
め

立
だ

つ会
かい

社
しゃ

ではないけれど、
景気に左右されることなくいつも世

よ

の
中から必要とされる会社、そして何

なに

よ
り当社が一

いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

にしていることは「何
なん

歳
さい

になっても自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

できて、
楽
たの

しく働
はたら

ける会社」であることです。町
の皆

みな

さんのおかげさまで当社が成
な

り立
た

っていることが実
じっ

感
かん

できる、そんな会
社をこれからも目指していきます。

　脱
だつ

炭
たん

素
そ

の時
じ

代
だい

、ガソリンは電
でん

気
き

や水
すい

素
そ

に代
か

わっても、車
くるま

がなくなることはあり
ません。お客さまに、車の販

はん

売
ばい

・車
しゃ

検
けん

・洗
せん

車
しゃ

・タイヤ・自
じ

動
どう

車
しゃ

保
ほ

険
けん

など、車に関
かか

わ
る商

しょう

品
ひん

やサービスを提供する「車のコン
ビニ」として、進

しん

化
か

を遂
と

げています。

　今
いま

はおうちで当
あ

たり前
まえ

に使
つか

われている「LP ガス・灯油」も、太
たい

陽
よう

光
こう

・
風
ふう

力
りょく

・地
ち

熱
ねつ

・水
すい

力
りょく

・バイオマスなど自
し

然
ぜん

エネルギーに姿
すがた

を変
か

えていくと
いわれている中

なか

で、LP ガスや灯油を買
か

っていただいているお客さまの
ニーズやお困

こま

りごとを的
てき

確
かく

にとらえ、給
きゅう

湯
とう

器
き

・お風
ふ

呂
ろ

・キッチンをはじ
めとした住

じゅう

宅
たく

リフォームなどを提供する「おうちのコンシェルジュ」と
して、人々のお役

やく

に立
た

つことを目
め

指
ざ

しています。

ガソリンスタンドは「車のコンビニ」へ

お客さまのニーズや悩みに応える

上原成商事株式会社 
代表取締役社長

上
う え

原
は ら

 晋
し ん

作
さ く

さん
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◎一般財団法人 今日庵
◎一般社団法人 茶道裏千家淡交会
◎学校法人 裏千家学園

京都市上京区小川通寺之内上ル本法寺前
町 613 番地

　千
せんの

利
り

休
きゅう

が大
たい

成
せい

した「茶
ちゃ

道
どう

」の継
けい

承
しょう

と発
はっ

展
てん

に尽
じん

力
りょく

しています。お茶
ちゃ

を点
た

て、味
あじ

わうだけではなく、季
き

節
せつ

の移
うつ

ろいを取
と

り入
い

れた菓
か

子
し

や料
りょう

理
り

、花
はな

や器
うつわ

などのし
つらいまで、あらゆる生

せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を体
たい

現
げん

しているのが茶道です。日
に

本
ほん

の心
こころ

であ
る茶道の普

ふ

及
きゅう

を通
つう

じて、日
に

本
ほん

文化の発展を担
にな

っています。

受け継がれる
茶の湯の心

茶道文化 裏
うら

千
せん

家
け

今
こん

日
にち

庵
あん

「茶の湯に出会う、日本に出会う」

　お茶を楽
たの

しくいただくのが本
ほん

来
らい

の茶
道。亭

てい

主
しゅ

（もてなす人
ひと

）も客
きゃく

も互
たが

いに思
おも

い
やりを持

も

って、一
いち

度
ど

限
かぎ

りの茶
ちゃ

会
かい

に臨
のぞ

みま
す。そのために必

ひつ

要
よう

な作
さ

法
ほう

や立
た

ち居
い

振
ふ

る
舞

ま

いを学
まな

べる教
きょう

室
しつ

を、日本各
かく

地
ち

だけでな
く世

せ

界
かい

各
かっ

国
こく

で開
ひら

いています。

「一期一会（いちごいちえ）」の心で一服を楽しむために

日本の心を親子で学ぶ「和の学校」
　十

じゅう

五
ご

代
だい

前
ぜん

家
いえ

元
もと

・千
せん

玄
げん

室
しつ

大
だい

宗
そう

匠
しょう

が提
てい

唱
しょう

さ
れ、日

に

本
ほん

人
じん

の心の文化を親
おや

子
こ

で学ぶ「和
わ

の学
がっ

校
こう

」を開
かい

校
こう

しています。お茶の点て
方
かた

・いただき方だけではなく、茶道を通
つう

じて互いに心を通
かよ

わせながら、伝
でん

統
とう

的
てき

な礼
れい

儀
ぎ

作法や生活習
しゅう

慣
かん

を学びます。

裏千家ロゴマーク

裏千家十六代家元
千
せ ん

 宗
そ う

室
し つ

さん

稽古風景（裏千家学園）

茶道を通じ、日本の心を伝える

　裏千家は、千利
休の孫

まご

にあたる千
家三

さん

代
だい

元
げん

伯
ぱく

宗
そう

旦
たん

の
四
よん

男
なん

仙
せん

叟
そう

宗
そう

室
しつ

が今
日庵として道

どう

統
とう

を
継

つ

いだことに始
はじ

ま
ります。
　日本の総

そう

合
ごう

文化
である茶道の精

せい

神
しん

を千利休は「和
わ

敬
けい

清
せい

寂
じゃく

」という言
こと

葉
ば

で示
しめ

しました。以
い

来
らい

450 年
ねん

にわたり、各
かく

時
じ

代
だい

に生
い

きる人
ひと

々
びと

がその精神を守
まも

りつつ、それぞれの
「今

いま

」にかなう茶
ちゃ

の湯
ゆ

の姿
すがた

を模
も

索
さく

して
きました。例

たと

えば、裏千家十
じゅう

一
いち

代
だい

玄
げん

々
げん

斎
さい

は、1872 年の京
きょう

都
と

博
はく

覧
らん

会
かい

において
海
かい

外
がい

からの来
らい

訪
ほう

者
しゃ

をもてなすために
「点

てん

茶
ちゃ

盤
ばん

」を考
こう

案
あん

。椅
い

子
す

とテーブルの
「立

りゅう

礼
れい

」式
しき

のスタイルは、今
いま

では広
ひろ

く親
した

しまれています。また明
めい

治
じ

末
まつ

には十
じゅう

三
さん

代
だい

圓
えん

能
のう

斎
さい

が保
ほ

健
けん

衛
えい

生
せい

の観
かん

点
てん

から濃
こい

茶
ちゃ

の
飲

の

み回
まわ

しを避
さ

ける「各
かく

服
ふく

点
だて

」を考案。こ
れらの創

そう

意
い

工
く

夫
ふう

は、現
げん

代
だい

のコロナ禍
か

に
おいても生

い

かされています。 
　2013 年より 2020 年にかけ約

やく

160
年ぶりに重

じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「裏千家住
じゅう

宅
たく

（茶
ちゃ

室
しつ

を含
ふく

む）」の大
だい

規
き

模
ぼ

な保
ほ

存
ぞん

修
しゅう

理
り

工
こう

事
じ

が行
おこな

われました。
　裏千家では、先

せん

人
じん

から受
う

け継いだ伝
統を大

たい

切
せつ

に守り伝
つた

えるとともに、学
がっ

校
こう

茶道を通
とお

して若
わか

い茶
ちゃ

の湯
ゆ

者
しゃ

の育
いく

成
せい

に努
つと

めています。これからも時代にこれからも時代に即即
そくそく

したした
茶の湯を茶の湯を実実

じっじっ

践践
せんせん

していきます。していきます。
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◎創業年／ 1942 年
◎従業員数／ 1,027 人
◎店舗数／国内 51 店舗

本社＝京都市北区小山西花池町 1-1

　京
きょう

都
と

を中
ちゅう

心
しん

に書店事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

している大垣書店。近
きん

年
ねん

では書店という枠
わく

組
ぐ

みを超
こ

えた創
そう

造
ぞう

活
かつ

動
どう

を通
とお

して地
ち

域
いき

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

しています。2021 年
ねん

秋
あき

に開
かい

業
ぎょう

した「堀
ほり

川
かわ

新
しん

文
ぶん

化
か

ビルヂング」は、書店だけでなくアートギャラリーやカフ
ェを併

へい

設
せつ

し、文
ぶん

化
か

を継
けい

承
しょう

し、創
つく

り出
だ

す場
ば

となっています。

　京都には、長
なが

い
歴
れき

史
し

を背
はい

景
けい

にした
文化を身

み

近
ぢか

に感
かん

じ
ら れ る 環

かん

境
きょう

が あ
り、そしてこれを
次

じ

代
だい

へつないでい
くために知

ち

恵
え

を絞
しぼ

り、実
じっ

践
せん

していく
土

ど

壌
じょう

があります。また、企
き

業
ぎょう

はそれぞ
れが持

も

つノウハウを生
い

かし、工
く

夫
ふう

・創
造を重

かさ

ねて、さまざまな形
かたち

で地域の発
展に貢献をしています。
　当

とう

社
しゃ

では 2021 年秋に、京都の堀川
西
にし

陣
じん

地域において、書店という枠組み
を超えた創造活動の場を備

そな

えた施
し

設
せつ

「堀川新文化ビルヂング」を開業しまし
た。過

か

去
こ

の文化を紡
つむ

いで継承し、次
つぎ

の
文化を創

そう

出
しゅつ

するために挑
ちょう

戦
せん

することの
大
たい

切
せつ

さを発
はっ

信
しん

していく「価
か

値
ち

創造施設」
を目指しています。1 階

かい

は書店とアー
ト＆クラフトショップ、カフェ＆バー。
2 階にはギャラリーとイベントスペー
スを設

もう

けています。
　皆さまの「夢

ゆめ

」をかなえる場
ば

所
しょ

とし
て、未

み

来
らい

へ挑戦するための可
か

能
のう

性
せい

と選
せん

択
たく

肢
し

が増
ふ

えたことを実
じっ

感
かん

していただけ
る建

たて

物
もの

になることを願
ねが

います。
　新

しん

型
がた

コロナウイルスの感
かん

染
せん

が終
しゅう

息
そく

し
た後

のち

に必
かなら

ず開
ひら

ける新
あたら

しい世
せ

界
かい

に思
おも

いを
はせ、より多

おお

くの方
かた

々
がた

が豊
ゆた

かな時
じ

間
かん

を
過

す

ごせるよう、私
わたし

たちは立
た

ち止
ど

まらず
に常

つね

に感
かん

性
せい

を磨
みが

きながら取
と

り組
く

んでい
きます。

夢をかなえる場所での
挑戦

書店 大
おお

垣
がき

書
しょ

店
てん

グループ

書店の枠組みを超え、文化の継承と
発展を担う魅力ある場所づくり

　創
そう

業
ぎょう

80 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えた京都生
う

まれの大
垣書店。現

げん

在
ざい

、北
ほっ

海
かい

道
どう

から広
ひろ

島
しま

まで国
こく

内
ない

に 51 店
てん

舗
ぽ

を展開しています。身
み

近
ぢか

な「本
ほん

屋
や

さん」から広
ひろ

がるさまざまな創造活動
を応

おう

援
えん

し、これからも地域の皆
みな

さまに必
ひつ

要
よう

とされる魅
み

力
りょく

ある書店であり続
つづ

けます。

百年書店を目指して

読書マラソン
　大垣書店では毎

まい

年
とし

夏
なつ

休
やす

みに小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

とした「読
どく

書
しょ

マラソン」を開
かい

催
さい

し
ています。参

さん

加
か

登
とう

録
ろく

すると、感
かん

想
そう

カード
を提

てい

出
しゅつ

するたびにスタンプがもらえま
す。子

こ

どもたちが楽
たの

しんで参加できる
読書推

すい

進
しん

活動を目
め

指
ざ

しています。

2021 年秋に開業した「堀川新文化ビルヂング」

大垣書店グループ　
代表取締役

大
お お

垣
が き

 守
も り

弘
ひ ろ

さん
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持続可能な社会の
実現に向けて挑戦

　1905 年
ねん

にガスの供
きょう

給
きゅう

を開
かい

始
し

。以
い

来
らい

110 余
よ

年
ねん

、ガス燈
とう

による照
しょう

明
めい

から始
はじ

まったガス事
じ

業
ぎょう

は、社
しゃ

会
かい

・ 環
かん

境
きょう

変
へん

化
か

に対
たい

応
おう

しながら、調
ちょう

理
り

、暖
だん

房
ぼう

、給
きゅう

湯
とう

、
発
はつ

電
でん

に用
よう

途
と

を広
ひろ

げてきました。ガス、電
でん

力
りょく

事業をはじめ、暮
く

らしとビジネ
スの進

しん

化
か

、地
ち

域
いき

社会の発
はっ

展
てん

を目
め

指
ざ

す事業を幅
はば

広
ひろ

く展
てん

開
かい

しています。

エネルギー事業を通じ
地域の暮らしとビジネスを支える

エネルギー 大
おお

阪
さか

ガス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1905 年
◎従業員数／ 3203 人
◎拠点数／国内 19 カ所

大阪市中央区平野町 4-1-2

　2020 年来
らい

続
つづ

く
コロナ禍

か

は、私
わたし

た
ちの生

せい

活
かつ

や経
けい

済
ざい

活
動に多

た

大
だい

な影
えい

響
きょう

を
及
およ

ぼしています。
その中

なか

で、大阪ガ
スは人

ひと

の暮らしの
基

き

盤
ばん

を支
ささ

える社会
インフラ事業の一

いっ

端
たん

を担
にな

う企業として、
エネルギーの安

あん

定
てい

供
きょう

給
きゅう

と保
ほ

安
あん

の確
かく

保
ほ

な
どに懸

けん

命
めい

に取
と

り組
く

んでいます。
　当

とう

社
しゃ

を含
ふく

めたDaigasグループが企業
理念として掲

かか

げ、目指す姿
すがた

は「暮らしと
ビジネスの“さらなる進

しん

化
か

”のお役に立
つ企業グループ」です。ウィズコロナ、
アフターコロナの時代にあっても、お
客さまや社会と向

む

き合
あ

い、その「お役に
立つ」ことが当社グループの原

げん

点
てん

である
ことに変

か

わりはありません。
　気

き

候
こう

変
へん

動
どう

による自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

の深
しん

刻
こく

化
か

、
脱
だつ

炭
たん

素
そ

化
か

の加
か

速
そく

、パンデミック（世
せ

界
かい

的
てき

大
だい

流
りゅう

行
こう

）の発
はっ

生
せい

に伴
ともな

い、私たちの暮らし
方
かた

や働
はたら

き方、価
か

値
ち

観
かん

までが大
おお

きく変わ
りつつあります。持続可

か

能
のう

な社会に対
たい

する人
ひと

々
びと

の意
い

識
しき

や関
かん

心
しん

がかつてないほ
ど高

たか

まり、こうした社会課題の解決に
企業が果

は

たすべき役
やく

割
わり

も一
いち

段
だん

と大
おお

きく
なります。当社グループでは、低

てい

・脱
だつ

炭
たん

素
そ

社会の実
じつ

現
げん

、自然災害からの社会の
回
かい

復
ふく

力
りょく

向
こう

上
じょう

、さらにはコロナ後
ご

の新
あたら

し
いライフスタイルへの対

たい

応
おう

など、変
へん

化
か

の時代の新たな社会課題の解決に挑
ちょう

戦
せん

していきます。

　今
いま

や社会課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に努
つと

め、持
じ

続
ぞく

的
てき

な社会の実
じつ

現
げん

に貢
こう

献
けん

しなければ、企
き

業
ぎょう

の存
そん

在
ざい

意
い

義
ぎ

が問
と

われる時
じ

代
だい

になっています。その点
てん

、大阪ガスの会
かい

社
しゃ

設
せつ

立
りつ

の趣
しゅ

旨
し

は、明
めい

治
じ

時代の中
なか

頃
ごろ

、都
と

市
し

部
ぶ

での火
か

災
さい

の原
げん

因
いん

となることが多
おお

かっ
た石

せき

油
ゆ

ランプに代
か

わって、安
あん

全
ぜん

なガス燈による照明を社会に普
ふ

及
きゅう

させるこ
とでした。つまり、会社の始まりから、火災予

よ

防
ぼう

という社会課題の解決を
目指していたことになります。

　「お客
きゃく

さまや社会のお役
やく

に立
た

つ」という理
り

念
ねん

は、事業活
かつ

動
どう

はも
とより、福

ふく

祉
し

や文
ぶん

化
か

・スポーツ振
しん

興
こう

など社会貢献活動にも受
う

け継
つ

がれています。社
しゃ

員
いん

やOBによる
ボランティア活動「小

ちい

さな灯
ともしび

」運
うん

動
どう

は 40 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えました。

百年前から社会課題の解決を目指す

「お役立ち」の精神は社会貢献活動にも

大阪ガス株式会社　
京都・滋賀地区統括支配人

本
ほ ん

多
だ

 文
ふ み

雄
お

さん
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ヨーゼフ・アロイス・
シュンペーター

　1845 年
ねん

、諸
しょ

国
こく

和
わ

紙
し

問
どん

屋
や

として創
そう

業
ぎょう

。背
はい

景
けい

には竹
たけ

屋
や

からの事
じ

業
ぎょう

転
てん

換
かん

という革
かく

新
しん

がありました。時
じ

代
だい

を先
さき

取
ど

る新
しん

進
しん

気
き

鋭
えい

の精
せい

神
しん

で、紙
かみ

を素
そ

材
ざい

ではなく「メディ
ア」や「コミュニケーションツール」と捉

とら

え、地
ち

域
いき

情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

事業（メディア事
業）や教

きょう

育
いく

支
し

援
えん

事業（リテラシー事業）へと展
てん

開
かい

しています。

時代の先を行くイノベーションの精神で
紙販売から事業領域を拡大！

メディア創造 柿
かき

本
もと

商
しょう

事
じ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1845 年
◎従業員数／ 38 人

本社＝京都市中京区寺町通二条上ル常盤
木町 54

　1 からではなく、0 から新
あら

たなビジネスモデルを創
つく

り出
だ

しています。地域
情報を発信し活

かっ

性
せい

化
か

することを目
もく

的
てき

としてスタートした「御
ご

酒
しゅ

印
いん

帳
ちょう

プロジェ
クト」。全

ぜん

国
こく

の酒
さか

蔵
ぐら

に参
さん

加
か

していただき、御
ご

朱
しゅ

印
いん

帳
ちょう

ならぬ「御酒印帳Ⓡ」とし
てお酒

さけ

のラベルをもらうことができるプロジェクトです。
　こういった新

あたら

しい取
と

り組
く

みができるのも30数
すう

名
めい

という少
しょう

数
すう

精
せい

鋭
えい

で一
ひと

人
り

三
さん

役
やく

以
い

上
じょう

の仕
し

事
ごと

に従
じゅう

事
じ

しているからなのです。

　未
み

来
らい

を担
にな

う若
わか

者
もの

に必
ひつ

要
よう

なコミュニケーション能
のう

力
りょく

には、手
て

書
が

き文
ぶん

化
か

による創
そう

造
ぞう

力
りょく

・思
し

考
こう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

が絶
ぜっ

対
たい

不
ふ

可
か

欠
けつ

です。そのために「言
こと

の葉
は

講
こう

座
ざ

」作
さく

文
ぶん

添
てん

削
さく

もスタートしました。そして年 4 回
かい

『F
フューチャー

UTURE V
ビジョン

ISION』
という教育情

じょう

報
ほう

誌
し

も刊
かん

行
こう

。誰
だれ

でも参
さん

加
か

できます。自
じ

分
ぶん

を表
ひょう

現
げん

する能力を
向上させる一

いち

役
やく

を担っています。

少数精鋭で新たなビジネスモデルを創出

未来を担う若者を育むリテラシー事業

　私
わたし

が19歳
さい

の頃
ころ

、
経
けい

済
ざい

学
がく

の巨
きょ

人
じん

シュ
ンペーターの大

たい

著
ちょ

と巡
めぐ

り合
あ

う機
き

会
かい

が
あり、日

ひ

々
び

その著
ちょ

書
しょ

に没
ぼっ

頭
とう

していき
ました。当

とう

時
じ

、彼
かれ

の学
がく

説
せつ

を十
じゅう

分
ぶん

理
り

解
かい

できたかというと甚
はなは

だ疑
ぎ

問
もん

ですが、50
年たった今

いま

、彼の著書を改
あらた

めて読
よ

むと
すらすら頭

あたま

の中
なか

に入
はい

ってきます。
　80 年

ねん

前
まえ

の彼の経
けい

済
ざい

学
がく

的
てき

予
よ

言
げん

は、まさ
に現

げん

在
ざい

の世
せ

界
かい

観
かん

を映
うつ

し出
だ

しています。
　悩

なや

み多
おお

き若者にとって、学
がく

問
もん

する、
学
がく

修
しゅう

することは時
とき

に苦
くる

しく、投
な

げ出
だ

し
たくなることもある。当時を振

ふ

り返
かえ

る
と私もそうだったと思

おも

います。しかし、
「継

けい

続
ぞく

は力
ちから

なり」とは真
しん

理
り

なのです。
　社

しゃ

会
かい

に出
で

て、毎
まい

日
にち

仕
し

事
ごと

に追
お

われ、多
た

忙
ぼう

な日々の中で結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

を見
み

つけ、家
か

庭
てい

ができ、子
こ

どもが生
う

まれるとより一
いっ

層
そう

忙
いそが

しくなり、自分自
じ

身
しん

の時
じ

間
かん

が持
も

ち
づらくなる。そして、仕

し

事
ごと

上
じょう

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

でストレスもたまります。
　毎日じゃなくてもいい。何

なに

か思いつ
いた時に書

しょ

物
もつ

を引
ひ

っ張
ぱ

り出してくれば
いい。すると、年

とし

とともに理
り

解
かい

力
りょく

は増
ま

し、若
わか

い時に分
わ

からなかった事
こと

柄
がら

が納
なっ

得
とく

のいく答
こた

えとなって出
で

てきます。
　好

す

きなことを仕事にしなさい。そう
すれば、どんな苦

く

境
きょう

でも乗
の

り越
こ

えられ
る。全

まっと

うすること。それが人
じん

生
せい

におけ
る Identity なのだから！

（左上から時計回りに）地域情報発信事業「御酒印帳Ⓡ」／和紙ショップ「紙司柿本」／リテラシー事業「言の葉講座作文添
削」と『FUTURE VISION』、紙マテリアル事業（月間 1 万トン以上の販売実績）

柿本商事株式会社
代表取締役会長

柿
か き

本
も と

 新
し ん

也
や

さん



17

女性を支える
ホームドクターを目指して

　京
きょう

都
と

下
しも

鴨
がも

の地
ち

で 1953 年
ねん

から 3 代
だい

続
つづ

く産婦人科。出
しゅっ

産
さん

育
いく

児
じ

は女
じょ

性
せい

だけの役
やく

割
わり

ではなく、いまやパパが出産立
た

ち会
あ

いをし、育児も共
きょう

同
どう

で行
おこな

うのが当
あ

たり
前
まえ

に！男
だん

女
じょ

共
とも

に新
あたら

しい命
いのち

を大
たい

切
せつ

に育
はぐく

みましょう。あらゆる年
ねん

代
だい

の女性が健
けん

康
こう

に活
かつ

躍
やく

できるよう、気
き

軽
がる

に相
そう

談
だん

できるホームドクターを目
め

指
ざ

しています。

妊娠・出産から「女性のヘルスケア」まで
女性の心身の健康をサポートする

医療、福祉

医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

 仁
じん

愛
あい

会
かい

川
かわ

村
むら

産
さん

婦
ふ

人
じん

科
か

◎創業年／ 1953 年
◎従業員数／ 63 人
◎拠点数／ 1 カ所

京都市左京区下鴨高木町 40 番地

　月
げっ

経
けい

痛
つう

や月経前
まえ

に涙
なみだ

が出
で

たりイライラ
したり…それはホルモンの仕

し

業
わざ

です。そ
んな症

しょう

状
じょう

は適
てき

切
せつ

な治
ち

療
りょう

で和
やわ

らげることが
できます。女

じょ

医
い

もいますので安
あん

心
しん

して相
談することができます。子

し

宮
きゅう

頸
けい

がんワク
チンもお勧

すす

めしています。

女性特有の悩みや不調にも対応

ベビーと家族が快適に過ごせるように

　産婦人科という
と妊

にん

娠
しん

してから行
い

くところというイ
メージがあるかと
思
おも

いますが、実
じつ

は
診
しん

療
りょう

範
はん

囲
い

は多
た

岐
き

に
わたります。例

たと

え
ば月経の痛

いた

みや、
月経前に気

き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだり、体
からだ

がだ
るくなることはありませんか？それら
の症状は月経困

こん

難
なん

症
しょう

や PMS（月
げっ

経
けい

前
ぜん

症
しょう

候
こう

群
ぐん

）と呼
よ

ばれ、産婦人科で治療が可
か

能
のう

です。月経痛を我
が

慢
まん

して放
ほう

っておく
と将

しょう

来
らい

、子宮内
ない

膜
まく

症
しょう

になるリスクが増
ふ

えるといわれています。大
たい

切
せつ

な試
し

合
あい

や
試

し

験
けん

のときに月経の痛みでベストパフ
ォーマンスが出

だ

せない、ということが
ないように月経をコントロールするこ
ともできるようになってきました。
　また、若

じゃく

年
ねん

化
か

が進
すす

む子宮頸がんは、
その原

げん

因
いん

となるヒトパピローマウイル
ス（HPV）の感

かん

染
せん

を防
ふせ

ぐ HPV ワクチン
で予

よ

防
ぼう

できる病
びょう

気
き

です。できるだけ中
ちゅう

学
がく

生
せい

のうちに接
せっ

種
しゅ

することが勧められ
ています。
　思

し

春
しゅん

期
き

から老
ろう

年
ねん

期
き

にわたり、女性特
とく

有
ゆう

のこころと体の不
ふ

調
ちょう

を、個
こ

々
こ

の希
き

望
ぼう

や体
たい

質
しつ

に合
あ

わせて予防・ケアする「女
性ヘルスケア」は、生

しょう

涯
がい

において健康
な生

せい

活
かつ

を送
おく

る上
うえ

で重
じゅう

要
よう

になる考
かんが

え方
かた

の
一
ひと

つです。当
とう

院
いん

では「女性ヘルスケア」
外
がい

来
らい

を設
もう

け、すべての女性を支
ささ

えるか
かりつけ医

い

を目指しています。

家族と一緒に泊まれる入院室があります屋上テラス

生後 3 日目のニューボーンフォト（院内撮影）

医療法人 仁愛会
川村産婦人科 院長

川
か わ

村
む ら

 直
な お

行
ゆ き

さん

女性ヘルスケア外来
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全
ぜん

国
こく

天
てん

満
まん

宮
ぐう

総
そう

本
ほん

社
しゃ

　
北

きた

野
の

天
てん

満
まん

宮
ぐう

　学
がく

問
もん

の神
かみ

様
さま

として崇
すう

敬
けい

される菅
すが

原
わら

道
みち

真
ざね

公
こう

をお祀
まつ

りする「天
てん

神
じん

さま」の総
本社。受

じゅ

験
けん

生
せい

や修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

生
せい

が全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から参
さん

拝
ぱい

する神
じん

社
じゃ

であるとともに、
国
こく

宝
ほう

や重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の社
しゃ

殿
でん

を継
けい

承
しょう

し、千
せん

年
ねん

以
い

上
じょう

にわたり人
ひと

々
びと

の祈
いの

りが捧
ささ

げら
れ、京

きょう

都
と

の文
ぶん

化
か

が育
はぐく

まれてきた神社です。

学問の神様・菅原道真公をお祀りする
「天神さま」の総本社

混沌とした現代こそ必要な
菅公精神

　神
しん

職
しょく

は神様へのおまつり（神
しん

事
じ

）をご奉
ほう

仕
し

することを最
もっと

も重
じゅう

要
よう

なお務
つと

め
としています。そして神社に残

のこ

される歴
れき

史
し

的
てき

な文化財、伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

を守
まも

り、
次

じ

世
せ

代
だい

につないでいくための取
と

り組
く

みや、参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

や崇
すう

敬
けい

者
しゃ

、地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

な
ど、人々の願

ねが

いを神様に捧げるために、日
ひ

々
び

、祭
さい

典
てん

やご祈
き

祷
とう

をご奉仕して
います。

歴史と伝統を重んじ、神様に祈りを捧げる

京都で最も身近な神様は「天神さま」
　京都では毎

まい

月
つき

25日
にち

を「天神さんの日
ひ

」
と呼

よ

びます。また天神さまは学問の神
様として信

しん

仰
こう

され、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の寺
てら

子
こ

屋
や

には必
かなら

ず天神さまが祀られました。古
ふる

くから天神さまは人々にとって最
もっと

も身
み

近
ぢか

な神
かみ

様
さま

として親
した

しまれています。

◎創建年／ 947（天暦元）年
◎御祭神／菅原道真公（845 ～ 903 年）
◎現御本殿（国宝）造営／
　豊臣秀頼公（1607 年）

京都市上京区馬喰町

神社

全国 1 万社を数える「天神さま」の総本社。千年にわたる天神信仰の歴史と文化を今に伝える

　明
めい

治
じ

維
い

新
しん

は西
せい

欧
おう

諸
しょ

国
こく

の 例
れい

と 異
こと

な
り、少

すく

ない犠
ぎ

牲
せい

と
破

は

壊
かい

を経
へ

て徳
とく

川
がわ

約
やく

260 年 の 体
たい

制
せい

を
倒
たお

した画
かっ

期
き

的
てき

なも
の。その後

ご

の矢
や

継
つ

ぎ早
ばや

な改
かい

革
かく

により
日

に

本
ほん

は近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

の仲
なか

間
ま

入
い

りを果
は

たしま
した。原

げん

動
どう

力
りょく

となった「和
わ

魂
こん

洋
よう

才
さい

（日
本文化を重

おも

んじながら異
い

文
ぶん

化
か

を吸
きゅう

収
しゅう

す
る）」の精

せい

神
しん

は、千
せん

百
ひゃく

年
ねん

も昔
むかし

の菅原道真
公（菅

かん

公
こう

）の「和魂漢
かん

才
さい

」の精神が礎
いしずえ

と
なったものです。
　新

しん

型
がた

コロナウイルスが時
とき

を置
お

かず世
せ

界
かい

中
じゅう

に広
ひろ

まったように今
いま

、地
ち

球
きゅう

は狭
せま

く
なっています。インターネットの普

ふ

及
きゅう

で海
かい

外
がい

からのさまざまな文化がすぐに
入
はい

ってきます。よい文化は取
と

り込
こ

まな
ければなりませんが、日

に

本
ほん

人
じん

の魂
たましい

を忘
わす

れてはならないのです。そこには日本
人の DNA に刻

きざ

まれている誇
ほこ

りや感
かん

性
せい

が詰
つ

まっているからです。まさしく菅
公の思

おも

いなのです。「和魂漢才」の菅公
精神は、混

こん

沌
とん

とした現
げん

代
だい

にこそ必
ひつ

要
よう

で
す。それを再

さい

認
にん

識
しき

していただきたい
と、繰

く

り返
かえ

し申
もう

し上
あ

げている次
し

第
だい

で
す。

北野天満宮 宮司
橘
たちばな

 重
し げ

十
と

九
く

さん

修学旅行の聖地
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対面による
コミュニケーション

　「PAX MUNDI PER LINGUAS－言
げん

語
ご

を通
とお

して世
せ

界
かい

の平
へい

和
わ

を－」を建
けん

学
がく

の精
せい

神
しん

に 1947 年
ねん

創
そう

立
りつ

。日
に

本
ほん

最
さい

多
た

レベルの 19 言語から学
まな

べる外
がい

国
こく

語
ご

学
がく

部
ぶ

と、国
こく

内
ない

外
がい

のコミュニティーで課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

に挑
ちょう

戦
せん

する国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

学
がく

部
ぶ

の 2 学部体
たい

制
せい

。国際社
しゃ

会
かい

の平和に貢献し、次
じ

世
せ

代
だい

を担
にな

う「人
にん

間
げん

力
りょく

」豊
ゆた

かなリーダーを養
よう

成
せい

します。

国と国、人と人を結ぶ
世界の懸け橋として活躍する人材の育成

大学 学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 京
きょう

都
と

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

◎設立／ 1947 年
◎学生数／ 4,771 人（大学・短期大学）

京都市右京区西院笠目町 6

　中
ちゅう

国
ごく

にも日
に

本
ほん

の落
らく

語
ご

や漫
まん

才
ざい

に当
あ

たる
「相

シャン

声
シャン

」があります。日
にっ

中
ちゅう

の「お笑
わら

い」に
共
きょう

通
つう

する技
ぎ

法
ほう

や組
く

み立
た

てを研
けん

究
きゅう

すること
で、学

がく

生
せい

が中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

化
か

への興
きょう

味
み

を深
ふか

め、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を学ぶ楽
たの

しさを知
し

ってもらえればと
思
おも

っています。

　国際貢献学部の核
かく

となる学び。国内
外で、現

げん

地
ち

の人
ひと

々
びと

と一
いっ

緒
しょ

になって
SDGs（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）に取
と

り組
く

みます。学
がく

生
せい

自
みずか

らプロジェクトを計
けい

画
かく

し、社会の中
なか

で実
じっ

践
せん

。異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

力
りょく

や
コミュニケーション能

のう

力
りょく

を養
やしな

います。

日中共通の文化「お笑い」を研究

「コミュニティエンゲージメント」

　このたびのコロ
ナ禍

か

で、多
おお

くの大
学がオンライン授

じゅ

業
ぎょう

を取
と

り入
い

れまし
た。日

にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でも
スマートフォンな
どで気

き

軽
がる

にメッセ
ージを送

おく

ることが
できます。でも、これらの効

こう

率
りつ

の良
よ

さを
知

し

る反
はん

面
めん

、どこか空
くう

虚
きょ

さを感
かん

じている
方
かた

も多
おお

いのではないでしょうか。科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

がどんなに発
はっ

達
たつ

しても、真
しん

に心
こころ

が
通
かよ

うコミュニケーションは対
たい

面
めん

方
ほう

式
しき

、
あるいは自

じ

筆
ひつ

によるということを、改
あらた

めて認
にん

識
しき

させられたように思います。
　京都外国語大学は 2022 年 5 月

がつ

に創
立 75 周

しゅう

年
ねん

を迎
むか

えます。創
そう

立
りつ

者
しゃ

は戦
せん

争
そう

で
荒

あ

れ果
は

てた国
こく

土
ど

を前
まえ

に、平和な世界を
築
きず

くためには、言語を通
つう

じ諸
しょ

外
がい

国
こく

の
人々と互

たが

いに理解し合
あ

うことが必
ひつ

要
よう

と
考
かんが

えました。本
ほん

学
がく

は創立以
い

来
らい

、国
くに

と国、
人
ひと

と人を結
むす

びつけるコミュニケーショ
ン力を持

も

った、世界の懸
か

け橋
はし

として活
かつ

躍
やく

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

んできま
した。重

じゅう

視
し

してきたのは、対面によるコ
ミュニケーションです。
　社会の変

へん

化
か

が加
か

速
そく

していますが、何
なに

事
ごと

も変
か

えていいもの、変えなければい
けないもの、変えてはいけないものを
判
はん

断
だん

することが大
たい

切
せつ

です。本学は、未
み

来
らい

を見
み

据
す

えながら、それらを適
てき

切
せつ

に判断
し、世界平和に貢献する教

きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けていきたいと思います。

授業風景

学校法人 京都外国語大学
理事長・総長

堀
ほ り

川
か わ

 徹
て つ

志
し

さん

外国語学部教授　苗
みょう

チェン先生
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◎創立年／ 1977 年
◎学生数／  14,935 人 

 （学部、大学院、通信教育） 
※ 2021 年 5 月現在

京都市左京区北白川瓜生山 2-116

　京都芸術大学は「藝
げい

術
じゅつ

立
りっ

国
こく

」を理
り

念
ねん

に、芸術を学
まな

んだ学
がく

生
せい

の力
ちから

で、日
に

本
ほん

を、そして世
せ

界
かい

をより良
よ

く変
か

えることを目
め

指
ざ

しています。1977 年
ねん

に京都
芸術短

たん

期
き

大学として発
ほっ

足
そく

し、2017 年に開
かい

学
がく

40 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えました。13 学
がっ

科
か

23 コースからなる国
こく

内
ない

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の芸術大学です。

芸術は未来社会の希望の灯大学

学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 瓜
う

生
りゅう

山
やま

学
がく

園
えん

京
きょう

都
と

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

芸術を通じ、日本、そして世界を
より良く変えることを目指す大学

　「芸術で平
へい

和
わ

な社
しゃ

会
かい

をつくる」ことに本
ほん

気
き

で取
と

り組
く

んでいます。政
せい

治
じ

、経
けい

済
ざい

、宗
しゅう

教
きょう

でさえも、争
あらそ

いの原
げん

因
いん

は競
きょう

争
そう

の中
なか

にいるから。しかし、芸術だけ
は違

ちが

います。人
にん

間
げん

として個
こ

性
せい

を発
はっ

揮
き

し、表
ひょう

現
げん

できることを実
じっ

践
せん

する。絵
え

や
音
おん

楽
がく

だけでなく、人
ひと

に対
たい

する思
おも

いやりや愛
あい

することを他
ひと

人に伝
つた

える行
こう

為
い

は、すべて芸術であると教
おし

えています。京都にはそれを気
き

付
づ

かせてくれる
文
ぶん

化
か

があるのです。

芸術で平和な社会をつくる

市民とともに、次の時代のことを考える
　京都で活

かつ

躍
やく

されている方
かた

々
がた

を招
まね

いて、
「京

きょう

都
と

学
がく

」という講
こう

演
えん

や授
じゅ

業
ぎょう

を毎
まい

年
とし

行
おこな

っ
ています。学生はもちろん、広

ひろ

く市
し

民
みん

の
方々も受

じゅ

講
こう

が可
か

能
のう

です。みんなで一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えて、次
つぎ

の時
じ

代
だい

に必
ひつ

要
よう

なことを見
み

つける大
たい

切
せつ

な活
かつ

動
どう

です。

　京都　京都東東
ひがしひがし

山山
やまやま

三三
さんさん

十十
じゅうじゅう

六六
ろっろっ

峰峰
ぽうぽう

のの一一
ひとひと

つである瓜つである瓜
生山の生山の中中

ちゅうちゅう

腹腹
ふくふく

。。複複
ふくふく

雑雑
ざつざつ

なな地地
ちち

形形
けいけい

をを生生
いい

かしたかした
個個

ここ

性性
せいせい

的的
てきてき

なな建建
たてたて

物物
ものもの

群群
ぐんぐん

かか
らなる京都芸術大らなる京都芸術大
学のキャンパスの学のキャンパスの
一一
いっいっ

角角
かくかく

に、に、春春
しゅんしゅん

秋秋
じゅうじゅう

座座
ざざ

とと
いういう劇劇

げきげき

場場
じょうじょう

施施
しし

設設
せつせつ

があります。学生たちのがあります。学生たちの
卒卒
そつそつ

業業
ぎょうぎょう

公公
こうこう

演演
えんえん

からから本本
ほんほん

格格
かくかく

的的
てきてき

な劇場公演まで、な劇場公演まで、
芸術芸術教教

きょうきょう

育育
いくいく

と市民のと市民の暮暮
くく

らしがらしが一一
いっいっ

体体
たいたい

となっとなっ
たユニークな劇場です。たユニークな劇場です。
　「芸術」と　「芸術」と一一

ひとひと

言言
ことこと

で表現されるで表現される学学
がくがく

問問
もんもん

は、は、
美美

びび

術術
じゅつじゅつ

工工
こうこう

芸芸
げいげい

のほか、のほか、舞舞
ぶぶ

台台
たいたい

芸術、芸術、映映
えいえい

画画
がが

、ア、ア
ニメーション、ニメーション、環環

かんかん

境境
きょうきょう

デザイン、デザイン、文文
ぶんぶん

芸芸
げいげい

表表
現など現など多多

たた

彩彩
さいさい

です。です。通通
つうつう

学学
がくがく

部部
ぶぶ

、、通通
つうつう

信信
しんしん

教教
きょうきょう

育育
いくいく

部部
ぶぶ

からなるからなる本本
ほんほん

学学
がくがく

の学生の学生層層
そうそう

は、18は、18 歳歳
さいさい

からから
9090代代

だいだい

までまで多多
たた

世世
せせ

代代
だいだい

にわたり、「にわたり、「生生
しょうしょう

涯涯
がいがい

教育」教育」
のの先先

せんせん

端端
たんたん

をを歩歩
あゆあゆ

んでいます。21年に大学んでいます。21年に大学設設
せつせつ

立立
りつりつ

30 年を迎え、30 年を迎え、芸芸
げいげい

術術
じゅつじゅつ

系系
けいけい

では日本ででは日本で一一
いちいち

番番
ばんばん

学学
がくがく

生生
せいせい

数数
すうすう

のの多多
おおおお

い大学にい大学に成成
せいせい

長長
ちょうちょう

しました。しました。
　2020 年 4　2020 年 4 月月

がつがつ

以以
いい

後後
ごご

、劇場での公演の、劇場での公演の
みならず、大学教育はみならず、大学教育は突突

とつとつ

如如
じょじょ

、、大大
おおおお

きなきな変変
へんへん

更更
こうこう

をを余余
よよ

儀儀
ぎぎ

なくされました。IT になくされました。IT に疎疎
うとうと

いい私私
わたしわたし

は、本学のは、本学の先先
せんせん

生生
せいせい

たちが「たちが「新新
あたらあたら

しい芸術教しい芸術教
育を育を試試

ためため

すす絶絶
ぜっぜっ

好好
こうこう

のの機機
きき

会会
かいかい

」と、」と、瞬瞬
またたまたた

くく間間
まま

にオにオ
ンラインンライン中中

ちゅうちゅう

心心
しんしん

の教育システムをの教育システムを作作
つくつく

りり上上
ああ

げてしまったのにはげてしまったのには驚驚
きょうきょう

嘆嘆
たんたん

しました。しました。現現
げんげん

実実
じつじつ

をを直直
ちょくちょく

視視
しし

し、し、柔柔
じゅうじゅう

軟軟
なんなん

にに対対
たいたい

応応
おうおう

するする創創
そうそう

造造
ぞうぞう

力力
りょくりょく

。。
芸術は、芸術は、未未

みみ

来来
らいらい

社会の社会の希希
きき

望望
ぼうぼう

のの灯灯
ともしびともしび

となるとなる学学
がくがく

術術
じゅつじゅつ

分分
ぶんぶん

野野
やや

であることをであることを確確
かくかく

信信
しんしん

したした出出
でで

来来
きき

事事
ごとごと

でで
した。した。

京都芸術大学
学長

吉
よ し

川
か わ

 左
さ

紀
き

子
こ

さん

撮影：表恒匡
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課題を解決し、
明るい未来を切り開く

　将
しょう

来
らい

の社
しゃ

会
かい

を担
にな

って立
た

ち国
こく

際
さい

社会で活
かつ

躍
やく

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

を建
けん

学
がく

の精
せい

神
しん

に掲
かか

げ、天
てん

文
もん

学
がく

の第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ

であった荒
あら

木
き

俊
とし

馬
ま

によって創
そう

設
せつ

されました。京都・上
かみ

賀
が

茂
も

のワンキャンパスに約
やく

15,000 人
にん

の学
がく

生
せい

が集
つど

い、人
ひと

と人、学
がく

問
もん

と社会・企
き

業
ぎょう

・
自

し

然
ぜん

、京都と日
に

本
ほん

・世
せ

界
かい

を結
むす

び、社会に新
あたら

しい価
か

値
ち

を生
う

み出
だ

し続
つづ

けています。

さまざまな研究の連携で社会課題に取り
組み将来の社会を担う人材を育成する

大学 学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 京
きょう

都
と

産
さん

業
ぎょう

大
だい

学
がく

◎創立年／ 1965 年
◎学生数／  14,355 人 

※ 2021 年 5 月 1 日現在

京都市北区上賀茂本山

　神
こう

山
やま

天
てん

文
もん

台
だい

で開
かい

発
はつ

した高
こう

性
せい

能
のう

観
かん

測
そく

装
そう

置
ち

が海
かい

外
がい

の天文台に設
せっ

置
ち

されるなど、世
せ

界
かい

中
じゅう

の国
くに

々
ぐに

と共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

を行
おこな

っています。
　また、天文台の研究チームが参

さん

加
か

して
いる彗

すい

星
せい

探
たん

査
さ

計
けい

画
かく

が、欧
おう

州
しゅう

宇
う

宙
ちゅう

機
き

関
かん

の新
あたら

しい探査計画に選
えら

ばれています。

　毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

（3 ～ 12 月
がつ

）に天
てん

体
たい

観
かん

望
ぼう

会
かい

を開
かい

催
さい

し、研
けん

究
きゅう

者
しゃ

が荒木望
ぼう

遠
えん

鏡
きょう

を使
つか

って天体を解
かい

説
せつ

します。また天
てん

文
もん

学
がく

の
最
さい

前
ぜん

線
せん

について講
こう

演
えん

する天文学講
こう

座
ざ

を
年
ねん

4 回
かい

開催。その他
ほか

、天体観望会や天
文学講座のウェブ配

はい

信
しん

も行っていま
す。

国内唯一の新星観測研究拠点

国内私立大学最大を誇る「荒木望遠鏡」

　新
しん

型
がた

コロナウイ
ルス感

かん

染
せん

症
しょう

はまた
たく間

ま

に世界中に
広
ひろ

がり、医
い

療
りょう

のみ
ならず、経

けい

済
ざい

、政
せい

治
じ

、法
ほう

律
りつ

、行
ぎょう

政
せい

、
人
ひと

々
びと

の情
じょう

報
ほう

リテラ
シー（読

よ

み解
と

く力
ちから

）
や価

か

値
ち

観
かん

などにも大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えま
した。感染症のみならず、地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

、
エネルギー資

し

源
げん

、安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

など、今
こん

日
にち

の世界共
きょう

通
つう

の問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

には、さまざ
まな分

ぶん

野
や

の研究の連
れん

携
けい

が不
ふ

可
か

欠
けつ

です。
　京都産業大学は 10 学

がく

部
ぶ

・10 大
だい

学
がく

院
いん

、
研
けん

究
きゅう

所
じょ

、研究センター、神山天文台を
一
ひと

つのキャンパスに集
しゅう

約
やく

した総
そう

合
ごう

大学
です。キャンパスでは、専

せん

門
もん

分野の異
こと

なる学部・大学院が連携して、社会問
題の解決に向

む

けて特
とく

色
しょく

ある研究を行っ
ています。特

とく

に優
すぐ

れた研究は、研究所
やセンターに組

そ

織
しき

化
か

して、研究を推
お

し
進
すす

めています。タンパク質
しつ

動
どう

態
たい

研究所、
神山天文台などの研究施

し

設
せつ

では、世界
に誇

ほこ

る高
たか

いレベルの研究を行ってお
り、研究成

せい

果
か

を世界で最
もっと

も権
けん

威
い

のある
総合科

か

学
がく

誌
し

「N
ネイチャー

ature」や「S
サイエンス

cience」な
どに発

はっ

表
ぴょう

しています。
　京都産業大学では、社会問題を解決
して、明

あか

るい未
み

来
らい

を作
つく

るという目
もく

的
てき

に
向けて、さまざまなアプローチから研
究を行うことができます。社会の課題
解決に取

と

り組
く

み、将来の社会を担って
立つ人材を育成していきます。

京都産業大学
学長

黒
く ろ

坂
さ か

 光
あきら

さん
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◎創立年／ 1923（大正 12）年
◎役職員数／ 1,577 人
◎店舗数／ 92 店舗※ 2022 年 3 月 31 日現在

本店＝京都市下京区四条通柳馬場東入立
売東町 7 番地

　当
とう

金
きん

庫
こ

は、2023 年
ねん

に創
そう

立
りつ

100 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えます。京
けい

滋
じ

・北
きた

大
おお

阪
さか

の地
ち

域
いき

の皆
みな

さま、そして地域社
しゃ

会
かい

の発
はっ

展
てん

に寄
き

与
よ

することを基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

とする協
きょう

同
どう

組
そ

織
しき

金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

です。「コミュニティ・バンク」として預
よ

金
きん

（お金
かね

を預
あず

かる）・融
ゆう

資
し

（お金
かね

を
貸

か

す）業
ぎょう

務
む

にとどまらない、お客
きゃく

さまとの共
きょう

通
つう

価
か

値
ち

の創
そう

造
ぞう

を目
め

指
ざ

しています。

「心ゆたかな
コミュニティ」の創造

金融機関 京
きょう

都
と

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

地域の課題に共に向き合い
「心ゆたかなコミュニティ」を創造する

　当金庫では、お客さまに寄
よ

り添
そ

ったご
提
てい

案
あん

ができるよう、一
いち

部
ぶ

店
てん

舗
ぽ

では従
じゅう

来
らい

か
らの窓

まど

口
ぐち

カウンターを取
と

り払
はら

いました。
お客さまと職

しょく

員
いん

が近
ちか

い距
きょ

離
り

感
かん

で同
おな

じ未
み

来
らい

や夢
ゆめ

に向
む

かって一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えることによ
り、幸

しあわ

せづくりをお手
て

伝
つだ

いしています。

お客さまに寄り添った店舗づくり

共創施設「QUESTION（クエスチョン）」
　施

し

設
せつ

の 4 階
かい

に設
もう

けられたガラス張
ぱ

り
の「C

コミュニティー

ommunity S
ステップス

teps」は大
だい

階
かい

段
だん

状
じょう

の
スペースです。日

ひ

々
び

、セミナーやイベン
トを開

かい

催
さい

しており、多
た

様
よう

な人
ひと

々
びと

が問
と

い
やアイデアを発

はっ

信
しん

し、私
わたし

たちも一緒に
なって地域の「問い」を解

かい

決
けつ

しています。

おせっかいバンカーのポスター

京都信用金庫
理事長

榊
さかき

田
だ

 隆
た か

之
ゆ き

さん

　現
げん

在
ざい

の成
せい

熟
じゅく

した
社会においては、
これまでの金融機
関の役

やく

割
わり

である決
けっ

済
さい

機
き

能
のう

（預金口座
を利

り

用
よう

した送
そう

金
きん

や
支

し

払
はら

いなど）と仲
ちゅう

介
かい

機
き

能
のう

（お金を貸
す側

がわ

とお金を必
ひつ

要
よう

とされる側を仲介す
ること）に加

くわ

えて、お客さまのさまざ
まな課

か

題
だい

を解決する機能が求
もと

められて
いると考

かんが

えます。皆さんの身
み

の回
まわ

りで
も、少

しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

、雇
こ

用
よう

環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

、格
かく

差
さ

の拡
かく

大
だい

といった言
こと

葉
ば

を
よく聞

き

かれると思
おも

いますが、これらの
課題に対

たい

して「コミュニティ・バンク」
京都信用金庫は、資

し

金
きん

の提
てい

供
きょう

にとどま
らず数

かず

多
おお

くの知
ち

恵
え

や場
ば

を提供し課題解
決に当

あ

たっていきます。
　また、「人

ひと

に優
やさ

しく、地球に優しい」
世

よ

の中
なか

に向
む

けた取
と

り組
く

みが今
いま

、各
かく

地
ち

で
始
はじ

まっています。京都信用金庫は、こ
れからも暮

く

らしや事
じ

業
ぎょう

、地域の課題に
対して積

せっ

極
きょく

的
てき

に関
かか

わり、みんなで寄っ
てたかって課題を解決する。そんな

「おせっかい」を焼
や

く集
しゅう

団
だん

として温
あたた

か
い金融を実

じっ

践
せん

していきます。競
きょう

争
そう

・排
はい

除
じょ

から共
きょう

創
そう

（共
とも

に創
つく

ること）・包
ほう

摂
せつ

（包
つつ

み込
こ

むこと）への時
じ

代
だい

の変化を捉
とら

え、
「世のため、人のため」という先

せん

人
じん

の
言葉を大

たい

切
せつ

に、「心
こころ

ゆたかなコミュニ
ティ」の創造を目指していきます。
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食への感謝の言葉
「いただきます」

　京果は、1927 年
ねん

に開
かい

設
せつ

された京
きょう

都
と

市
し

中
ちゅう

央
おう

卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう

において、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

の生
せい

産
さん

地
ち

から集
あつ

めた安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な生
せい

鮮
せん

青
せい

果
か

物
ぶつ

を目
め

利
き

きのプロである仲
なか

卸
おろし

業
ぎょう

者
しゃ

にせり
などで販

はん

売
ばい

し、スーパーなどの小
こ

売
うり

業
ぎょう

者
しゃ

を通
つう

じて消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の皆
みな

さまに安
あん

定
てい

的
てき

に供
きょう

給
きゅう

する役
やく

目
め

を果
は

たす卸売会社です。「京都市中央市場」でネット検
けん

索
さく

を !

安心・安全な野菜・果物を
安定して供給する

青果卸売業

京
きょう

果
か

京
きょう

都
と

青
せい

果
か

合
ごう

同
どう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1948（昭和 23）年
◎従業員数／  267 人（出向者 26 人含む）、その他

58 人　※ 2021 年 3 月 31 日現在
◎拠点数／１カ所、グループ 2 社

京都市下京区朱雀分木町市有地

　2013 年に「　2013 年に「和和
わわ

食食
しょくしょく

；；日日
にに

本本
ほんほん

人人
じんじん

のの伝伝
でんでん

統統
とうとう

的的
てきてき

なな食食
しょくしょく

文文
ぶんぶん

化化
かか

」がユ」がユ
ネスコネスコ無無

むむ

形形
けいけい

文文
ぶんぶん

化化
かか

遺遺
いい

産産
さんさん

にに指指
しし

定定
ていてい

され、17され、17
年に年に施施

しし

行行
こうこう

された文された文
化化 芸芸

げいげい

術術
じゅつじゅつ

基基
きき

本本
ほんほん

法法
ほうほう

でで
は、は、日日

にに

本本
ほんほん

のの法法
ほうほう

律律
りつりつ

でで
初初
はじはじ

めて「食」が文化だとめて「食」が文化だと明明
めいめい

記記
きき

されましされまし
た。日本の食のた。日本の食の現現

げんげん

状状
じょうじょう

にに危危
きき

機機
きき

感感
かんかん

をを抱抱
いだいだ

いたいた
関関
かんかん

係係
けいけい

者者
しゃしゃ

の皆さまのの皆さまの熱熱
ねつねつ

意意
いい

のの賜賜
たまたま

物物
ものもの

です。です。
　　自自

しし

然然
ぜんぜん

のの恵恵
めぐめぐ

みにみに感感
かんかん

謝謝
しゃしゃ

し、もったいないし、もったいない
精精
せいせい

神神
しんしん

でで食食
たた

べべ物物
ものもの

をを大大
たいたい

切切
せつせつ

にに扱扱
あつかあつか

う文化をう文化を育育
はぐくはぐく

んん
できたはずの日本で、まだ食べられるできたはずの日本で、まだ食べられる
のにのに廃廃

はいはい

棄棄
きき

されるされる食食
しょくしょく

品品
ひんひん

ロスが、ロスが、年年
ねんねん

間間
かんかん

570570
万万
まんまん

トンもあり、トンもあり、世世
せせ

界界
かいかい

のの食食
しょくしょく

料料
りょうりょう

援援
えんえん

助助
じょじょ

量量
りょうりょう

の1.4の1.4
倍倍
ばいばい

になります。世界でになります。世界で約約
やくやく

99 億億
おくおく

人人
にんにん

がが食食
しょくしょく

料料
りょうりょう

難難
なんなん

にに直直
ちょくちょく

面面
めんめん

するする中中
なかなか

、、多多
おおおお

くのくの人人
ひとひと

が毎日が毎日当当
ああ

たた
りり前前

まえまえ

のように食べることのできる日本のように食べることのできる日本
で、食への感謝ので、食への感謝の気気

きき

持持
もも

ちがちが薄薄
うすうす

らいできらいでき
ているのではないかとているのではないかと心心

しんしん

配配
ぱいぱい

されます。されます。
　　当当

とうとう

社社
しゃしゃ

が 03 年からが 03 年から続続
つづつづ

けている農育 ・けている農育 ・
食育活動では、食育活動では、例例

たとたと

えばえば小小
しょうしょう

学学
がくがく

生生
せいせい

がが自自
みずかみずか

らピらピ
ーマンのーマンの苗苗

なえなえ

をを植植
うう

えて育てます。えて育てます。収収
しゅうしゅう

穫穫
かくかく

後後
ごご

調調
ちょうちょう

理理
りり

して食べると、「ピーマンはして食べると、「ピーマンは嫌嫌
きらきら

いい
だ」とだ」と言言

いい

っていたっていた子子
ここ

どもたちが、なぜどもたちが、なぜ
か「おいしい」と言うのです。か「おいしい」と言うのです。土土

つちつち

のの感感
かんかん

触触
しょくしょく

、、生生
せいせい

命命
めいめい

のの大大
たいたい

切切
せつせつ

さ、収穫のさ、収穫の喜喜
よろこよろこ

びをびを体体
たいたい

感感
かんかん

するからでしょうか。「いただきます」するからでしょうか。「いただきます」
のの言言

ことこと

葉葉
ばば

のの意意
いい

味味
みみ

をを知知
しし

るためにも、るためにも、引引
ひひ

きき続続
つづつづ

き京都市き京都市教教
きょうきょう

育育
いくいく

委委
いい

員員
いんいん

会会
かいかい

や生産地のご協力や生産地のご協力
を得ながら農育・食育にを得ながら農育・食育に力力

ちからちから

をを注注
そそそそ

いでいいでい
きます。きます。

　京都市中央卸売市場は、全国の中央卸
売市場で唯

ゆい

一
いつ

、近
きん

郷
ごう

（京都・滋
し

賀
が

）の野
や

菜
さい

を専
せん

門
もん

に扱
あつか

う卸
おろし

売
うり

場
じょう

と仲卸業者を有
ゆう

し、
京
きょう

野
や

菜
さい

のプロのせり人
にん

（京果社
しゃ

員
いん

）による
せりなどにより京野菜ブランドと地

じ

元
もと

農
のう

家
か

の経
けい

営
えい

を支
ささ

えています。

　毎
まい

日
にち

食
た

べる野菜や果
くだ

物
もの

を育
そだ

ててくだ
さっている全国各地の農家の方

かた

々
がた

のご
苦

く

労
ろう

を知
し

るため、京果では毎
まい

年
とし

、生産
地などのご協

きょう

力
りょく

を得
え

て京
きょう

都
と

市
し

内
ない

（グル
ープ会社の京

きょう

印
じるし

は宇
う

治
じ

市
し

内
ない

）の小
しょう

学
がっ

校
こう

などで農
のう

育
いく

・食
しょく

育
いく

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。

「京野菜」を作る府内生産者との太い絆

小学生らへの農育・食育活動を毎年実施

遠地野菜のせり　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　「京たんごメロン」のせり

京都青果合同株式会社 
代表取締役社長

内
う ち

田
だ

 隆
たかし

さん

「朝掘りたけのこ」のせり

ピーマンの定植



24

◎創立年／ 1964 年
◎職員数／ 1603 人※ 7.5 時間換算
◎組合員数／ 55 万人　　　
◎活動エリア／京都府全域

京都市南区吉祥院石原上川原町 1-2

　街
まち

で見
み

掛
か

ける宅
たく

配
はい

トラックやコープのお店
みせ

でおなじみの「コープさん」で
す。安

あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

な食
しょく

料
りょう

品
ひん

から日
にち

用
よう

雑
ざっ

貨
か

、おうちの電
でん

気
き

やまちの福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

など、
普

ふ

段
だん

の暮
く

らしに欠
か

かせない、幅
はば

広
ひろ

い商
しょう

品
ひん

やサービスを組
くみ

合
あい

員
いん

の皆
みな

さまへお届
とど

けしています。

「頼もしき隣人たらん」の
精神で

宅配・店舗・福祉
葬祭・共済・電力

京
きょう

都
と

生
せい

活
かつ

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

食料品のお届けから見守り活動まで
宅配を通じたサービスを展開

　京
きょう

都
と

府
ふ

の約
やく

6 軒
けん

に 1 軒が、京
きょう

都
と

生
せい

協
きょう

の宅配サービスを利
り

用
よう

しています。丹
たん

後
ご

半
はん

島
とう

から南
みなみ

山
やま

城
しろ

村
むら

まで、京
きょう

都
と

府
ふ

下
か

全
ぜん

域
いき

に、毎
まい

週
しゅう

地
ち

域
いき

の担
たん

当
とう

者
しゃ

が食料品や日
にち

用
よう

品
ひん

をご自
じ

宅
たく

までお届けしています。この特
とく

長
ちょう

を生
い

かし、地域の見
み

守
まも

り活
かつ

動
どう

を、自
じ

治
ち

体
たい

や社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と連
れん

携
けい

して取
と

り組
く

んでいます。一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしの高
こう

齢
れい

者
しゃ

が増
ふ

える中
なか

、商品と一
いっ

緒
しょ

に安心をお届けしています。

商品と一緒に、安心もお届け

みんなで考える SDGs
　コープのお店では、賞

しょう

味
み

期
き

限
げん

の短
みじか

い
商品を選

えら

んで購
こう

入
にゅう

する「てまえどり」を
お伝

つた

えして、食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

に取り組
んでいます。生協を利

り

用
よう

する組合員と
一緒に、未

み

来
らい

のためにできることをい
つも考

かんが

えています。

　京都生活協同組合（以下「京都生
協」）は 1964 年

ねん

、物
ぶっ

価
か

の高
こう

騰
とう

などで暮
らしに不

ふ

安
あん

が募
つの

る中、「お互
たが

いに頼
たの

も
しき隣

りん

人
じん

となりましょう」との呼
よ

び掛
か

けで誕
たん

生
じょう

し、創
そう

立
りつ

以
い

来
らい

、助
たす

け合
あ

いの組
そ

織
しき

として、食の安全・安心の追
つい

求
きゅう

、誰
だれ

もが安心して暮らせる地域社会の実
じつ

現
げん

に向
む

けて取り組んできました。今
いま

、日
に

本
ほん

でも世
せ

界
かい

でも、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

や平
へい

和
わ

の
問
もん

題
だい

、貧
ひん

困
こん

や格
かく

差
さ

などの課
か

題
だい

が数
かず

多
おお

く
存
そん

在
ざい

しています。これらの課題解
かい

決
けつ

に
向けて、協同組合の役

やく

割
わり

発
はっ

揮
き

が期
き

待
たい

さ
れています。
　2020 年から新

しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

が拡
かく

大
だい

し、社会や経
けい

済
ざい

、私
わたし

たちの暮
らしにまで大

おお

きな影
えい

響
きょう

が及
およ

びました。
京都生協が行

おこな

う事業（宅配・店
てん

舗
ぽ

・福
祉・葬

そう

祭
さい

・共
きょう

済
さい

・電
でん

力
りょく

）は日
ひ

々
び

の暮ら
しを支

ささ

える生活インフラであると考え
ています。「つながり」や「たすけあい」
の大

たい

切
せつ

さが再
さい

認
にん

識
しき

される中、「頼もし
き隣人たらん」という理

り

念
ねん

を大
たい

切
せつ

に
し、SDGs（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）の
実現にも貢

こう

献
けん

していきます。そして何
なに

より地域の皆さまの食を中
ちゅう

心
しん

とした
日々の暮らしを応

おう

援
えん

できる、また、皆
さまとともに希

き

望
ぼう

をつくっていける頼
もしい存

そん

在
ざい

であり続
つづ

けたいと思
おも

いま
す。

畑
はた

 忠
ただ

男
お

さん  京都生活協同組合 理事長
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地域の皆さまに
一番身近な金融機関

　当金庫の掲
かか

げる
「On Your Side
～一

いっ

緒
しょ

がうれしい
～」のスローガン
には、お客さまの
良

よ

きパートナーと
して常

つね

に地域に寄
よ

り添
そ

い、共
きょう

通
つう

の夢
や目

もく

標
ひょう

に向かって共
とも

に歩
あゆ

んでいくとい
う思

おも

いが込
こ

められています。
　京都には、確

たし

かな実
じつ

力
りょく

を持
も

つ創
そう

業
ぎょう

100 年以
い

上
じょう

の企業が数
かず

多
おお

くあります。
長
なが

年
ねん

にわたり競
きそ

い合
あ

い、環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

に
柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

していく中
なか

で培
つちか

われた知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

は、何
なに

ものにも代
か

えがたい京都
の財

ざい

産
さん

です。一
いっ

方
ぽう

、古
ふる

くからさまざまな
学
がく

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

機
き

関
かん

が集
あつ

まるこの地
ち

では、革
かく

新
しん

的
てき

な発
はっ

想
そう

と技術を取
と

り入
い

れ成
せい

功
こう

した
ベンチャー企業も誕

たん

生
じょう

してきました。
　私

わたし

たち信用金庫は地域金融機関とし
て、お客さまからお預

あず

かりした預
よ

金
きん

を、
地

じ

元
もと

の伝
でん

統
とう

産
さん

業
ぎょう

やベンチャー企業の健
けん

全
ぜん

な発
はっ

展
てん

のために融
ゆう

資
し

（お金
かね

を貸
か

すこ
と）しています。新

しん

規
き

事
じ

業
ぎょう

の開
かい

拓
たく

から企
業経

けい

営
えい

のさまざまな場
ば

面
めん

で、きめ細
こま

や
かにサポートしていくことが私たちの
仕

し

事
ごと

です。また、お客さまのニーズに沿
った金融商品やサービスを提供するこ
とにより、地域の皆さまの豊

ゆた

かな暮ら
しのお手伝いをしています。
　これからも「伝統と革新が同

どう

時
じ

に存
そん

在
ざい

する街
まち

」京都で、地域の皆さまに一
いち

番
ばん

身
み

近
ぢか

な金融機関として、同
おな

じ夢、同じ目標
に向かって共に進

すす

んでいきます。

　当
とう

金
きん

庫
こ

は、京
きょう

都
と

市
し

および京
きょう

都
と

府
ふ

・滋
し

賀
が

県
けん

・大
おお

阪
さか

府
ふ

・奈
な

良
ら

県
けん

の一
いち

部
ぶ

を営
えい

業
ぎょう

地
ち

区
く

として、地
ち

域
いき

の中
ちゅう

小
しょう

企
き

業
ぎょう

や個
こ

人
じん

の皆
みな

さまの繁
はん

栄
えい

を目
め

指
ざ

して経
けい

営
えい

する共
きょう

同
どう

組
そ

織
しき

の
金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

です。地域に密
みっ

着
ちゃく

し、お客
きゃく

さまのご要
よう

望
ぼう

に沿
そ

った商
しょう

品
ひん

・サービスを提
てい

供
きょう

して、より良
よ

い暮
く

らしのためのお手
て

伝
つだ

いをしています。

地域に寄り添い、地域の人々の
豊かな暮らしづくりを応援する

金融機関 京
きょう

都
と

中
ちゅう

央
おう

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

◎創立年／ 1940（昭和 15）年
◎職員数／  2,534人※2021年12月31日現在 
◎店舗数／  132店舗※2021年12月31日現在

本店＝京都市下京区四条通室町東入函谷
鉾町 91 番地

　ビジネス情
じょう

報
ほう

の提供や、異
こと

なる業
ぎょう

種
しゅ

の交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

として、「中
ちゅう

信
しん

ビジネスフェア 大
だい

商
しょう

談
だん

会
かい

」を開
かい

催
さい

。33 回
かい

を迎
むか

える 2021 年
ねん

度
ど

は「今
いま

こそ新
あら

たなビジネスシーンへ ～とも
に新

あたら

しい時
じ

代
だい

を創
つく

る～」をテーマに、さま
ざまな企業に出

しゅっ

展
てん

・来
らい

場
じょう

いただきました。

地域社会の発展のために

中信杯全京都学童軟式野球選手権大会
　京

きょう

都
と

府
ふ

下
か

の小
しょう

学
がく

生
せい

が友
ゆう

情
じょう

と夢
ゆめ

を胸
むね

に、
グラウンドで熱

ねっ

戦
せん

を繰
く

り広
ひろ

げる「中
ちゅう

信
しん

杯
はい

全
ぜん

京
きょう

都
と

学
がく

童
どう

軟
なん

式
しき

野
や

球
きゅう

選
せん

手
しゅ

権
けん

大
たい

会
かい

」に協
きょう

賛
さん

しています。スポーツを通
つう

じて明
あし

日
た

を
担
にな

う小学生の育
いく

成
せい

に協
きょう

力
りょく

しています。

京都中央信用金庫 
理事長

白
し ら

波
は

瀬
せ

 誠
まこと

さん
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◎開業年／ 1982 年
◎従業員数／  211 人※ 2022 年 3 月 16 日現在
◎拠点数／ 国内 46 ホテル、海外 5 ホテル 

（東急ホテルズチェーン）

京都市下京区堀川通五条下ル柿本町 580 番地

　「期
き

待
たい

を超
こ

える優
ゆう

美
び

な非
ひ

日
にち

常
じょう

」がコンセプトの京都東急ホテルは、2022
年
ねん

に開
かい

業
ぎょう

40 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えます。全
ぜん

408 室
しつ

の客
きゃく

室
しつ

、四
よっ

つのダイニング＆バー、
八
やっ

つの宴
えん

会
かい

場
じょう

などを有
ゆう

し、静
しず

かな環
かん

境
きょう

でありながら市
し

内
ない

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

へのアクセ
スも良

りょう

好
こう

です。地
ち

域
いき

のつながりを大
たい

切
せつ

にさまざまな活
かつ

動
どう

をしています。

サスティナブルな
社会の構築への取り組み

ホテル 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

京
きょう

都
と

東
とう

急
きゅう

ホテル

地球にやさしい・まちにやさしい・ 
ひとにやさしいホテル

　東急グループが地域ごとに集
あつ

まり活動する「東
とう

急
きゅう

会
かい

」。毎
まい

年
とし

、地域の皆
みな

さ
んとつながる時

じ

間
かん

を持
も

っています。関
かん

西
さい

では過
か

去
こ

、狂
きょう

言
げん

師
し

による文
ぶん

化
か

講
こう

演
えん

会
かい

、親
おや

子
こ

サッカー教
きょう

室
しつ

などを行
おこな

いました。コロナ禍
か

では、ホテルがある下
しも

京
ぎょう

区
く

限
げん

定
てい

の特
とく

別
べつ

な宿
しゅく

泊
はく

プランを多
おお

くの皆さんにご利
り

用
よう

いただき、お声
こえ

をい
ただくことで、より地域の方

かた

々
がた

の大切さを感
かん

じています。

イベントを通じて地域との交流を深める

お客さまのご厚意が森を育てる
　客室の歯

は

ブラシ・ヘアブラシなどア
メニティーを一

ひと

つでも使
し

用
よう

しなかった
お客

きゃく

さまにグリーンコインをご提
てい

示
じ

い
ただき、枚

まい

数
すう

に応
おう

じて、地
ち

球
きゅう

緑
りょく

化
か

活動
「子

こ

供
ども

の森
もり

」や丹
たん

波
ば

山
やま

「森づくり活動」
に寄

き

付
ふ

をする環境活動を行っています。

　「SDGs（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）」
という言

こと

葉
ば

が生
う

ま
れる前

まえ

から東急グ
ループはさまざま
な社

しゃ

会
かい

課
か

題
だい

に取
と

り
組

く

んできました。
特
とく

に低
てい

炭
たん

素
そ

・循
じゅん

環
かん

型
がた

社会の実
じつ

現
げん

に注
ちゅう

力
りょく

すべく長
ちょう

期
き

環境目
標として「 2050 年までに事

じ

業
ぎょう

で使
し

用
よう

する電
でん

力
りょく

を再
さい

生
せい

エネルギー 100% で
調
ちょう

達
たつ

する」を掲
かか

げています。
　東急グループ各

かく

社
しゃ

の取り組みを少
すこ

し
紹
しょう

介
かい

します。東
とう

急
きゅう

電
でん

鉄
てつ

では、CO2（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）を排
はい

出
しゅつ

しない水
すい

力
りょく

・地
ち

熱
ねつ

で
発
はつ

電
でん

した再生可能エネルギー 100%
の電

でん

車
しゃ

運
うん

行
こう

を開
かい

始
し

し、東急バスではさ
まざまな方

ほう

式
しき

の低
てい

公
こう

害
がい

車
しゃ

を導
どう

入
にゅう

してい
ます。また東急ホテルズも、使

し

用
よう

済
ず

み
プラスチック由

ゆ

来
らい

の水
すい

素
そ

を活
かつ

用
よう

する
「世

せ

界
かい

初
はつ

の水素ホテル」、川
かわ

崎
さき

キングス
カイフロント東急 REI ホテルを 18 年
に開業しました。行

ぎょう

政
せい

や他
た

社
しゃ

とも協
きょう

働
どう

しながら、リサイクルの過
か

程
てい

で出
で

る低
てい

炭
たん

素
そ

水
すい

素
そ

を、ホテルホテル内内
ないない

のの燃燃
ねんねん

料料
りょうりょう

電電
でんでん

池池
ちち

へへ供供
きょうきょう

給給
きゅうきゅう

し電力にし電力に変変
へんへん

換換
かんかん

します。さらにそのします。さらにその際際
さいさい

にに発発
はっはっ

生生
せいせい

するする廃廃
はいはい

熱熱
ねつねつ

をホテル内のをホテル内の一一
いちいち

部部
ぶぶ

のの給給
きゅうきゅう

湯湯
とうとう

でで利利
りり

用用
ようよう

しています。しています。
　これらはほんの一部の取り組みです　これらはほんの一部の取り組みです
が、これからも東急グループはサステが、これからも東急グループはサステ
ィナブル（持続可能）な社会のィナブル（持続可能）な社会の構構

こうこう

築築
ちくちく

のの
ために、ために、積積

せっせっ

極極
きょくきょく

的的
てきてき

にに貢貢
こうこう

献献
けんけん

していきます。していきます。

京都東急ホテル
専務取締役総支配人

奥
お く

村
む ら

 浩
こ う

二
じ

さん
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◎創業年／ 1988 年
◎拠点数／グループホテル 4 拠点

京都市上京区新町通中立売（御所西）

お届けしたい、
「ならでは」の価値

　コロナ禍
か

の中
なか

でひたすら見
み

つめ直
なお

し
たのは、ブライトンホテルならではの

「絶
ぜっ

対
たい

価
か

値
ち

」です。「不
ふ

易
えき

流
りゅう

行
こう

」「温
おん

故
こ

知
ち

新
しん

」、それらの言
こと

葉
ば

の持
も

つ意
い

味
み

をもう
一
いち

度
ど

深
ふか

く考
かんが

えながら、京都にあってこ
その役

やく

割
わり

を果
は

たしていくために、私
わたし

た
ちが創

そう

造
ぞう

し、提
てい

供
きょう

すべきゆるぎない
「絶対価値」とは。それを考えていく中
で、京都を担

にな

う多
おお

くの方
かた

々
がた

からの言葉
や行

おこな

いに、学
まな

び、共
きょう

感
かん

し、力
ちから

強
づよ

いご協
きょう

力
りょく

を得
え

て、今
いま

こそお客
きゃく

さまにお届
とど

けし
たいさまざまな企

き

画
かく

の準
じゅん

備
び

が整
ととの

いま
した。
　五

ご

感
かん

が研
と

ぎ澄
す

まされるような環
かん

境
きょう

で
の、プライベートで充

じゅう

実
じつ

した「京都時
じ

間
かん

」。政
せい

府
ふ

の褒
ほう

章
しょう

を受
じゅ

章
しょう

した統
とう

括
かつ

総
そう

料
りょう

理
り

長
ちょう

の下
もと

、深
ふか

い探
たん

求
きゅう

心
しん

から生
う

まれる
「食

しょく

」。生
なま

の「音
おん

楽
がく

」。今に生
い

きる「伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

」。それらをさまざまな切
き

り口
くち

で楽
たの

しみ、味
あじ

わう。そしてお客さま同
どう

士
し

が共感し合
あ

い、学び合える文化サロ
ン。それぞれの企画を私たちスタッフ
の手

て

から、お客さまお一
ひと

人
り

お一人に手
て

渡
わた

しでお届けしたい。2022 年
ねん

、34 歳
さい

を迎
むか

える京都ブライトンホテル。京都
の一

いち

翼
よく

を担えるホテルを目
め

指
ざ

して、新
あら

たな気
き

持
も

ちで「ならでは」の価値をお
届けしていきます。

お客さまに応じたお出迎えとおもてなし

　京
きょう

都
と

御
ご

所
しょ

まで徒
と

歩
ほ

5 分
ふん

、上
かみ

京
ぎょう

区
く

の静
しず

かな住
じゅう

宅
たく

地
ち

に位
い

置
ち

するホテル周
しゅう

辺
へん

は、和
わ

菓
が

子
し

や醤
しょう

油
ゆ

、味
み

噌
そ

などの老
しに

舗
せ

も多
おお

く、伝
でん

統
とう

的
てき

なものと現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

が
共
きょう

存
ぞん

する京都の中
ちゅう

心
しん

地
ち

。そんな「京都らしさ」の真
ま

ん中
なか

にあるホテルには
毎
まい

日
にち

、観
かん

光
こう

の人
ひと

も地
じ

元
もと

京都の人も、さまざまな目
もく

的
てき

でお越
こ

しになります。

京都の一翼を担うホテルとして
「ならでは」の価値をお届けする

ホテル 京
きょう

都
と

ブライトンホテル

　テレビや雑
ざっ

誌
し

で有
ゆう

名
めい

なあの人やＶＩＰ
にとってはプライバシーを守

まも

ってくれる
京都の隠

かく

れ家
が

、大
たい

切
せつ

な日
ひ

に宿
しゅく

泊
はく

される人
にとってはちょっと特

とく

別
べつ

な場
ば

所
しょ

…ホテル
にはレストラン・宿泊・パーティーとた
くさんのお仕

し

事
ごと

があります。

特別な日を彩るホテル

大切な日に過ごしていただきたいブライトンはお料理も評判組
くみ

子
こ

切
きり

抜
ぬき

細
ざい

工
く

と西陣織を組み合わせた華やかなチャペル

自然光の降り注ぐホテルロビーではスタッフが笑顔でお出迎え

林
はやし

 惠
け い

子
こ

さん  京都ブライトンホテル 総支配人
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　当社が供
きょう

給
きゅう

する医薬品と、それを服
ふく

用
よう

する患
かん

者
じゃ

さんは「一
いち

期
ご

一
いち

会
え

」です。
患者さんがそのお薬

くすり

を服用して、「このお薬のおかげで命
いのち

が助
たす

かった」とい
うことを一

ひと

人
り

でも多
おお

くの患者さんから聞
き

くことが私
わたし

どもの大
おお

きな喜
よろこ

びです。
病
びょう

気
き

で苦
くる

しんでおられる患者さんを 1 日
にち

でも早
はや

く治
なお

してあげたいという強
つよ

い意
い

志
し

とそれを実
じつ

現
げん

するために日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

を重
かさ

ねることで優良医薬品を供給
していきます。

◎設立／ 1946 年
◎従業員／ 300 人
◎拠点数／ 3 カ所（本社、２事業所）

京都市中京区西ノ京月輪町 38 番地

　当
とう

社
しゃ

は 1946 年
ねん

に「優
ゆう

良
りょう

医
い

薬
やく

品
ひん

の創
そう

製
せい

を通
つう

じ、人
ひと

々
びと

の健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

に貢
こう

献
けん

す
る」を経

けい

営
えい

理
り

念
ねん

として創
そう

業
ぎょう

されました。技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が集
あつ

まって創
つく

った会
かい

社
しゃ

で、新
しん

薬
やく

開
かい

発
はつ

に夢
ゆめ

をかけてきました。その精
せい

神
しん

は創業以
い

来
らい

76 年
ねん

間
かん

受
う

け継
つ

がれ、今
いま

も革
かく

新
しん

的
てき

新薬の創製というロマンを追
お

い続
つづ

けています。

お薬と患者さんは「一期一会」

　日
に

本
ほん

や世
せ

界
かい

では
新
しん

型
がた

コロナウイル
ス感

かん

染
せん

症
しょう

により多
く の 人

じん

命
めい

が 失
うしな

わ
れ、経

けい

済
ざい

は大
だい

打
だ

撃
げき

を受
う

けました。京
都 の 伝

でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

も
次
つぎ

々
つぎ

に中
ちゅう

止
し

となり
ましたが、このような中

なか

でも自
し

然
ぜん

はい
つものように桜

さくら

や新
しん

緑
りょく

、秋
あき

の紅
こう

葉
よう

の美
うつく

しさで心
こころ

を和
なご

ませてくれます。
　今

いま

、日本をはじめ世界の製
せい

薬
やく

企
き

業
ぎょう

で
は、新型肺

はい

炎
えん

に有
ゆう

効
こう

なワクチンや治
ち

療
りょう

薬
やく

の開発を急
いそ

ぎ、治療に寄
き

与
よ

していま
す。当社では、いまだ治療薬のない病
気の新薬研

けん

究
きゅう

に注
ちゅう

力
りょく

していますが、大
だい

学
がく

などの研究機
き

関
かん

が多く、伝統文
ぶん

化
か

や
歴
れき

史
し

遺
い

産
さん

も多く残
のこ

る京都はそれにふさ
わしい都

と

市
し

だと思
おも

います。
　私はいつも、「人

にん

間
げん

は一人では成
せい

長
ちょう

できないので、会社を“夢を実現する
場

ば

”と考
かんが

えて自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を成
せい

長
ちょう

させ、仕
し

事
ごと

を通
とお

して社会に恩
おん

返
がえ

ししなさい。
“私は京都薬品の社

しゃ

員
いん

である”から“私
が京都薬品である”に心を転

てん

換
かん

し、無
む

限
げん

の可
か

能
のう

性
せい

を信
しん

じて、仕事に取
と

り組
く

み
なさい」と社員に話

はな

しています。
　当社は「和

わ

親
しん

協
きょう

力
りょく

・誠
せい

実
じつ

報
ほう

恩
おん

」とい
う言

こと

葉
ば

を大
たい

切
せつ

にしています。今こそ、
治療薬を待

ま

ち望
のぞ

んでおられる患者さん
に希

き

望
ぼう

を与
あた

えられるよう、強い意志と
素

す

早
ばや

い行
こう

動
どう

で新薬創製に挑
ちょう

戦
せん

していき
たいと決

けつ

意
い

を新
あら

たにしています。

悠久の都で
未来を開く

薬品 京
きょう

都
と

薬
やく

品
ひん

工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

新薬の研究開発を通じ、患者に寄り添う

従業員の継続的雇用が CSR の基本
　安

あん

定
てい

的
てき

な雇
こ

用
よう

がCSR（企
き

業
ぎょう

の社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

）の基
き

本
ほん

であり、当社では地
じ

元
もと

出
しゅっ

身
しん

の
従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

の雇用を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めています。
また、工

こう

場
じょう

にはソーラーパネルを設
せっ

置
ち

し、使
し

用
よう

する動
どう

力
りょく

の一
いち

部
ぶ

を賄
まかな

うなど、環
かん

境
きょう

への配
はい

慮
りょ

も行
おこな

っています。

京都薬品工業株式会社 
代表取締役社長

北
き た

尾
お

 和
か ず

彦
ひ こ

さん
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失敗は成功のもと

　日
に

本
ほん

酒
しゅ

や日本酒をベースとした関
かん

連
れん

商
しょう

品
ひん

を主
おも

に製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

している食
しょく

品
ひん

メ
ーカーです。
　お酒

さけ

など、当
とう

社
しゃ

の商品・サービスを通
とお

してお客
きゃく

さまに喜
よろこ

んでいただけるよ
うなシーン、「快

かい

」を創
つく

ることを事
じ

業
ぎょう

目
もく

的
てき

としています。

時代に合わせたチャレンジで
日本酒の新たな価値を生み出す

酒類メーカー 月
げっ

桂
けい

冠
かん

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1637（寛永 14）年
◎従業員数／  375人※2021年4月1日現在
◎拠点数／ 11 カ所

京都市伏見区南浜町 247 番地

　当社は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の初
しょ

期
き

、1637年
に創

そう

業
ぎょう

し、今
こん

日
にち

に
至
いた

る ま で 380 年
を超

こ

える歳
さい

月
げつ

を乗
の

り 越
こ

え て き ま し
た。長

なが

く続いてき
た秘

ひ

訣
けつ

として、「古
ふる

いしきたりを守
まも

ってきたから」などと
想
そう

像
ぞう

されるかもしれませんが、その歴
史を振

ふ

り返
かえ

れば、常
つね

に、時
じ

代
だい

時代の新
あたら

しいことに挑戦し、創
そう

造
ぞう

し続けてきた
ことがわかります。
　しかし、その創造は一

いっ

足
そく

飛
と

びに生ま
れたものではなく、失

しっ

敗
ぱい

を糧
かて

にしなが
ら成

じょう

就
じゅ

してきたものでした。月桂冠大
おお

倉
くら

記
き

念
ねん

館
かん

に、1921 年の「注
ちゅう

意
い

帳
ちょう

」と呼
よ

んでいる古いノートを所
しょ

蔵
ぞう

していま
す。日

にち

常
じょう

の気
き

付
づ

きや失敗を記
き

録
ろく

したも
ので、その扉

とびら

のページには、失敗を繰
く

り返
かえ

さないよう注意すべきことや、将
しょう

来
らい

改
かい

善
ぜん

を要
よう

することなどを率
そっ

直
ちょく

に記
き

入
にゅう

するようにとの注
ちゅう

記
き

があります。この
「注意帳」を活

かつ

用
よう

し、コツコツと小
ちい

さな
試
こころ

みから始
はじ

め、実
じっ

行
こう

により生
しょう

じた失敗
からのフィードバックを教

きょう

訓
くん

に、再
ふたた

び
チャレンジを繰り返しながら、大

おお

きく
成
せい

功
こう

させていく姿
し

勢
せい

を、古くから貫
つらぬ

い
てきたのでした。まさに「失敗は成功
のもと」という、古くからの戒

いまし

めとな
る言

こと

葉
ば

を実
じっ

践
せん

することにより、新たな
創造を生む、それは一

いっ

冊
さつ

のノートから
始めることができるのです。

　月桂冠の歴
れき

史
し

は、挑
ちょう

戦
せん

の歴史といえます。どこよりも先
さき

駆
が

けて酒
さけ

造
づく

りに
科

か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

を導
どう

入
にゅう

したことをはじめ、防
ぼう

腐
ふ

剤
ざい

なしの日本酒、一
いち

年
ねん

中
じゅう

安
あん

定
てい

した
品
ひん

質
しつ

で醸
じょう

造
ぞう

することができる「四
し

季
き

醸造システム」、常
じょう

温
おん

で流
りゅう

通
つう

可
か

能
のう

な「生
き

酒
ざけ

」、日本酒では不
ふ

可
か

能
のう

といわれた「糖
とう

質
しつ

ゼロ」など、多
おお

くの「日
に

本
ほん

初
はつ

」を
生

う

み出
だ

してきました。現
げん

在
ざい

も日本酒の新
あら

たな価
か

値
ち

を生み出すべく挑戦を続
つづ

け、日本酒業
ぎょう

界
かい

をリードしています。

日本酒に新たな価値を生み出す挑戦

日本酒づくりの現場

製造ライン酒蔵風景

月桂冠株式会社
代表取締役社長

大
お お

倉
く ら

 治
は る

彦
ひ こ

さん
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◎創業／ 1938 年
◎従業員数／ 240 人

本社＝京都市中京区烏丸通六角上ル饅頭
屋町 608 番地

　京
きょう

都
と

、滋
し

賀
が

に「ブライトホール」「家
か

族
ぞく

葬
そう

専
せん

用
よう

･ 別
べっ

邸
てい

」の名
めい

称
しょう

でお葬
そう

式
しき

専
用ホールを 11カ所

しょ

設
もう

け、地
ち

域
いき

に根
ね

差
ざ

したお葬式の専
せん

門
もん

企
き

業
ぎょう

としてご遺
い

族
ぞく

の
大
たい

切
せつ

な方
かた

のお見
み

送
おく

りのお手
て

伝
つだ

いをしています。お葬式に関
かん

連
れん

する事
こと

柄
がら

にも
幅
はば

広
ひろ

く対
たい

応
おう

し真
ま

心
ごころ

こもったサービスに全
ぜん

力
りょく

を注
そそ

いでいます。

　先
せん

日
じつ

、知
ち

人
じん

の先
せん

生
せい

より「裂
れっ

古
こ

破
は

今
こん

」
という言

こと

葉
ば

を頂
いただ

きました。「裂古破今」
とは、これまでの当

あ

たり前
まえ

であった常
じょう

識
しき

やさまざまなとらわれから一
いっ

旦
たん

切
き

り
離
はな

し、その事
じ

象
しょう

や物
もの

事
ごと

だけを見
み

つめ本
ほん

質
しつ

を見
み

極
きわ

めること。何
なに

を変
か

え、何を変
えないか、常識にとらわれず判

はん

断
だん

する
ことが大切だと教

おし

えを受
う

けました。
　私

わたし

たちが携
たずさ

わる葬
そう

儀
ぎ

は、その時
じ

代
だい

に
より方

ほう

式
しき

は移
うつ

り変
か

わり今
こん

日
にち

に至
いた

ってお
ります。埋

まい

葬
そう

地
ち

まで葬
そう

列
れつ

を組
く

んで歩
ある

く
「野

の

辺
べ

送
おく

り」の時代、シキミという植
しょく

物
ぶつ

やお花
はな

が並
なら

びたくさんの縁
えん

者
じゃ

に見送ら
れた様

よう

子
す

、最
さい

近
きん

では家族と親
した

しい方だ
けで送ってあげたいと。これからもそ
の方式は移り変わるでしょう。時代に
あわせた変

へん

遷
せん

の中
なか

においても不
ふ

変
へん

のこ
とがあります。それは、子

こ

であり配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

であり、残された方が、故
こ

人
じん

の願
ねが

いや故
人が大切にして生

い

きてこられたことをい
かに受

う

け止
と

め、継
つ

いで、どのように活
い

か
して生きていくのか、ということです。
　私たちは、葬儀の本

ほん

質
しつ

を常
つね

に追
つい

求
きゅう

し
続
つづ

け、故人とご縁
えん

のある方々にしっか
りと寄り添い、その尊い願いの数

かず

々
かず

が
余
あま

すことなく確
かく

実
じつ

に引
ひ

き継
つ

がれるよ
う、自

じ

身
しん

の仕
し

事
ごと

への責
せき

任
にん

の重
じゅう

大
だい

さを自
じ

覚
かく

し努
つと

めています。

お葬式の本質を
追求し続ける

葬祭 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

公
こう

益
えき

社
しゃ

お葬式を通して 
人の心に寄り添う企業

　大切な方をお見送りするために専門の
資

し

格
かく

（葬
そう

祭
さい

ディレクター）を持
も

つ経
けい

験
けん

豊
ほう

富
ふ

な社
しゃ

員
いん

が創
そう

業
ぎょう

80 余
よ

年
ねん

の実
じっ

績
せき

を生
い

かし真
心を込

こ

めて対応。亡
な

くなった人
ひと

を尊
とうと

び、
また残

のこ

された家族の方
かた

々
がた

の心
こころ

に寄
よ

り添
そ

い
ます。

人生の卒業式を担うスペシャリスト集団

これからも、いつまでも
　時

じ

代
だい

とともに多
た

様
よう

化
か

するお客
きゃく

さまの
要
よう

望
ぼう

にきめ細
こま

かく対応し、次
つぎ

の世
せ

代
だい

へ
命
いのち

をつないでいく「なくてはならない存
そん

在
ざい

」として、AI（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）にはできな
い、人でしかできない仕

し

事
ごと

を継
けい

承
しょう

して
いきます。

松
ま つ

井
い

 雄
ゆ う

さん  株式会社公益社 代表取締役社長
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本当に伝えたいことを
見える形に

　日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

紙
し

幅
ふく

のグラビア印刷など大
だい

規
き

模
ぼ

な案
あん

件
けん

や宅
たく

配
はい

業
ぎょう

者
しゃ

の配
はい

送
そう

伝
でん

票
ぴょう

、日
ひ

ご
ろよく目

め

にするチラシやパンフレットなど、さまざまな印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

を手
て

掛
が

けていま
す。また軟

なん

包
ほう

材
ざい

フィルムへの印刷や、紙
かみ

容
よう

器
き

製
せい

造
ぞう

、さらにウェブページの作
さく

成
せい

など情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

に関
かん

する幅
はば

広
ひろ

い業
ぎょう

務
む

を行
おこな

っています。

お客さまの情報発信を支える
伝えたいことを形にする印刷業

印刷・
同関連業

佐
さ

川
がわ

印
いん

刷
さつ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創立年／ 1970（昭和 45）年
◎従業員数／ 2,000 人（関連会社含む）
◎拠点数／ 営業拠点 28 カ所、生産拠点

15 カ所（関連会社含む）

京都府向日市森本町戌亥 5-3

　 当
とう

社
しゃ

は 2022
年
ねん

、創
そう

業
ぎょう

52年
ねん

目
め

を
迎
むか

えました。最
さい

初
しょ

はたった一
ひと

人
り

の社
しゃ

員
いん

である私
わたし

、そし
て妻

つま

（現
げん

・副
ふく

会
かい

長
ちょう

）
と自

じ

転
てん

車
しゃ

1 台
だい

でス
タートした会

かい

社
しゃ

で
した。京

きょう

都
と

で商
あきな

いを始
はじ

め、そこで得
え

たご
縁
えん

からさまざまな機
き

会
かい

をいただき、今
いま

や全
ぜん

国
こく

のお客
きゃく

さまとお取
と

り引
ひ

きをして
います。これもお客さまや社員とその
家

か

族
ぞく

、多
おお

くの皆さまのおかげと感
かん

謝
しゃ

し
ています。
　当社は印

いん

刷
さつ

業
ぎょう

としてカタログや冊
さっ

子
し

な
ど紙

かみ

媒
ばい

体
たい

を主
おも

に製造していますが、その
本
ほん

質
しつ

は「情報をお伝えする」ことです。例
たと

えば、お客さまの商
しょう

品
ひん

情報を正
ただ

しく、わ
かりやすく、そして魅

み

力
りょく

的
てき

に消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に
「伝える」こと。こうした「本

ほん

当
とう

に伝えた
いこと」をお客さまのお話

はなし

を伺
うかが

いなが
ら、目に見

み

える形
かたち

として付
ふ

加
か

価
か

値
ち

に変
か

え
ていくことがわれわれの使

し

命
めい

です。
　またその過

か

程
てい

において、全
ぜん

工
こう

程
てい

を一
いっ

貫
かん

して生
せい

産
さん

する工
こう

場
じょう

や「水
すい

性
せい

フレキソ印
刷」をはじめとする環

かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

の少
すく

ない手
しゅ

法
ほう

をご提
てい

供
きょう

することで、健
けん

全
ぜん

な企
き

業
ぎょう

成
せい

長
ちょう

と持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

を両
りょう

立
りつ

し、京都の
未

み

来
らい

にもつながるような事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

し
ていきます。これからも「望

のぞ

まれること
の、一

いっ

歩
ぽ

先
さき

へ」を合
あい

言
こと

葉
ば

に、どんどん新
あたら

しいことに挑
ちょう

戦
せん

していきます。

　皆
みな

さんの周
まわ

りに必
かなら

ず印刷物はあります。また、スマートフォンなどでデジ
タル化

か

は進
すす

んでも、「情報を伝
つた

える」という点
てん

では共
きょう

通
つう

であり、われわれは
これまでの経

けい

験
けん

でそうした情報を作
つく

ることを得
とく

意
い

としています。

印刷は常に皆さんと共に

高機能な設備で多彩な印刷を実現

京都府亀岡市にある最新鋭パッケージ工場日野軟包材工場の水性フレキソ 10 色印刷機

滋賀県にある日野工場

佐川印刷株式会社　
代表取締役会長

木
き の

下
し た

 宗
む ね

昭
あ き

さん
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◎開業年／ 1986 年

京都府京都市左京区宝ヶ池
（岩倉幡枝町 1092-2）

　ザ・プリンス 京都宝ヶ池は、310 の客
きゃく

室
しつ

、七
なな

つのレストラン・ラウンジ、
七つの宴

えん

会
かい

場
じょう

などを備
そな

え、唯
ゆい

一
いつ

無
む

二
に

の旅
たび

を求
もと

める方
かた

々
がた

が洛
らく

北
ほく

の地
ち

を訪
おとず

れ、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

や食
しょく

文
ぶん

化
か

、伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

などを発
はっ

見
けん

し、また訪れたいと思
おも

っていただ
けるようなホテルを目

め

指
ざ

しています。

地域の魅力を発信する
ホテルとして

ホテル

ザ・プリンス 京
きょう

都
と

宝
たから

ヶ
が

池
いけ

オートグラフコレクション
洛北地域の魅力を発見・発信し
唯一無二の旅を演出する

　日
に

本
ほん

近
きん

代
だい

建
けん

築
ちく

史
し

に偉
い

大
だい

な業
ぎょう

績
せき

を残
のこ

した
村
むら

野
の

藤
とう

吾
ご

（1891-1984 年
ねん

）が基
き

本
ほん

設
せっ

計
けい

を
担
たん

当
とう

した当
とう

ホテルでは、館
かん

内
ない

の至
いた

る所
ところ

で
見

み

られる曲
きょく

線
せん

美
び

が象
しょう

徴
ちょう

的
てき

なデザインや壁
へき

面
めん

装
そう

飾
しょく

、照
しょう

明
めい

など「モダニズム建築（近代
建築）」をご覧

らん

いただけます。

世界に誇れる日本のモダニズム建築

館内を彩る美しい建築の数々

村野藤吾の意匠による風情溢れる数寄屋造りの茶寮粋
すい

を凝らした曲線美がユニークな地下 2 階ホール

ザ・プリンス 京都宝ヶ池のシンボルであるオーバル型の外観

ザ・プリンス 京都宝ヶ池　
総支配人

滝
た き

沢
ざ わ

 政
ま さ

志
し

さん

　ザ・プリンス 京
都宝ヶ池は、国

こく

立
りつ

京都国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

場
じょう

に
隣
りん

接
せつ

しており、主
しゅ

要
よう

な国際会議など
に出

しゅっ

席
せき

する VIP を
もてなすための宿

しゅく

泊
はく

施
し

設
せつ

「京都宝ヶ
池プリンスホテル」として開

かい

業
ぎょう

したの
がはじまりです。2007 年グランドプ
リンスホテル京都、そして 20 年ザ ・
プリンス京都宝ヶ池へと、昭

しょう

和
わ

、平
へい

成
せい

、
令
れい

和
わ

と三
みっ

つの時
じ

代
だい

にブランドを変
か

え、
変
へん

化
か

しながら独
どく

自
じ

のデザインとおもて
なしでお客

きゃく

さまをお迎
むか

えしてきまし
た。
　地

じ

元
もと

京都の皆
みな

さまには、「宝ヶ池」と
付

つ

くホテル名
めい

の通
とお

り、洛北ならではの
四

し

季
き

折
おり

々
おり

の美
うつく

しさ、澄
す

んだ空
くう

気
き

を想
そう

像
ぞう

いただき、癒
い

やしと落
お

ち着
つ

きを感
かん

じて
もらいたいと思っています。また、伝
統文化や芸

げい

能
のう

を体
たい

験
けん

できる催
さい

事
じ

のほ
か、敷

しき

地
ち

内
ない

の茶
さ

寮
りょう

にて京都特
とく

産
さん

の北
きた

山
やま

丸
まる

太
た

や唐
から

紙
かみ

の襖
ふすま

、透
す

かし彫
ぼ

りなど伝統
工芸を間

ま

近
ぢか

に見
み

てもらうなど京都の魅
み

力
りょく

を伝
つた

え、近
きん

隣
りん

の清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

、子
こ

ども食
しょく

堂
どう

の協
きょう

力
りょく

など、環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

や地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

をつなぐ SDGs（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）に関
かん

する活動にも取
と

り組
く

み、これ
からも一

いっ

層
そう

、地域の皆さまと一
いっ

緒
しょ

に地
域の魅力を発

はっ

信
しん

していきます。
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心の真ん中に
笑顔を届ける

　三笑堂は、2022
年
ねん

に創
そう

業
ぎょう

93 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

え、「医療を
通
つう

じて社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

する 」をテーマ
に、京

きょう

都
と

本
ほん

社
しゃ

を中
ちゅう

心
しん

として、関
かん

西
さい

一
いち

円
えん

に支
し

店
てん

・営
えい

業
ぎょう

所
しょ

を設
もう

け、各
かく

地
ち

区
いき

で地域密
みっ

着
ちゃく

型
がた

の事
じ

業
ぎょう

を
展
てん

開
かい

しています。
　20 年以

い

降
こう

、世
せ

界
かい

中
じゅう

で猛
もう

威
い

を振
ふ

るっ
ている新

しん

型
がた

コロナウイルスにより、ま
すます医療の重

じゅう

要
よう

性
せい

が高
たか

まっていま
す。SDGs（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）にも
ある「すべての人

ひと

に健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

を」と
いう社会が目

め

指
ざ

すゴールに到
とう

達
たつ

するた
め、「安心安

あん

全
ぜん

な医療機器の供
きょう

給
きゅう

」が、
私
わたし

たちの生活や健
けん

康
こう

を支
ささ

える基
き

盤
ばん

とし
て重

じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

だと認
にん

識
しき

しています。そ
のために、「医療を決

けっ

して止
と

めない」と
いう情

じょう

熱
ねつ

と、スピード感
かん

を持
も

って推
お

し
進
すす

めています。
　SDGs の取

と

り組
く

みに力
ちから

を注
そそ

ぎつつ、
女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

を推
すい

進
しん

、働
はたら

きがいのある職
しょく

場
ば

を構
こう

築
ちく

するなど、社
しゃ

内
ない

の改
かい

善
ぜん

・改
かい

革
かく

に努
つと

めています。
　「真

ま

ん中
なか

に笑
え

顔
がお

がある会
かい

社
しゃ

」をテー
マに、地域の皆

みな

さまに笑顔が溢
あふ

れるよ
う、必要とされる企業であり続

つづ

けるた
めの取

と

り組
く

みを継
けい

続
ぞく

していきます。

　三笑堂は、医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

の健
けん

康
こう

分
ぶん

野
や

の総
そう

合
ごう

医療商
しょう

社
しゃ

として、医療機
き

器
き

・介護用
よう

品
ひん

などの販
はん

売
ばい

・レンタルを行
おこな

っています。また医療設
せつ

備
び

や病
びょう

院
いん

経
けい

営
えい

に関
かん

する助
じょ

言
げん

や、開
かい

業
ぎょう

支
し

援
えん

など医療業
ぎょう

界
かい

全
ぜん

体
たい

をカバーし、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して暮
く

ら
せるよう、お客

きゃく

さまに最
さい

適
てき

な商
しょう

品
ひん

とサービスを真
ま

心
ごころ

を込
こ

めてお届
とど

けしています。

医療・介護の商品・サービスを提供し 
暮らしの安心を支える

医療用機械
器具卸売業

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

三
さん

笑
しょう

堂
どう

◎創業年／ 1929 年　
◎従業員数／  1112 人（連結） 

※ 2022 年 2 月時点
◎拠点数／ 19 カ所（本社・10 支店・8 営業所）

京都市南区上鳥羽 68 番地

社会に必要不可欠な医療と介護に携わる
　祖

そ

父
ふ

がきっかけで、当
とう

社
しゃ

を知
し

りまし
た。少

しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

む中
なか

で医療と介護は
必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

で、今
こん

後
ご

発
はっ

展
てん

し続
つづ

ける企
き

業
ぎょう

だ
と思

おも

い入
にゅう

社
しゃ

を決
き

めました。専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

を身
み

につけて医療従
じゅう

事
じ

者
しゃ

から頼
たよ

りにされる
と、自

じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

にやりがいを感
かん

じます。

見て触れる！介護・福祉用品のショールーム

　シルバー世
せ

代
だい

がより快
かい

適
てき

に過
す

ごすこと
ができるアイテムを実

じっ

際
さい

に見
み

て体
たい

感
かん

でき
るショールームを開

かい

設
せつ

！住み慣れた自
じ

宅
たく

で快適に生
せい

活
かつ

ができるよう、住
じゅう

宅
たく

リフォ
ームなどの相

そう

談
だん

を受
う

け付
つ

けています。

株式会社三笑堂
代表取締役会長

土
ど

手
て

 克
か つ

己
み

さん

前
まえ

田
だ

 悟
さとる

さん（本社メディカルセールス事業部、京都市西京区出身）
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静かな京都で思うこと

　コロナ禍
か

で世
よ

の
中
なか

は 大
おお

き く 変
か

わ
り、「リモート」と
いう手

しゅ

段
だん

が「人
ひと

と
人が対

たい

面
めん

して何
なに

か
をする機

き

会
かい

」をあ
らゆる場

ば

面
めん

で奪
うば

い
ました。便

べん

利
り

さが
ある一

いっ

方
ぽう

、生
せい

活
かつ

リズムが変わり疲
ひ

労
ろう

感
かん

を感
かん

じる方も多
おお

いと伺
うかが

います。そんな
中
なか

、交
こう

流
りゅう

の場、出
で

会
あ

う場、お互
たが

いが刺
し

激
げき

し合
あ

う場として、衣
い

・食
しょく

・住
じゅう

・遊
ゆう

・
休
きゅう

・知
ち

・美
び

が全
すべ

てそろう京都伊勢丹は、
より一

いっ

層
そう

リアル店
てん

舗
ぽ

としての価
か

値
ち

を求
もと

められていると感
かん

じています。
　国

こく

内
ない

外
がい

からの旅
りょ

行
こう

者
しゃ

が大
おお

幅
はば

に減
げん

少
しょう

し、幾
いく

度
ど

となく休
きゅう

業
ぎょう

を余
よ

儀
ぎ

なくされる
厳
きび

しい状
じょう

況
きょう

でしたが、他
た

方
ほう

、お客さま
と再

さい

会
かい

できた喜
よろこ

びを味
あじ

わい、静
しず

かにな
った京都で改

あらた

めて気
き

付
づ

いた価値も多
おお

く
あります。歳

さい

時
じ

記
き

の大切さ、四
し

季
き

折
おり

々
おり

の行
ぎょう

事
じ

や旬
しゅん

の食
しょく

材
ざい

を楽しむ喜びなど、
地

ち

域
いき

特
とく

有
ゆう

の素
す

晴
ば

らしいモノやコトを未
み

来
らい

につなぐべく、私
わたし

たちは京都に店
みせ

を
構
かま

える地域と世
せ

界
かい

を結
むす

ぶ拠
きょ

点
てん

として、
地域の皆

みな

さまのご支
し

援
えん

を賜
たまわ

りながら発
はっ

信
しん

・提案し続
つづ

けていく使命があると考
えます。
　まずは地域のお客さまに、そして国
内外からのお客さまに、今

いま

まで以
い

上
じょう

に
感
かん

動
どう

いただけるよう、私たちは力
ちから

を合
あ

わせて努
つと

めてまいります。どうぞご期
き

待
たい

ください。

　京
きょう

都
と

駅
えき

に立
りっ

地
ち

する強
つよ

みを生
い

かし、圧
あっ

倒
とう

的
てき

な集
しゅう

客
きゃく

力
りょく

を誇
ほこ

る「ジェイアール京
都伊勢丹」。その運

うん

営
えい

事
じ

業
ぎょう

を担
にな

うのが当
とう

社
しゃ

です。「すべてはお客
きゃく

さまから始
はじ

ま
る」という理

り

念
ねん

を大
たい

切
せつ

に、新
あたら

しいライフスタイルを提
てい

案
あん

しています。本
ほん

年
ねん

25
周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える京
きょう

都
と

店
てん

は次
つぎ

の成
せい

長
ちょう

ステージに向
む

け、挑
ちょう

戦
せん

しています。

お客さま視点で発想し 
新しいライフスタイルを発信する

百貨店

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

 
ジェイアール西

にし

日
に

本
ほん

伊
い

勢
せ

丹
たん

◎創業年／ 1990 年
◎従業員数／  1,096人※2020年11月現在
◎店舗数／計 2 店舗

京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町

　当社では、店
てん

頭
とう

を「売
うり

場
ば

」とは呼
よ

びません。「売場」とは売
う

る側
がわ

の立
たち

場
ば

に立
た

った呼
よ

び方
かた

だと考
かんが

えるからです。お客さまにとって、店頭は「お買
かい

物
もの

を楽
たの

し
んでいただくための場

ば

所
しょ

」。だから当社では「お買
かい

場
ば

」と呼びます。お客さ
まの視

し

点
てん

から発
はっ

想
そう

しあらゆる活
かつ

動
どう

を進
すす

める、当社の理念に基
もと

づいた表
ひょう

現
げん

で
す。お客さまにどうすれば満

まん

足
ぞく

いただけるかを考え、実
じっ

行
こう

すること。それが
当社の使

し

命
めい

です。

当社では店頭を「お買場」と呼びます

婦人服フロア紳士服フロア

お客さまの立場に立ったお買場づくり

当社が運営する京都駅直結の百貨店「ジェイアール京都伊勢丹」

株式会社ジェイアール西日本
伊勢丹 代表取締役社長

浅
あ さ

田
だ

 龍
た つ

一
い ち

さん
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　1897（明
めい

治
じ

30）年に円
えん

錐
すい

型
がた

のお香
こう

「香
こう

水
すい

香
こう

」を開
かい

発
はつ

し、日
に

本
ほん

で初
はじ

めてアメリカ
への輸

ゆ

出
しゅつ

に成
せい

功
こう

しました。現
げん

在
ざい

でも外
がい

国
こく

への販売ルートの構
こう

築
ちく

を続
つづ

けており、日
本の香り文化を世

せ

界
かい

へ発
はっ

信
しん

し続けていま
す。

京都市中京区烏丸通二条上ル東側
◎設立／ 1942 年（創業 宝永年間）
◎従業員数／ 298 人※ 2022 年 2 月現在
◎拠点数／国内 20 カ所、海外 1 カ所

　創
そう

業
ぎょう

して 300 余
よ

年
ねん

。自
し

然
ぜん

からもたらされるさまざまな原
げん

料
りょう

を用
もち

いて、お線
せん

香
こう

やお焼
しょう

香
こう

、匂
にお

い袋
ぶくろ

などの薫
くん

香
こう

類
るい

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

しています。また、香
かお

りの情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

拠
きょ

点
てん

「薫
くん

習
じゅう

館
かん

」の開
かい

設
せつ

や、香りにまつわるエッセーを募
ぼ

集
しゅう

する「香
かおり

・大
たい

賞
しょう

」の運
うん

営
えい

など、香り文
ぶん

化
か

の継
けい

承
しょう

と発
はっ

展
てん

にも取
と

り組
く

んでいます。

日本初！アメリカへ円錐型のお香の輸出に成功

　コロナ禍
か

、社
しゃ

内
ない

で二
ふた

つ興
きょう

味
み

深
ぶか

いこ
と が 起

お

こ り ま し
た。一

ひと

つは、新
しん

入
にゅう

社
しゃ

員
いん

歓
かん

迎
げい

動
どう

画
が

集
しゅう

を
作
さく

成
せい

しようという
企

き

画
かく

で、常
じょう

務
む

と私
わたし

の男
だん

性
せい

デュエット
を収

しゅう

録
ろく

してくれました。いつも定
てい

番
ばん

で歌
うた

ってきた曲
きょく

ですから、ハモれるのです。
別
べつ

々
べつ

に吹
ふ

き込
こ

み、別々に映
えい

像
ぞう

も収録し、
ネットではやりの「T

ザ

he F
ファースト

irst T
テイク

ake」風
ふう

に編
へん

集
しゅう

してくれました。いま一つは、東
とう

京
きょう

の大
だい

学
がく

の講
こう

義
ぎ

にリアルで登
とう

壇
だん

ができ
ず、社内で私の講義を収録して動画の
作成をしました。この機

き

会
かい

にと思
おも

いっ
きり話

はなし

をして 1 時
じ

間
かん

に編集してもらい
ました。しかし、私の話

はな

すことが今
いま

の学
がく

生
せい

たちに通
つう

じるとは思えないのです。
そこで、写

しゃ

真
しん

をふんだんに加
くわ

え至
いた

る所
ところ

に文
も

字
じ

やよみがなを添
そ

え、整
ととの

えました。
なんと理

り

解
かい

しやすくなったことか。
　感

かん

染
せん

症
しょう

への対
たい

応
おう

から起こった二つの
ことは、デジタル機

き

器
き

を使
つか

いこなす若
わか

い世
せ

代
だい

の行
こう

動
どう

力
りょく

や感
かん

性
せい

によって、私の
ような世代が長

なが

年
ねん

培
つちか

ってきたモノ・コ
トが整

せい

理
り

された事
じ

例
れい

となりました。社
内のアーカイブに保

ほ

存
ぞん

もできます。発
信の工

く

夫
ふう

で、可
か

能
のう

性
せい

が大
おお

きく広
ひろ

がりま
す。「明

あ

日
す

へ、京
きょう

都
と

をつなぐ」という主
しゅ

題
だい

は、まさにこのことではないかと感
かん

じています。何
なに

かしら楽
たの

しくって仕
し

方
かた

がありません。

明日へ、
京都をつなぐ

薫香類
製造販売

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

松
しょう

栄
えい

堂
どう

自然の恵みから生まれる 
日本の香り文化を、世界へ発信

生物多様性についての取り組み
　お香は植

しょく

物
ぶつ

をはじめとする、天
てん

然
ねん

香
こう

料
りょう

に支
ささ

えられています。自然への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを込
こ

めて、環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

で数
かず

を
減

へ

らす植物の里
さと

親
おや

活
かつ

動
どう

や生
せい

息
そく

地
ち

の清
せい

掃
そう

活動など、地
ち

域
いき

に根
ね

差
ざ

した環境活動に
取り組んでいます。 フジバカマの店頭公開

（左）京都本店　（右上）香りある豊かな暮らし　（右下）薫習館

株式会社松栄堂
代表取締役

畑
は た

 正
ま さ

高
た か

さん

円錐型のお香
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　スマートフォンやゲームも SCREEN
の技術が欠かせません。例

たと

えば i
アイフォーン

Phone
の画

が

面
めん

やアプリを動
うご

かす半導体チップ、
文

も

字
じ

にも SCREEN の技術が！読
よ

みやす
い文字「ヒラギノフォント」は、高

こう

速
そく

道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

にも使
つか

われています。

◎設立年／ 1943 年
◎従業員数／  5,982人※2021年3月末時点
◎拠点数／国内 27 カ所・海外 30 カ所

本社＝京都市上京区堀川通寺之内上ル４
丁目天神北町 1 番地の 1

　電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

の部
ぶ

品
ひん

として欠
か

かせない半
はん

導
どう

体
たい

・ディスプレーなどを作
つく

る装
そう

置
ち

、
本
ほん

やカタログ、洗
せん

剤
ざい

などのラベルを作る印
いん

刷
さつ

機
き

などを開
かい

発
はつ

し、世
せ

界
かい

中
じゅう

のお
客
きゃく

さまに販
はん

売
ばい

しているメーカーです。創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

培
つちか

ってきた技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で、世
せ

界
かい

シェア No.1 製品を多
おお

く生
う

み出
だ

しています。

身近なところに SCREEN が！ 

　当
とう

社
しゃ

のルーツで
ある石

いし

田
だ

旭
きょく

山
ざん

印刷
所
じょ

の創業は 1868
（明

めい

治
じ

元
がん

）年
ねん

。その
後

ご

、印刷のための
部品であるガラス
スクリーンの国

こく

産
さん

化
か

に 成
せい

功
こう

し、
1943（昭

しょう

和
わ

18）年にガラススクリー
ンを作る会

かい

社
しゃ

として独
どく

立
りつ

しました。私
わたし

たちがグローバルにトップシェアを有
ゆう

する製品を多く手
て

掛
が

ける企
き

業
ぎょう

へと成
せい

長
ちょう

したのは、現
げん

状
じょう

に甘
あま

んじることなく、
常
つね

に思
し

考
こう

を巡
めぐ

らせ新
あたら

しい事
じ

業
ぎょう

や製品を
創
そう

造
ぞう

し、果
か

敢
かん

に挑
いど

む創業の精
せい

神
しん

「思
し

考
こう

展
てん

開
かい

」を礎
いしずえ

に、一
ひと

人
り

一人が独
どく

自
じ

の技術
を究

きわ

め、時
じ

代
だい

の変
へん

化
か

を捉
とら

えたソリュー
ション（解

かい

決
けつ

策
さく

）を提
てい

供
きょう

し続
つづ

けてきた
からにほかなりません。
　企業理

り

念
ねん

「未
み

来
らい

共
きょう

有
ゆう

」「人
にん

間
げん

形
けい

成
せい

」「技
術追

つい

究
きゅう

」には、「未来を見
み

つめ、技術革
かく

新
しん

により持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

したい」という強
つよ

い思
おも

いが込
こ

められて
おり、常に時代や技術の変化を見つ
め、未来を予

よ

測
そく

し、課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

のための
ソリューションを生み出し続けること
が大

たい

切
せつ

です。
　これからも技術・製品・サービスな
どを世界中のお客さまに提供し、社会
課題の解決に挑む「ソリューションク
リエーター」として、企業価

か

値
ち

の向
こう

上
じょう

に努
つと

めていきます。

世界に挑むソリューション
クリエーターとして未来を創る

製造業

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

 
S

スクリーン

CREEN ホールディングス
あらゆる技術・製品・サービスで
社会課題の解決に挑む

脱炭素、水素社会の実現に向け事業展開
　エネルギー分

ぶん

野
や

にも注
ちゅう

力
りょく

。水
すい

素
そ

から
電
でん

気
き

を作る仕
し

掛
か

けや、水
みず

を電気で分
ぶん

解
かい

し水素を作る仕掛けを生み出す開発を
続
つづ

けています。ストップ地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

！
環
かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

を軽
けい

減
げん

し、幸
しあわ

せな未
み

来
らい

を実
じつ

現
げん

する取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

さまざまなシーンで SCREEN の技術が活躍

株式会社 SCREEN ホールデ
ィングス  取締役社長（CEO）

廣
ひ ろ

江
え

 敏
と し

朗
お

さん

高速道路標識（NEXCO 東日本提供）

燃料電池車
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◎創業年／ 1962 年
◎従業員数／約 1,500 人　
◎拠点数／ 141 カ所※ 2022 年４月現在

京都市中京区烏丸二条上ル蒔絵屋町 265-2

　私
わたし

たち成基コミュニティグループは、1962 年
ねん

に京
きょう

都
と

で創
そう

業
ぎょう

しました。
幼
よう

児
じ

から高
こう

校
こう

生
せい

を対
たい

象
しょう

として、集
しゅう

団
だん

指
し

導
どう

・個
こ

別
べつ

指導・オンライン指導を行
おこな

い、一
ひと

人
り

一人の進
しん

路
ろ

や将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

・ 志
こころざし

の実
じつ

現
げん

を支
し

援
えん

する総
そう

合
ごう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

です。
これまでに 18 万

まん

人
にん

以
い

上
じょう

の卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

を輩
はい

出
しゅつ

しています。

未来をつくる人をつくる学習塾 成
せい

基
き

コミュニティグループ

一人一人の進路や将来の夢・志の実現を
支援する総合教育機関

　創業以
い

来
らい

、京都の難
なん

関
かん

中
ちゅう

学
がく

高校に 10 万人以上の合
ごう

格
かく

者
しゃ

を輩出してきま
した。成

せい

績
せき

向
こう

上
じょう

や志
し

望
ぼう

校
こう

合格を支
ささ

えるのは当
とう

然
ぜん

ですが、われわれが一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

にしているのは、「人
ひと

づくり」で社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

すること。子
こ

どもたちが
志望校合格のためだけに学

まな

ぶのではなく、社会に出
で

て志や夢を実現する力
ちから

を発
はっ

揮
き

できるよう、自
じ

立
りつ

を支援する場
ば

を提
てい

供
きょう

することが重
じゅう

要
よう

だと考
かんが

えてい
ます。

志や夢を実現する力を育てる

公式 TikTok も取り組み中

「ウカルちゃんダンス」「成基の世界一短い授業」

成基コミュニティグループ
代表兼CEO

佐
さ

々
さ

木
き

 喜
よ し

一
か ず

さん

　私たちは 1962
年の創業以来、学

がく

習
しゅう

、受
じゅ

験
けん

指導を通
とお

して、およそ 18
万人の卒業生を輩
出してきました。
もしかしたら、皆

みな

さ ん の、 お 父
とう

さ
ん、お母

かあ

さんが成基に通
かよ

われていたこ
とがあるかもしれません。
　これからの時

じ

代
だい

は「人
じん

生
せい

100 年時
代」と言

い

われています。今
いま

の中
ちゅう

学
がく

生
せい

の
半
はん

分
ぶん

は 107 歳
さい

まで生
い

きるという予
よ

測
そく

も研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

で出
で

ています。そんな時代
に大

たい

切
せつ

なことは、学び続
つづ

けていくこと
です。今の時代のスピードは速

はや

いで
す。新

あたら

しいことがすぐに古
ふる

くなってい
きます。だから常

つね

に学び続けることが
大切ですし、同

どう

時
じ

に、学び続ける意
い

味
み

や目
もく

的
てき

を持
も

ち続けることが大切です。
　そう考えると、「教育」や「学び」に
関
かん

する仕
し

事
ごと

は、これから社会がどのよ
うな状

じょう

況
きょう

になっても決
けっ

してなくならな
いし、むしろより必

ひつ

要
よう

とされるように
なってくるはずです。何

なん

歳
さい

になったと
しても、この世

よ

の中
なか

において、学びを
必要としない人は一人もいませんから。
　ぜひ皆さんも、時

とき

々
どき

、自
じ

分
ぶん

が学ぶ意
味や目的について考えてみてくださ
い。それが明

めい

確
かく

になることで、皆さん
の生き方

かた

や将来得
え

られる結
けっ

果
か

に大
おお

きな
違
ちが

いを生
う

むようになると思
おも

います。
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積水ハウスの
テクノロジーを世界へ

　当
とう

社
しゃ

は、「わが家
や

を世
せ

界
かい

一
いち

幸
しあわ

せな場
ば

所
しょ

にする」という理
り

念
ねん

を基
き

軸
じく

にお客
きゃく

さ
まが望

のぞ

む暮
く

らしを、自
じ

由
ゆう

設
せっ

計
けい

と先
せん

進
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

による、快
かい

適
てき

で安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な住
す

まいで実
じつ

現
げん

しています。こうして培
つちか

ったノウハウを生
い

かし街
まち

づくり・都
と

市
し

開
かい

発
はつ

・国
こく

際
さい

事
じ

業
ぎょう

などより良
よ

い住
じゅう

環
かん

境
きょう

に貢
こう

献
けん

する事業を行
おこな

っています。

「住」を基軸に社会課題に向き合い
より良い住環境づくりに貢献

建設業

積
せき

水
すい

ハウス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

京
きょう

都
と

支
し

店
てん

京都市中京区烏丸通御池下ル梅屋町358番地
アーバネックス御池ビル西館 6 階

　積水ハウスの事
業は、10 年

ねん

前
まえ

ま
で は 一

いっ

戸
こ

建
だ

て 住
宅、賃

ちん

貸
たい

住宅から
なる「請

うけ

負
おい

型
がた

ビジ
ネス」を主

しゅ

として
いました。国

こく

内
ない

事
業はその後

ご

構
こう

造
ぞう

改
かい

革
かく

を経
へ

て、リフォーム事業や不
ふ

動
どう

産
さん

フ
ィー（手

て

数
すう

料
りょう

）事業からなる「ストッ
ク型ビジネス」、マンション事業や都
市再

さい

開
かい

発
はつ

事業からなる「開発型ビジネ
ス」と幅

はば

広
ひろ

く事業を展
てん

開
かい

しています。
　一

いっ

方
ぽう

、10 年前に開
かい

始
し

した国際事業
では開発型ビジネスに軸

じく

足
あし

を置
お

いてい
ましたが、今

こん

後
ご

は日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

のビジネス
モデルである工

こう

業
ぎょう

化
か

住宅のノウハウを
アメリカ、オーストラリア、イギリス
で生かせるよう取り組んでいます。海

かい

外
がい

でも地球温暖化による気
き

候
こう

変
へん

動
どう

に起
き

因
いん

する自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

などの社会課
か

題
だい

が住宅
市

し

場
じょう

において浮
う

き彫
ぼ

りになり、ハイレ
ベルな住

じゅう

宅
たく

性
せい

能
のう

が求
もと

められています。
このような市場変

へん

化
か

を踏
ふ

まえ、当
とう

社
しゃ

の
国内で培

つちか

った生
せい

産
さん

・施
せ

工
こう

のシステムと
ノウハウや環境技術を活

かつ

用
よう

し「積水ハ
ウステクノロジーを世界のデファクト
スタンダード（事

じ

実
じつ

上
じょう

の標
ひょう

準
じゅん

）にする」
ことに取り組んでいきます。
　積水ハウスでは未

み

来
らい

を見
み

据
す

え、「住」
を基軸に社会課題に向

む

き合
あ

い、積水ハ
ウスならではの新

あら

たな価
か

値
ち

を提
てい

供
きょう

でき
るよう日

ひ

々
び

全
ぜん

力
りょく

で向き合っていきます。

　木
き

津
づ

川
がわ

市
し

にある総
そう

合
ごう

住宅研
けん

究
きゅう

所
じょ

で
は、より良い住まい方

かた

ができるよう研
究を進めています。京

きょう

都
と

府
ふ

の学
がく

生
せい

だけ
でなく全

ぜん

国
こく

の学生や自
じ

治
ち

会
かい

の方へ住
じゅう

生
せい

活
かつ

向
こう

上
じょう

のための講
こう

座
ざ

を開
かい

催
さい

し、住環境
への興

きょう

味
み

を持
も

っていただく取り組みを
行っています。

「エコ・ファースト企業」として

住生活の考え方向上

◎創業年／1960 年
◎従業員／16,595 人※2021年 4 月1日現在
◎拠点数／ 支店・営業所 116、展示場 331

　最
もっと

も多
おお

くの住
じゅう

宅
たく

を供
きょう

給
きゅう

する企
き

業
ぎょう

として
社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

を踏
ふ

まえ、法
ほう

令
れい

遵
じゅん

守
しゅ

を徹
てっ

底
てい

し
ています。環

かん

境
きょう

配
はい

慮
りょ

を通
つう

じ社会貢
こう

献
けん

する
ための地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

策
さく

として、家
か

庭
てい

部
ぶ

門
もん

の CO₂（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）排
はい

出
しゅつ

量
りょう

削
さく

減
げん

など
のさまざまな取

と

り組
く

みを進
すす

めています。

積水ハウス株式会社　
京都支店 支店長

大
お お

原
は ら

 昭
あ き ひ と

人さん
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◎創建年／ 874（貞観 16）年
◎開山／理源大師聖宝
◎ 所蔵文化財数／国宝 75,537 点、国指定

重要文化財 430 点 ※ 2022 年 4 月時点

京都市伏見区醍醐東大路町 22

　874 年
ねん

創
そう

建
けん

の真
しん

言
ごん

宗
しゅう

醍
だい

醐
ご

派
は

の総本山。弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

の孫
まご

弟
で

子
し

、理
り

源
げん

大
だい

師
し

聖
しょう

宝
ぼう

（832-909 年）による開
かい

山
ざん

以
い

来
らい

、醍醐天
てん

皇
のう

をはじめ広
ひろ

く信
しん

仰
こう

を集
あつ

めて
きました。醍

だい

醐
ご

山
さん

一
いっ

帯
たい

に自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かな境
けい

内
だい

を持
も

ち、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

も花
はな

見
み

を行
おこな

った
桜
さくら

の名
めい

所
しょ

。伝
でん

承
しょう

文
ぶん

化
か

財
ざい

は 15 万
まん

点
てん

に及
およ

び、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されています。

「安心利他」の祈り寺院 総
そう

本
ほん

山
ざん

 醍
だい

醐
ご

寺
じ

太閤秀吉が花見を行った桜の名所
15 万点以上の文化財を今に伝える

　総本山であり世界遺産でもある醍醐寺は、拝
はい

観
かん

や年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

だけでなく、
文化財の研

けん

究
きゅう

・保
ほ

護
ご

や展
てん

覧
らん

会
かい

の開
かい

催
さい

、人
ひと

や財
ざい

産
さん

の管
かん

理
り

、教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

、企
き

業
ぎょう

と
の連

れん

携
けい

などさまざまな業
ぎょう

務
む

があるため、多
おお

くの僧
そう

侶
りょ

と一
いっ

般
ぱん

職
しょく

員
いん

が一
いっ

緒
しょ

に働
はたら

いています。僧侶は修
しゅ

行
ぎょう

だけでなく、パソコンを使
つか

ったデスクワークや会
かい

議
ぎ

もこなします。1100 年以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

を未
み

来
らい

につなぐため、新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

や
考
かんが

えも取
と

り入
い

れ、皆
みな

で力
ちから

を合
あ

わせています。

意外と多様でデジタルなお寺の仕事

命の循環を学ぶ「京の杜プロジェクト」
　地

じ

元
もと

の小
しょう

学
がく

生
せい

が境内で集
あつ

めた落
お

ち葉
ば

で肥
ひ

料
りょう

を作
つく

り、校
こう

内
ない

で桜の苗
なえ

木
ぎ

を 1 年
間
かん

育
そだ

てた後
あと

、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地
ち

の
小
しょう

学
がっ

校
こう

に植
しょく

樹
じゅ

しています。あらゆる命
いのち

に感
かん

謝
しゃ

し、先
せん

祖
ぞ

より受
う

け継
つ

いだ命を未
来へつなぐ教育活動を行

おこな

っています。

千年建ち続ける国宝・五重塔と桜

醍醐小学校での桜の苗木贈呈式

　醍醐寺では、「自
じ

分
ぶん

のことばかりを
考えるのではなく、他

た

の命に思
おも

いを寄
よ

せるとき、心
こころ

に安
あん

心
じん

が得
え

られる」こと
を「安

あん

心
じん

利
り

他
た

」という言
こと

葉
ば

に表
あらわ

し、大
たい

切
せつ

にしています。
　密

みっ

教
きょう

の世界では、自
し

然
ぜん

の中
なか

に生
い

きる
喜
よろこ

びを感
かん

じ、他の命と共
とも

に生きること
を教

おし

えの柱
はしら

としています。今
いま

を生きる
私
わたし

たちの命は、たくさんの命によって
過

か

去
こ

からつながれてきたものです。私
たちは、目

め

に見
み

えない命のつながりの
中
なか

に存
そん

在
ざい

し、このつながりを仏
ぶっ

教
きょう

では
「縁

えにし

」と呼
よ

びます。「今」はもちろん大
切ですが、遠

とお

い過去と未来の命に思い
を寄せ、そのつながりに感

かん

謝
しゃ

すると
き、はじめて心の平

へい

穏
おん

を得ることがで
きるのではないでしょうか？
　人は時

とき

に、不
ふ

安
あん

や苦
くる

しみから逃
のが

れる
ために自分にとっての正

せい

義
ぎ

を作
つく

りま
す。それが多

おお

くの人
ひと

々
びと

を巻
ま

き込
こ

む争
あらそ

い
へと発

はっ

展
てん

してしまうことは、歴史が証
しょう

明
めい

しています。世
せ

界
かい

中
じゅう

がコロナの不安
に加

くわ

え、戦
せん

争
そう

への不安を抱
かか

える今、命
のつながりと他の命を尊

そん

重
ちょう

する日本の
文化や仏教の教えを、皆さんにも大切
にしていただきたいと思

おも

います。
　醍醐寺は「安心利他」の言葉に国

こっ

境
きょう

なき祈
いの

りを込
こ

め、世界平
へい

和
わ

を一
いっ

心
しん

に願
ねが

います。

仲
な か

田
だ

 順
じゅん

英
え い

さん  総本山 醍醐寺 執行・統括本部長
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◎設立年／ 2010 年（創業 1717 年）
◎従業員数／4,827人※2021年5月時点
◎店舗数／全国 15 店舗（分店・関連会社含む）

京都店＝京都市下京区四条高倉西入立売
西町 79 番地

　創
そう

業
ぎょう

1717 年
ねん

、京
きょう

都
と

伏
ふし

見
み

で呉
ご

服
ふく

屋
や

「大
だい

文
もん

字
じ

屋
や

」を開
かい

業
ぎょう

しました。「先
せん

義
ぎ

後
こう

利
り

」
（義

ぎ

を先
さき

にして利
り

を後
あと

にする者
もの

は栄
さか

える）を経
けい

営
えい

理
り

念
ねん

にしています。江
え

戸
ど

・明
めい

治
じ

時
じだ

代
い

は京
きょう

都
と

市
し

内
ない

に複
ふく

数
すう

の店
てん

舗
ぽ

を営
えい

業
ぎょう

していましたが、1912 年に四
し

条
じょう

通
どお

り
に進

しん

出
しゅつ

した際
さい

にデパート形
けい

式
しき

となりました。

世界に誇れる街
「京都」とともに

百貨店 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

大
だい

丸
まる

松
まつ

坂
ざか

屋
や

百
ひゃっ

貨
か

店
てん

商品の販売や生活文化の紹介を通じ
地域社会の発展を共に歩む

　京
きょう

都
と

店
みせ

独
どく

自
じ

の取
と

り組
く

みである「古
こ

都
と

ご
とく京都プロジェクト（通

つう

称
しょう

KKP）」の活
かつ

動
どう

の一
いっ

環
かん

として、2020 年 3 月
がつ

に、大丸
があつらえたといわれる新

しん

選
せん

組
ぐみ

の「だん
だら羽

は

織
おり

」を復
ふく

元
げん

し、壬
み

生
ぶ

寺
でら

に奉
ほう

納
のう

しま
した。

復元「だんだら羽織」奉納　

京都は「ご縁」が可能性を広げる街
　街

まち

とのご縁
えん

で、京都の魅
み

力
りょく

を発
はっ

信
しん

す
るクラウドファンディング「みっけ！
kyoto」や、子

こ

どもたちへ学
まな

ぶ機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

する「きょうとっこがくえん」などを
実
じつ

現
げん

しました。これからもご縁が新
あたら

しい
可

か

能
のう

性
せい

を生
う

み出
だ

してくれると思
おも

います。

大丸京都店　四条正面入口

執行役員
大丸京都店長

宮
み や

嵜
ざ き

 久
ひ さ

朗
お

さん

　20 世
せい

紀
き

は科
か

学
がく

の世紀でしたが、
21 世紀は共

きょう

生
せい

の
世紀になると言

い

わ
れています。合

ごう

理
り

性
せい

、効
こう

率
りつ

性
せい

を求
もと

め
て科学は発

はっ

展
てん

して
きましたが、今

こん

後
ご

は人
ひと

が人らしくあるためのイノベーシ
ョン（技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

）が求められることで
しょう。それは取

と

りも直
なお

さず持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（SDGs）の達
たっ

成
せい

はもちろん
その先にある未

み

来
らい

に向
む

けて、環
かん

境
きょう

、社
しゃ

会
かい

の問
もん

題
だい

をイノベーションで解
かい

決
けつ

して
いくことに正

ただ

しく科学を使
つか

うというこ
とだと思います。
　京都は長

なが

らく日
に

本
ほん

の首
しゅ

都
と

として、明
治維

い

新
しん

の後
あと

は日
に

本
ほん

人
じん

の心
こころ

の源
みなもと

として、
多
おお

くの学
がく

術
じゅつ

、芸
げい

術
じゅつ

そして日本文
ぶん

化
か

を継
けい

承
しょう

してきた世
せ

界
かい

に誇
ほこ

れる街です。この
文

も

字
じ

通
どお

りサスティナビリティー（持続
可

か

能
のう

性
せい

）を体
たい

現
げん

する街で学び、感
かん

性
せい

を
磨
みが

き、身
しん

体
たい

を鍛
きた

え、大
おお

いに飛
ひ

躍
やく

をして
いただきたいと思います。
　私

わたし

たち大丸京都店は、商
しょう

品
ひん

の販
はん

売
ばい

や
生
せい

活
かつ

文化の紹
しょう

介
かい

を通
つう

じて、社会を照
て

ら
す存

そん

在
ざい

でありたいと思っています。京
都で生

う

まれ、育
はぐく

まれてきた会
かい

社
しゃ

とし
て、地

ち

域
いき

社会の発展と共
とも

に歩
あゆ

むことが
使

し

命
めい

だと考
かんが

えています。

谷
たに

 京
きょう

子
こ

さん（営業推進部、京都市伏見区出身）

復元  新選組「だんだら羽織」
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共に創る。共に生きる。

　大和ハウスグル
ープは、「人・街・
暮らしの価値共創
グループ 」とし
て、お客さまをは
じめ、地

ち

域
いき

の皆
みな

さ
ま、取

とり

引
ひき

先
さき

、自
じ

治
ち

体
たい

、企
き

業
ぎょう

など地域
社会と密

みっ

接
せつ

に関
かか

わることで、事
じ

業
ぎょう

の持
じ

続
ぞく

的
てき

発
はっ

展
てん

を目指しています。そして私
たちもまた地域社会の一

いち

員
いん

であるとい
う自

じ

覚
かく

の下
もと

、地域の皆さまとの「共創
共
きょう

生
せい

」を図
はか

っていくことが重
じゅう

要
よう

である
と考

かんが

えています。
　取

と

り組
く

みの一
ひと

つとして、事業を通
つう

じ
た社会貢

こう

献
けん

を推
お

し進
すす

めることで、コミ
ュニティーの発展を支

し

援
えん

しています。
これは「まちの価値を、 未

み

来
らい

へ」とい
うビジョンを踏

ふ

まえ、地域社会と「共
に創る。共に生きる。」ことを果

は

たすも
のです。この取り組みを通じて、「人の
ため」「地域のため」という二

ふた

つの軸
じく

を
設
もう

け、人に対
たい

しては、「安
あん

心
しん

」「健
けん

康
こう

」
「快

かい

適
てき

」「つながり」、地域に対しては、
「持

じ

続
ぞく

性
せい

」「環
かん

境
きょう

性
せい

」「経
けい

済
ざい

性
せい

」「地
ち

域
いき

性
せい

」
という八

やっ

つの価値を高
たか

める街づくりを
目指しています。地域の皆さまと心を
つなぎ、共に育むことで、「まち」の価
値を未来へとつないでいく。そして、

「まち」に生きる人の人
じん

生
せい

を豊かにす
ることこそが、私たちの使

し

命
めい

であり、
挑
ちょう

戦
せん

なのです。

　 私
わたし

たちは「人
ひと

・街
まち

・暮
く

らしの価
か

値
ち

共
きょう

創
そう

グループ」として、お客
きゃく

さまと共
とも

に
新
あら

たな価値を創
つく

り、生
い

かし、高
たか

め、人が心
こころ

豊
ゆた

かに生きる社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

し
ます。そして、お客さま一

ひと

人
り

一人との絆
きずな

を大
たい

切
せつ

にし、生
しょう

涯
がい

にわたり喜
よろこ

びを分
わ

かち合
あ

えるパートナーとなって、永
えい

遠
えん

の信
しん

頼
らい

を育
はぐく

みます。

「まち」の価値を未来へとつなぎ
「まち」に生きる人の人生を豊かにする

建設業 大
だい

和
わ

ハウス工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

京都支社＝京都市伏見区竹田浄菩提院町
316 番地

　大和ハウス工業は1955年
ねん

に創
そう

業
ぎょう

し、「パ
イプハウス」という商

しょう

品
ひん

で戦
せん

後
ご

の復
ふっ

興
こう

を支
ささ

えました。現
げん

在
ざい

では、戸
こ

建
だ

て住
じゅう

宅
たく

から商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

や物
ぶつ

流
りゅう

倉
そう

庫
こ

まで、幅
はば

広
ひろ

い商
しょう

品
ひん

とサービ
スを提

てい

供
きょう

しています。

　創業 100 周
しゅう

年
ねん

にあたる 2055 年を見
み

据
す

えて、「Challenge ZERO 2055」とい
う環

かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

ゼロを目指した目
もく

標
ひょう

を定
さだ

め
ています。例

たと

えば大和ハウス工業の住
宅は、自

じ

宅
たく

の太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

で作
つく

ったエネ
ルギーを日

ひ

々
び

の暮らしに使
つか

うことがで
きる仕

し

組
く

みを取
と

り入
い

れています。 

時代のニーズを捉えた商品とサービス

環境負荷ゼロへの挑戦

大和ハウス工業株式会社　
京都支社 支社長

坂
ば ん

東
ど う

 希
のぞむ

さん
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激動の世界を生き抜く
「タネ」を

　当
とう

社
しゃ

は 1835 年
に京

きょう

都
と

で産
うぶ

声
ごえ

をあ
げ、「タネから始

はじ

ま
る無

む

限
げん

の創
そう

造
ぞう

性
せい

を
活

い

か し、 世
せ

界
かい

の
人
ひと

々
びと

にとって新
あたら

し
い期

き

待
たい

と感
かん

動
どう

にあ
ふれる、健

けん

康
こう

的
てき

で
豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

の実
じつ

現
げん

に寄
き

与
よ

する」というミ
ッションの下

もと

、農園芸界の発
はっ

展
てん

に寄与
すべく種

しゅ

苗
びょう

業
ぎょう

に取
と

り組
く

んでおります。
　種は工

こう

場
じょう

で生
せい

産
さん

できるものではな
く、自

し

然
ぜん

と向
む

き合
あ

い地
じ

道
みち

な仕
し

事
ごと

を積
つ

み
重
かさ

ねることでしか生
う

み出
だ

すことはでき
ません。猛

もう

暑
しょ

や豪
ごう

雨
う

といった世
せ

界
かい

的
てき

な
異

い

常
じょう

気
き

象
しょう

や世界人
じん

口
こう

の増
ぞう

加
か

に加
くわ

えて、
コロナ禍

か

も相
あい

まって農
のう

業
ぎょう

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

は大
おお

きく変
へん

化
か

しています。国
こく

内
ない

のみ
ならず世界の人々の要

よう

望
ぼう

に応
こた

えるべく
夢
ゆめ

のある優
ゆう

良
りょう

品種を創造し、その種を
安
あん

定
てい

的
てき

に供
きょう

給
きゅう

し続
つづ

けることが当社の社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

です。
　豊かな食

しょく

文
ぶん

化
か

と潤
うるお

いのある生活の実
現のために、豊

ほう

富
ふ

な遺
い

伝
でん

資
し

源
げん

と確
たし

かな
技

ぎ

術
じゅつ

、そして農業への深
ふか

い愛
あい

情
じょう

をもっ
て、常

つね

に時
じ

代
だい

の一
いっ

歩
ぽ

先
さき

を見
み

つめ種の持
も

つ可
か

能
のう

性
せい

に挑
いど

み続けます。歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

に縛
しば

られず、新
あたら

しい発
はっ

想
そう

や意
い

見
けん

を大
たい

切
せつ

にしてチャレンジできる風
ふう

土
ど

を目
め

指
ざ

し
ています。人々の生活の基

き

盤
ばん

を担
にな

う企
き

業
ぎょう

としての役
やく

割
わり

と責任を果たすため、
これからもタキイは種苗業に取り組ん
でいきます。

　タキイ種苗は 1835（天
てん

保
ぽう

6）年
ねん

創
そう

業
ぎょう

で、野
や

菜
さい

や花
はな

の品
ひん

種
しゅ

開
かい

発
はつ

を行
おこな

っています。
　「おいしい」「きれい」「たくさん実

み

がなる」「病
びょう

気
き

に強
つよ

い」など、農
のう

家
か

の皆
みな

さんや家
か

庭
てい

菜
さい

園
えん

を楽
たの

しむ人
ひと

たちが安
あん

心
しん

して栽
さい

培
ばい

できる種
たね

を通
つう

じて、農
のう

園
えん

芸
げい

業
ぎょう

界
かい

に貢
こう

献
けん

しています。

新しい種の創造で、豊かな食文化と
潤いのある生活を実現する

種苗業 タキイ種
しゅ

苗
びょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1835（天保 6）年
◎従業員数／ 796 人※ 2021 年 5 月時点
◎拠点数／国内 12 カ所・海外 14 カ国

本社＝京都市下京区梅小路通猪熊東入

　タキイ種苗は 1905 年に日
に

本
ほん

で初
はじ

めてカ
タログによる種苗の通

つう

信
しん

販
はん

売
ばい

を開
かい

始
し

、1985
年には日本のトマトのスタンダードとなっ
た「桃

もも

太
た

郎
ろう

トマト」を発
はつ

売
ばい

しました。また、
ヒマワリ「サンリッチ」はヨーロッパの花

か

き
市

し

場
じょう

でもシェアが高
たか

い品種です。

海外でも評価されるタキイの種

農園芸業界の発展のために

タキイの代表的なトマト「桃太郎」品種開発を行う研究農場

タキイ種苗株式会社 
代表取締役社長

瀧
た き

井
い

 傳
で ん

一
い ち

さん

サンリッチひまわり
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　「たけびし」は、工
こう

場
じょう

の機
き

械
かい

や、スマートフォンの部
ぶ

品
ひん

、建
たて

物
もの

の設
せつ

備
び

（エレ
ベーター、空

くう

調
ちょう

）などを取
と

り扱
あつか

う会
かい

社
しゃ

（商
しょう

社
しゃ

）です。お客
きゃく

さまの課
か

題
だい

やニーズ
に対

たい

して、幅
はば

広
ひろ

い多
おお

くの製
せい

品
ひん

と最
さい

先
せん

端
たん

の技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で解
かい

決
けつ

策
さく

を提
てい

案
あん

しています。
　私

わたし

たちは企
き

業
ぎょう

と企業を結
むす

ぶ橋
はし

渡
わた

し役
やく

として世
よ

の中
なか

を支
ささ

えています。

　当
とう

社
しゃ

はもうすぐ創
そう

業
ぎょう

100 年
ねん

！ここまで成
せい

長
ちょう

してこられたのも地
じ

元
もと

・京
きょう

都
と

の支えがあっ
てこそ。そんな京都の発

はっ

展
てん

を応
おう

援
えん

する取
と

り組
く

みとして、西
にし

京
きょう

極
ごく

にある陸
りく

上
じょう

競
きょう

技
ぎ

場
じょう

を「たけ
びしスタジアム京都」と名

な

付
づ

けました。
　これからも、京都と共

とも

に走
はし

り続
つづ

けます！

京都と二人三脚で走り続けます

　 当 社 は 1926
（大

たい

正
しょう

15）年の創
業以

い

来
らい

、京都・滋
し

賀
が

地
ち

区
く

を中
ちゅう

心
しん

に、
三
みつ

菱
びし

電
でん

機
き

製品をは
じめとした産

さん

業
ぎょう

用
よう

電機・電
でん

子
し

機
き

器
き

を
取り扱う技術商社

として、多くのお客さまに支えられな
がら今

こん

日
にち

の経
けい

営
えい

の土
ど

台
だい

を築
きず

いてきまし
た。
　現

げん

在
ざい

当社は 2022 年
ねん

度
ど

のグループ売
うり

上
あげ

高
だか

1 千
せん

億
おく

円
えん

の達
たっ

成
せい

に向
む

けて「製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の自
じ

動
どう

化
か

ビジネス」「放
ほう

射
しゃ

線
せん

がん治
ち

療
りょう

装
そう

置
ち

を中
ちゅう

心
しん

とした医
い

療
りょう

関
かん

連
れん

ビジネ
ス」「基

き

地
ち

局
きょく

の設
せっ

計
けい

をはじめとした 5G
関連ビジネス」などの“NEW ビジネ
ス”の創

そう

造
ぞう

に注
ちゅう

力
りょく

しています。
　また、21 年 6 月

がつ

には東
とう

南
なん

アジアを
中心に 8 カ国

こく

14 拠
きょ

点
てん

を有
ゆう

する企業
「Le Champ （South East Asia） Pte 
Ltd」（本

ほん

社
しゃ

：シンガポール）を当社グ
ループに迎

むか

えました。今
こん

後
ご

、同
どう

社
しゃ

と相
そう

乗
じょう

効
こう

果
か

を生
う

み出
だ

し、22 年度には海
かい

外
がい

売上 250 億円（海外の売上比
ひ

率
りつ

25%）
を目

め　ざ

指していきます。
　私

わたし

たちは、これからも「京都発
はつ

 最
さい

強
きょう

の技術商社」を目指し、時
じ

代
だい

とともに
変

か

わるお客さまの「お困
こま

りごと」に最
さい

適
てき

なソリューション（解決策）を提
てい

供
きょう

してまいります。

「京都発 最強の技術商社」
を目指して

商社 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

たけびし

最先端の技術力とネットワークで
お客さまの期待を超えていく

社内イベントとクラブ活動が充実！

仕事も遊びも全力投球☆毎年恒例のクリスマスパーティー

◎創業年／ 1926（大正 15）年
◎従業員数／643人（連結）、 405人（単独）
◎ 拠点数／営業拠点 7 支店 1 営業所、関

係会社 10 社（国内 5 社、海外 5 社）

京都市右京区西京極豆田町 29

株式会社たけびし
代表取締役社長

小
お

倉
ぐ ら

 勇
いさむ

さん
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◎創業年／ 1901（明治 34）年
◎店舗数／ 京都府内 9 店舗、府外 5 店舗 

飲食店４店舗

京都市左京区八瀬花尻町 41　 

　平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

、建
けん

礼
れい

門
もん

院
いん

（平
たいらの

清
きよ

盛
もり

の娘
むすめ

）が名
な

付
づ

けたと言
い

われる「しば漬
づ

け」を今
いま

に伝
つた

え「志
こころざし

を漬
つ

ける」という思
おも

いで「志ば漬」と命
めい

名
めい

しました。和
わ

食
しょく

と共
とも

に食
しょく

文
ぶん

化
か

を支
ささ

える食
しょく

品
ひん

メーカーとして、京
きょう

都
と

をはじめ全
ぜん

国
こく

14 カ所
しょ

の店
てん

舗
ぽ

のほか、
かまどで炊

た

いたご飯
はん

で漬
つけ

物
もの

が楽
たの

しめる飲
いん

食
しょく

店
てん

を展
てん

開
かい

し日
に

本
ほん

の食文化を守
まも

り続
つづ

けています。　

　「 京
きょう

名
めい

物
ぶつ

志 ば
漬」を商

あきな

いとして
120 年

ねん

が た ち ま
した。明

めい

治
じ

から令
れい

和
わ

を歩
あゆ

む道
みち

のりで
は、戦

せん

争
そう

や不
ふ

況
きょう

と
いったいくつもの
困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて
きました。先

せん

人
じん

は、厳
きび

しい時
じ

代
だい

の中
なか

、
日

ひ

々
び

ものづくりを探
たん

求
きゅう

し品
ひん

質
しつ

の向
こう

上
じょう

に
努
つと

め、お客
きゃく

さまに「おいしい」とごひ
いきいただけるように努

ど

力
りょく

してきまし
た。また昭

しょう

和
わ

に入
はい

ると、本
ほん

店
てん

は峠
とうげ

のよ
ろずや（さまざまな食

しょく

料
りょう

品
ひん

や日
にち

用
よう

品
ひん

を
売

う

る店
みせ

）としての役
やく

割
わり

も果
は

たしていま
した。その先人の理

り

念
ねん

は、お客さまに
喜
よろこ

んでいただきたい一
いっ

心
しん

だったと記
しる

さ
れています。現

げん

在
ざい

も先人の理念、「温故
一新」を守り、古き良

よ

きものづくりを
大
たい

切
せつ

に、新しいアイデアを発
はつ

案
あん

し、現
在では、「志ば漬」や総

そう

菜
ざい

などを炊
た

きた
てご飯と一

いっ

緒
しょ

に召
め

し上
あ

がっていただけ
るビュッフェスタイルのお店

みせ

などを展
開しています。いつの時代も日々お客
さまを第

だい

一
いち

に考
かんが

えた時代に合
あ

ったもの
づくりを柔

じゅう

軟
なん

な発
はっ

想
そう

で提
てい

案
あん

し続けるこ
とが時代をつなぐ私

わたし

の役割ではないか
と考

かんが

えています。「京名物志ば漬」の可
か

能
のう

性
せい

はまだまだあるはず。令和の時代
に進

しん

化
か

する土井志ば漬本舗にご期
き

待
たい

く
ださい。

足りることを知り
知恵を磨く

食品メーカー 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

土
ど

井
い

志
し

ば漬
づけ

本
ほん

舗
ぽ

伝統を重んじつつチャレンジを重ね
和食と共に日本の食文化を継承する 

　当
とう

社
しゃ

の「志ば漬」には葉
は

の柔
やわ

らかさや
香
かお

り、色
いろ

など、「志ば漬」づくりに欠
か

かせ
ない特

とく

性
せい

を備
そな

えた「ちりめん赤
あか

紫
じ

蘇
そ

」と
いう大

おお

原
はら

で栽
さい

培
ばい

される特
とく

産
さん

のシソのみを
用
もち

いています。創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

のこだわりとし
て今

いま

に伝
つた

わります。

環境を守り素材にこだわり本物をつくる

「温故一新」の精神を貫く　
　古

ふる

くからの言
い

い伝
つた

えはかたくなに守
り続け、また新

あたら

しいことを否
ひ

定
てい

せず、む
しろそれを面

おも

白
しろ

いと捉
とら

えてどんどん形
かたち

にします。
　当社が掲

かか

げる「温
おん

故
こ

一
いっ

新
しん

」という言
こと

葉
ば

には、こんな社
しゃ

風
ふう

が表
ひょう

現
げん

されています。

株式会社土井志ば漬本舗　
代表取締役社長

土
ど

井
い

 健
け ん

資
す け

さん
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コア技術で社会への
貢献を果たす

　近
きん

年
ねん

、企業に対
たい

する評
ひょう

価
か

として、
売
うり

上
あげ

高
だか

や利
り

益
えき

のみ
ならず、活

かつ

動
どう

の公
こう

正
せい

性
せい

や社
しゃ

会
かい

に対
たい

す
る貢

こう

献
けん

が注
ちゅう

目
もく

され
るようになってき
ています。とりわ

け SDGs（持
じ

続
ぞく

可
かの

能
う

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）や
ESG（環

かん

境
きょう

・社会・企業統
とう

治
ち

）、脱
だつ

炭
たん

素
そ

に対
たい

する社会の関
かん

心
しん

は高
たか

く、当
とう

社
しゃ

も
現
げん

在
ざい

推
すい

進
しん

中
ちゅう

の第
だい

1 次
じ

中
ちゅう

期
き

経
けい

営
えい

計
けい

画
かく

にお
いて、SDGs への取

と

り組
く

みによる企業
価

か

値
ち

の向
こう

上
じょう

を基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

の一
ひと

つに挙
あ

げて
います。当社は、半導体樹脂封

ふう

止
し

装置
の業

ぎょう

界
かい

トップ企業として、これまで
数
かず

々
かず

の技術革
かく

新
しん

を生
う

み出
だ

してきまし
た。中

なか

でも、当社独
どく

自
じ

の「コンプレッ
ション方

ほう

式
しき

」は、高
こう

機
き

能
のう

化
か

の進
すす

む半導
体デバイスの生

せい

産
さん

に欠
か

かせない技術で
あるとともに、当方式を採

さい

用
よう

した装置
は、樹脂使用効

こう

率
りつ

100％（廃
はい

棄
き

プラス
チックゼロ）かつ、他

ほか

の方式を採用し
た装置と比

くら

べ 6 割
わり

強
きょう

の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）削
さく

減
げん

が可能です。また、宇
う

治
じ

田
た

原
わら

町
ちょう

の工
こう

場
じょう

新
しん

棟
とう

に太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

装置を
設
せっ

置
ち

し、必
ひつ

要
よう

な電
でん

力
りょく

を再
さい

生
せい

可能エネル
ギーで賄

まかな

うようにするなど、環境に配
はい

慮
りょ

した経営をより一
いっ

層
そう

進
すす

めています。
企業の存

そん

続
ぞく

には社会の持続が前
ぜん

提
てい

であ
ることを改

あらた

めて認
にん

識
しき

し、社
しゃ

業
ぎょう

に取り組
んでいきます。

　ＴＯＷＡは、半
はん

導
どう

体
たい

のチップを樹
じゅ

脂
し

でくるんで保
ほ

護
ご

する装
そう

置
ち

を製
せい

造
ぞう

して
います。半導体はチップのままでは熱

ねつ

や埃
ほこり

に弱
よわ

いので保護する必
ひつ

要
よう

がある
のです。半導体メーカーはこの装置をＴＯＷＡから購

こう

入
にゅう

して半導体を製造
します。ＴＯＷＡはこの分

ぶん

野
や

の装置で世
せ

界
かい

トップシェアを誇
ほこ

っています。

世界の半導体メーカーを支える技術力

半導体
製造装置

T
トーワ

OWA株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1979 年
◎従業員数／  564 人（単体）1,744 人（連結）
◎拠点数／ 国内 8 カ所、海外 14 カ所

本社＝京都市南区上鳥羽上調子町５番地

社会の発展に不可欠な装置を製造

　ＴＯＷＡの装置は世
せ

界
かい

中
じゅう

の半導体メー
カーで使

し

用
よう

されています。ＴＯＷＡの装
置を使

つか

って製造された半導体はスマホや
ゲーム機

き

、家
か

電
でん

、自
じ

動
どう

車
しゃ

など身
み

の周
まわ

りの
あらゆる製

せい

品
ひん

に使用されており、私
わたし

たち
の生

せい

活
かつ

を支
ささ

えています。

チーム力と技術で問題を解決、皆で成長
　「世界トップクラスの技

ぎ

術
じゅつ

力
りょく

を持
も

つ企
き

業
ぎょう

で活
かつ

躍
やく

したい」と思
おも

い入
にゅう

社
しゃ

しました。
チーム一

いち

丸
がん

となって装置の調
ちょう

整
せい

作
さ

業
ぎょう

で
発
はっ

生
せい

する問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

し、お客
きゃく

さまに喜
よろこ

んでいただくことで、皆
みな

が成
せい

長
ちょう

してい
ける職

しょく

場
ば

を目
め

指
ざ

しています。

TOWA株式会社  
代表取締役社長

岡
お か

田
だ

 博
ひ ろ

和
か ず

さん

小
こ

林
ばやし

 悠
ゆう

太
た

さん（生産本部 生産管理部、京都市左京区出身）



46

人やまちを
「つなぐ」「まもる」

　NTT 西日本は、
“ソーシャル ICT
パイオニア”とし
て地域の抱

かか

えるさ
ま ざ ま な 課

か

題
だい

を
ICT を活

かつ

用
よう

して皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に解
かい

決
けつ

していきたいと考
かんが

えています。
　私

わたし

たちが持
も

つ技
ぎ

術
じゅつ

やサポート力
りょく

が京
きょう

都
と

の皆さまのお役
やく

に立
た

てないか、ま
た、一緒に将

しょう

来
らい

を創
つく

っていくためには
どんな価

か

値
ち

を創
そう

造
ぞう

していけばよいのか
などを考え、「地域の皆さまのパート
ナー」として、さまざまなテーマにお
いてICTの活用による課題解決の取

と

り
組

く

みを行
おこな

っています。
　同

どう

時
じ

に、社会を支え、生活を守る重
要なインフラ（社会の基

き

盤
ばん

）を提供す
る事

じ

業
ぎょう

者
しゃ

として、自
し

然
ぜん

災害やサイバー
攻
こう

撃
げき

のような脅
きょう

威
い

にも対
たい

応
おう

し、安心 ・
安全で信頼性の高い通信サービスを提
供していきます。
　私たちは、変

か

わらないこと・変える
ことの両

りょう

方
ほう

を大
だい

事
じ

にし、これからも人
ひと

やまちを「つなぐ」「まもる」という変
わらぬ使

し

命
めい

を果
は

たし続
つづ

け、「これまで」
と「これから」をつなぎ、「あした」を
創っていきたいと考えています。

信頼性の高い通信サービスと
ICT ソリューションの提供で社会を支える

情報・通信

西
にし

日
に

本
ほん

電
でん

信
しん

電
でん

話
わ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

　
京

きょう

都
と

支
し

店
てん

◎設立年／ 1999 年
◎従業員数／ 1,600 人
◎事業所／本社
　　　　　地域事業部（支店）: 各府県に設置

京都市中京区烏丸三条上ル場之町 604

　地
じ

震
しん

など大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

した際
さい

、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

やお見
み

舞
ま

い、問
と

い合
あ

わせなど
が被

ひ

災
さい

地
ち

に集
しゅう

中
ちゅう

し、電話がつながりにくい状
じょう

況
きょう

（輻
ふく

輳
そう

）が発
はっ

生
せい

します。
　災害発

はっ

生
せい

時
じ

に、安否などの情
じょう

報
ほう

を肉
にく

声
せい

により録
ろく

音
おん

再
さい

生
せい

するボイスメール
サービス「災

さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイヤル（171）」やインターネット上
じょう

の伝
でん

言
ごん

板
ばん

にテキ
スト文

ぶん

章
しょう

を登
とう

録
ろく

・閲
えつ

覧
らん

する「災害用伝言板（web171）」を提供し安心・安
全に努

つと

めています。

災害用伝言ダイヤルなどの提供

「もしも」の時に…“大事な人との連絡方法”

　NTT 西日本は、国
こく

内
ない

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

における府
ふ

内
ない

通信サービス、およびそ
れに関

かん

連
れん

する事業などを展
てん

開
かい

しており、社
しゃ

会
かい

を支
ささ

え、生
せい

活
かつ

を守
まも

る重
じゅう

要
よう

なイン
フラを提

てい

供
きょう

する企
き

業
ぎょう

として、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

で信
しん

頼
らい

性
せい

の高
たか

い通信サービスの提供
と持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な地
ちい

域
き

活
かっ

性
せい

化
か

をめざしています。

西日本電信電話株式会社 
京都支店長

重
し げ

田
た

 敦
あ つ

史
し

さん
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　 外
がい

部
ぶ

給
きゅう

電
でん

器
き

「パワー・ムーバー ®」は、
これまで、頻

ひん

発
ぱつ

する自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

による停
てい

電
でん

時
じ

に電気自動車などに載
の

せて現
げん

地
ち

に移
い

動
どう

し電
でん

力
りょく

を供
きょう

給
きゅう

してきました。実
じっ

際
さい

の災
さい

害
がい

時
じ

の対
たい

応
おう

で数
かず

多
おお

く活
かつ

用
よう

され、復
ふっ

旧
きゅう

支
し

援
えん

に 
貢
こう

献
けん

しています。

◎設立／ 1950 年
◎従業員数／  5,209 人（連結） 

※ 2021 年 3 月 31 日現在
◎拠点数／国内 24 カ所、海外 20 カ所

　 当
とう

社
しゃ

は家
か

庭
てい

用
よう

蓄
ちく

電
でん

システムを業
ぎょう

界
かい

に先
さき

駆
が

けて市
し

場
じょう

導
どう

入
にゅう

して以
い

来
らい

、業界をリ
ードする企

き

業
ぎょう

として拡
かく

大
だい

を続
つづ

けてきました。このたび、太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

、蓄電池、
EV（電

でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

）搭
とう

載
さい

電池の三
みっ

つの電池をすべてコントロールし、究
きゅう

極
きょく

の自
じ

家
か

消
しょう

費
ひ

を実
じつ

現
げん

するトライブリッド蓄電システム ® の新
しん

商
しょう

品
ひん

を開
かい

発
はつ

しました。

災害時の活用事例

　価
か

値
ち

ある製
せい

品
ひん

を
創
そう

造
ぞう

し、明
あか

るい未
み

来
らい

社
しゃ

会
かい

づくりに貢
献する―この経

けい

営
えい

理
り

念
ねん

を指
し

針
しん

に、当
社は、革

かく

新
しん

的
てき

な技
ぎ

術
じゅつ

・製品の開発を
通
とお

して持
じ

続
ぞく

可
かの

能
う

な
社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

してきました。
　温

おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスを実
じっ

質
しつ

ゼロにする「カ
ーボンニュートラル」が全

ぜん

世
せ

界
かい

的
てき

な課
か

題
だい

となっている中
なか

、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギ
ーの活用拡大と EV 普

ふ

及
きゅう

による温室効
果ガス排

はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

に寄
き

与
よ

する家庭用蓄電
システムやV2H（Vehicle to Home）
システムなどを業界に先駆けて市場導
入しています。また、太

たい

陽
よう

光
こう

で発電し
た電

でん

気
き

を家
か

庭
てい

や EV に活用できる「ト
ライブリッド蓄電システム」、被

ひ

災
さい

地
ち

の復旧支援など多
た

用
よう

途
と

に使
し

用
よう

できるポ
ータブル（持

も

ち運
はこ

び可能な）蓄電シス
テムや外部給電器「パワー・ムーバー」
などが活用されています。また、EVの
モーター駆動に使

つか

われる「EV・HV（ハ
イブリッド自動車）用フィルムコンデ
ンサ」の独

どく

自
じ

開発と生
せい

産
さん

増
ぞう

強
きょう

により、
拡大する EV の需要を支

ささ

えています。
　当社の使

し

命
めい

の本
ほん

質
しつ

は単
たん

なるモノづく
りではなく、SDGs（持続可能な開発
目
もく

標
ひょう

）にも目指されているような「明
るい未来社会」を創

つく

るためのコトづく
り、価値ある解

かい

決
けつ

策
さく

の提
てい

供
きょう

です。その
意

い

味
み

において、私
わたし

たちは自
みずか

らを「創
そう

造
ぞう

業
ぎょう

」であると捉
とら

えています。これから
も持続可能な未来につながる新

あら

たな価
値を創造し、社会の抱

かか

える課
か

題
だい

を解決
することを通

とお

して事
じ

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

、成
せい

長
ちょう

を
図
はか

っていきます。

持続可能な未来を実現する
“創造業”へ

製造業 ニチコン株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

蓄電や電気自動車の分野で
持続可能な未来の実現に貢献する

EV の普及に貢献するキーデバイス
　EV のモーター駆

く

動
どう

用
よう

の部
ぶ

品
ひん

に用
もち

いら
れる当社のフィルムコンデンサーは、
高
こう

性
せい

能
のう

、長
ちょう

寿
じゅ

命
みょう

で安
あん

全
ぜん

性
せい

が高
たか

いことか
ら、国

こく

内
ない

外
がい

の自動車メーカーの高い評
ひょう

価
か

を獲
かく

得
とく

しており、現
げん

在
ざい

、急
きゅう

拡
かく

大
だい

する需
じゅ

要
よう

に対応しています。

京都市中京区烏丸通御池上ル

トライブリッド蓄電システム ®（ESS-T3 シリーズ）

ニチコン株式会社 
代表取締役会長

武
た け

田
だ

 一
い っ

平
ぺ い

さん

外部給電器「パワー・ムーバー」

「EV・PHV・FCV 用フィルムコンデンサ」
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世界で活躍し、経済・社会
の発展に貢献する

　1929 年
ねん

、高
こう

級
きゅう

美
び

術
じゅつ

印
いん

刷
さつ

を扱
あつか

う会
かい

社
しゃ

として京
きょう

都
と

で創
そう

業
ぎょう

。印刷技
ぎ

術
じゅつ

に「ラ
ミネーション」「コーティング」「成

せい

形
けい

」といったさまざまな加
か

工
こう

技術を組
く

み合
あ

わせて事
じ

業
ぎょう

を多
た

様
よう

化
か

し、活
かつ

躍
やく

の場
ば

を世
せ

界
かい

に広
ひろ

げてきました。現
げん

在
ざい

の主
しゅ

要
よう

事業は、「産
さん

業
ぎょう

資
し

材
ざい

」「デバイス」「メディカルテクノロジー」の 3 事業。

確かな技術の蓄積で
さまざまな事業を世界に向け展開

製造業 N
ニッシャ

ISSHA株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1929 年
◎従業員数／  5409 人  

※2021年12月末現在（連結）
◎拠点数／国内・海外 46 カ所

京都市中京区壬生花井町 3

　NISSHA は世界
に事業を展

てん

開
かい

する
企

き

業
ぎょう

です。事業の
内
ない

容
よう

は、自動車や
スマートフォンに
使われる高

こう

機
き

能
のう

な
部

ぶ

品
ひん

や資材を製
せい

造
ぞう

し 販
はん

売
ばい

し て い る
他
ほか

、低
てい

侵
しん

襲
しゅう

（病
びょう

気
き

治
ち

療
りょう

時
じ

に患
かん

者
じゃ

の身
からだ

体
の負

ふ

担
たん

を減
へ

らす方
ほう

法
ほう

）の手
しゅ

術
じゅつ

器
き

具
ぐ

を中
ちゅう

心
しん

とした医
い

療
りょう

機
き

器
き

を手
て

掛
が

けています。
いずれも高

こう

度
ど

で洗
せん

練
れん

された加工技術が
使われます。NISSHA は京

きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

に本
ほん

社
しゃ

を設
せっ

置
ち

していますが、お客
きゃく

さま
企業は世

せ

界
かい

各
かっ

国
こく

にいることから、営
えい

業
ぎょう

所
しょ

、研
けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

、生
せい

産
さん

工
こう

場
じょう

を多
おお

くの国
くに

に
配
はい

置
ち

しています。NISSHA で働
はたら

く社
しゃ

員
いん

の比
ひ

率
りつ

は、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

が 37％であるの
に対

たい

して海
かい

外
がい

では 63％です。多
た

国
こく

籍
せき

で異
こと

なった能
のう

力
りょく

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まると、会
社はパワフルになります。
　NISSHA は 1929 年に京都市で創業
しました。その頃

ころ

は高級美術印刷を扱
う小

ちい

さな町
まち

工
こう

場
ば

でした。技術に磨
みが

きを
かけて成

せい

長
ちょう

し、業
ぎょう

界
かい

では「 技術の
NISSHA」と評

ひょう

価
か

されました。当社は、
次
つぎ

々
つぎ

と新
あたら

しい技術を導
どう

入
にゅう

し、事業の範
はん

囲
い

を拡
かく

大
だい

し続
つづ

けるうちに、会社の技術
が蓄

ちく

積
せき

され、社員の能力と経
けい

験
けん

も向
こう

上
じょう

しました。私
わたし

たちは、常
つね

に未
み

来
らい

志
し

向
こう

で
あり、新しい価

か

値
ち

を生
う

み出
だ

す情
じょう

熱
ねつ

に満
み

ちています。それが成
せい

長
ちょう

の原
げん

動
どう

力
りょく

であ
り、経

けい

済
ざい

・社
しゃ

会
かい

への貢
こう

献
けん

なのです。

　自
じ

動
どう

車
しゃ

の内
ない

装
そう

や家
か

電
でん

を美
うつく

しく彩
いろど

る
パーツ、タブレットやゲーム機

き

に使
つか

わ
れるタッチパネルなど、当

とう

社
しゃ

の製
せい

品
ひん

は
さまざまな場

ば

面
めん

で使
し

用
よう

されています。
皆
みな

さんも知
し

らないうちに、当社の製品
を使

つか

っているかもしれません。

　植
しょく

物
ぶつ

由
ゆ

来
らい

の材
ざい

料
りょう

を用
もち

いたパッケージ
向

む

けの資材を提
てい

供
きょう

しています。石
せき

油
ゆ

由
来のプラスチックに代

か

わる環
かん

境
きょう

にやさ
しい製品として、世

せ

界
かい

中
じゅう

から注
ちゅう

目
もく

され
ています。

車からスマートフォンまで、身近なあらゆる製品に

脱プラスチックに貢献する製品を提供

NISSHA株式会社　
代表取締役社長

鈴
す ず

木
き

 順
じゅん

也
や

さん
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確かな技術力で
未来社会に貢献する

　電
でん

気
き

は発
はつ

電
でん

所
しょ

で作
つく

られて、変
へん

電
でん

所
しょ

を経
へ

て鉄
てつ

道
どう

・工
こう

場
じょう

・ショッピングモール・
各
かく

家
か

庭
てい

に届
とど

きます。この一
いち

連
れん

のネットワークが「電
でん

力
りょく

インフラ」です。質
しつ

の良
よ

い電気を安
あん

全
ぜん

かつ安
あん

定
てい

的
てき

に届けるのに欠
か

かせない電力エネルギー関
かん

連
れん

の設
せつ

備
び

を中
ちゅう

心
しん

に、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

を支
ささ

える製
せい

品
ひん

・サービスを提
てい

供
きょう

しています。

電気の技術でみんなの身近なくらしを
支えています

電力機器
関連製品

日
にっ

新
しん

電
でん

機
き

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎設立／ 1917 年
◎従業員数／ 約 5,200 人（連結）
◎拠点数／国内 33 カ所、海外 18 カ所

京都市右京区梅津高畝町 47 番地

　同
おな

じ製品でもお客
きゃく

さまの条
じょう

件
けん

によって
仕

し

様
よう

を変
か

えています。設
せっ

置
ち

スペースが少
すく

ない場
ば

合
あい

はよりコンパクトに、沿
えん

岸
がん

部
ぶ

の
場合は潮

しお

風
かぜ

の塩
えん

分
ぶん

にも耐
た

えられる仕様に
するなど、あらゆる工

く

夫
ふう

をしています。 

　電力インフラを支
ささ

える当
とう

社
しゃ

の事
じ

業
ぎょう

は
SDGs とも深

ふか

く関連しています。「持続
可能な地

ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

とあらゆる人
ひと

々
びと

が活
かつ

躍
やく

する社会の実
じつ

現
げん

」を目
もく

標
ひょう

に掲
かか

げ、環境
に配

はい

慮
りょ

した製品を開
かい

発
はつ

・納
のう

入
にゅう

すること
で地球環境保

ほ

全
ぜん

に貢
こう

献
けん

しています。

一つとして同じ製品はありません

持続可能な地球環境を目指して

　 日 新 電 機 は、
1917 年

ねん

に京
きょう

都
と

で
生

う

まれ、以
い

来
らい

京都
の発

はっ

展
てん

とともに成
せい

長
ちょう

してきました。
主
おも

に 電
でん

力
りょく

会
がい

社
しゃ

や
鉄道、工場、ショ
ッピングモールな

どで使
つか

う電気を安全・安
あん

心
しん

に届けるた
めの電力設備の製

せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

をしていま
す。
　2020 年来のコロナ禍

か

により、生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

や働
はたら

き方
かた

など私
わたし

たちを取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

が大
おお

きく変
へん

化
か

しました。またここ数
すう

年
ねん

、
環境意

い

識
しき

の高
たか

まりや SDGs（持続可能な
開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）による持続可能な社会の実現
に向

む

けた取
と

り組
く

みが注
ちゅう

目
もく

されてきてい
ます。当

とう

社
しゃ

グループでは、2050 年の未
み

来
らい

に目
め

を向け、さまざまな社
しゃ

会
かい

課
か

題
だい

の
解
かい

決
けつ

に向けて取
と

り組
く

んでいます。例
たと

え
ば、環境にやさしい製品やエネルギー
を効

こう

率
りつ

的
てき

に使
つか

う製品などを生
う

み出
だ

すこ
ともその一

ひと

つです。激
げき

変
へん

する環境の中
なか

、
変
へん

化
か

へいち早
はや

く適
てき

応
おう

するだけでなく、
自
みずか

ら変化を作
つく

り出
だ

すため、「変
か

える・変
わる」という意

い

味
み

を込
こ

めた「日
にっ

新
しん

一
いっ

新
しん

」
という合

あい

言
こと

葉
ば

の下
もと

に、さまざまなこと
にチャレンジし、より「いい会

かい

社
しゃ

・強
つよ

い
会社」にしていこうとしています。これ
からも 100 年続

つづ

く歴
れき

史
し

に基
もと

づく確
たし

かな
技

ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で SDGs 目標の達
たっ

成
せい

に向けた取
り組みを通

つう

じて、持続可能な未来社会
の創

そう

造
ぞう

に貢献していきます。

日新電機株式会社　
代表取締役社長

松
ま つ

下
し た

 芳
よ し

弘
ひ ろ

さん

電力用コンデンサ
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◎創立年／ 2012 年
◎学生数／ 学部生1044人、大学院生13人 

※ 2022 年 4 月時点

京都市東山区川端通七条上ル

　2012 年
ねん

に新
あたら

しい文
ぶん

化
か

の創
そう

造
ぞう

を担
にな

うクリエイターを育
いく

成
せい

することを目
もく

的
てき

に、京
きょう

都
と

府
ふ

南
なん

丹
たん

市
し

園
その

部
べ

町
ちょう

に開
かい

学
がく

しました。17 年 4 月
がつ

には京
きょう

都
と

市
し

内
ない

に東
ひがし

山
やま

キャンパスを開
かい

設
せつ

し、1200 年の歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

のある文化芸
げい

術
じゅつ

都
と

市
し

で、常
つね

に
本
ほん

物
もの

に触
ふ

れる環
かん

境
きょう

で学
まな

べる場
ば

を今
こん

後
ご

も進
しん

化
か

させていきます。

継承と創造の担い手を
目指して

大学

学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 二
に

本
ほん

松
まつ

学
がく

院
いん

京
きょう

都
と

美
び

術
じゅつ

工
こう

芸
げい

大
だい

学
がく

建築・インテリア、デザイン・工芸
新たな文化を担うクリエイターを育成

　建
けん

築
ちく

からインテリア、そして多
た

岐
き

にわたるデザイン・工
こう

芸
げい

分
ぶん

野
や

の創
そう

造
ぞう

性
せい

を学ぶ実
じつ

学
がく

の大学です。その基
き

本
ほん

となるのは、京都に息
いき

づく「ものづくり」
の精

せい

神
しん

です。さまざまな「ものづくり」を追
つい

求
きゅう

するために、伝統に裏
うら

打
う

ち
された先

せん

人
じん

の知
ち

恵
え

は欠
か

かせません。また、他
た

大
だい

学
がく

では在
ざい

学
がく

中
ちゅう

に取
しゅ

得
とく

できな
い「二

に

級
きゅう

建
けん

築
ちく

士
し

・木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

士
し

・インテリアプランナー」など、多
た

様
よう

な資
し

格
かく

を在学中に取得できる体
たい

制
せい

も整
ととの

えています。

建築のプロの資格を在学中に取得

優秀作品がズラリ「鴨川七条ギャラリー」

新東館（2021 年 6 月竣工）

学校法人 二本松学院
京都美術工芸大学 理事長

新
し ん

谷
た に

 秀
ひ で

一
か ず

さん

　現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

は国
こく

際
さい

化
か

・多
た

様
よう

化
か

が進
すす

ん
でいます。そして
私
わたし

たちを取
と

り巻
ま

く
さまざまな状

じょう

況
きょう

は
激
はげ

しく変
へん

化
か

してい
ます。皆

みな

さんが活
かつ

躍
やく

する未
み

来
らい

にはそ
の状況はさらに進

すす

んでいることと思
おも

い
ます。そのような社会に対

たい

応
おう

するため
には、時

じ

代
だい

の変化を敏
びん

感
かん

に捉
とら

える感
かん

性
せい

と、柔
じゅう

軟
なん

な発
はっ

想
そう

力
りょく

、他
た

の者
もの

を理
り

解
かい

する
想
そう

像
ぞう

力
りょく

、そして確
たし

かな知
ち

識
しき

と技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

、
それを証

しょう

明
めい

する資格が必
ひつ

要
よう

になるでし
ょう。
　それらの力

ちから

を身
み

に付
つ

けるために、本
ほん

学
がく

では芸術、特
とく

に建築と美術工芸に関
かか

わる総
そう

合
ごう

的
てき

な教
きょう

育
いく

を通
とお

し、さまざまな
クリエイティブ領

りょう

域
いき

を融
ゆう

合
ごう

して学べる
独
どく

自
じ

の教
きょう

育
いく

システムを確
かく

立
りつ

していま
す。その一

ひと

つに在学中に建築士合
ごう

格
かく

を
目

め

指
ざ

せるシステムがあります。
　伝統と先

せん

端
たん

が融合する国
こく

際
さい

都市「京
都」の東山で刺

し

激
げき

を受
う

けて学び、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の可
か

能
のう

性
せい

を信
しん

じ、これまでに培
つちか

っ
てきた良

よ

いものを継
けい

承
しょう

し、これからの
文化や社

しゃ

会
かい

を創造していく担
にな

い手
て

へと
成
せい

長
ちょう

してもらいたいです。
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今、伝えたいこと

　2021 年に、仁
和寺の南

なん

庭
てい

・北
ほく

庭
てい

や宸
しん

殿
でん

（儀
ぎ

式
しき

を行
おこな

う場所）などの建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

で構
こう

成
せい

される
庭園が「仁和寺御
所庭園」として、
国
くに

の名
めい

勝
しょう

庭園に指
し

定
てい

されました。大
たい

変
へん

喜
よろこ

ばしいことであ
り、今

こん

日
にち

まで継
けい

承
しょう

いただいた、歴
れき

代
だい

門
もん

跡
ぜき

（住
じゅう

職
しょく

）をはじめ、技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

・関
かん

係
けい

者
しゃ

の皆
みな

さまに心より感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。
　888（仁和 4）年、59 代宇多天皇は
仁和寺を建

こん

立
りゅう

され、弘法大師・空海を
大変尊

そん

敬
けい

し、出
しゅっ

家
け

なさり法
ほう

皇
おう

となら
れ、人々の幸

しあわ

せを祈
いの

られました。それ
以

い

来
らい

、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

まで 30 代にわたり皇
こう

族
ぞく

が門跡を務
つと

められ、筆
ひっ

頭
とう

門跡寺院と
して 1130 有

ゆう

余
よ

年
ねん

の間
あいだ

、継承されてき
ました。長

なが

い歴史を通
つう

じて宮
きゅう

廷
てい

文化と
密
みっ

教
きょう

文化が融
ゆう

合
ごう

し、美
うつく

しい見
み

事
ごと

な世
せ

界
かい

が脈
みゃく

々
みゃく

と伝
つた

えられています。
　この度

たび

の名勝「仁和寺御所庭園」指
定は、未

み

来
らい

への大
おお

きな懸
か

け橋
はし

をいただ
いたと認

にん

識
しき

し、文
ぶん

化
か

財
ざい

を守
まも

り伝えるこ
との大切さを自

じ

覚
かく

して、後世に伝えた
いと願

ねが

います。何
なに

卒
とぞ

、皆さまにご理
り

解
かい

とご支援をいただきますよう、お願い
申し上げます。

　仁和寺は 888（仁
にん

和
な

4）年
ねん

に第
だい

59 代
だい

宇
う

多
だ

天
てん

皇
のう

によって建
た

てられた寺
じ

院
いん

で
す。真

しん

言
ごん

宗
しゅう

の開
かい

祖
そ

である弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

（空
くう

海
かい

）の教
おし

えを人
ひと

々
びと

に伝
つた

えたり実
じっ

践
せん

した
りするための修

しゅ

行
ぎょう

をする場
ば

所
しょ

ですが、参
さん

拝
ぱい

に来
こ

られた方
かた

の心
こころ

が安
やす

らぎ、お参
まい

りして良
よ

かったと思
おも

える信
しん

仰
こう

の場所となるよう日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

しています。

千年の歴史を守り伝える
天皇ゆかりの御寺

寺院 総
そう

本
ほん

山
ざん

 仁
にん

和
な

寺
じ

◎創建年／ 888（仁和 4）年
◎建立・造営した人物／第 59 代宇多天皇
◎所蔵文化財数／国宝 12 件
　　　　　　　　重要文化財 47 件

京都市右京区御室大内 33

次世代への文化支援
　2018（平

へい

成
せい

30）年より次
じ

世
せ

代
だい

への文
化支

し

援
えん

として「仁和寺御
ご

所
しょ

庭
てい

園
えん

」「霊宝
館」などの拝

はい

観
かん

料
りょう

を高
こう

校
こう

生
せい

以
い

下
か

無
む

料
りょう

とし
ました。学

がく

生
せい

の学
まな

びの場
ば

、学びから歴史
や文化発

はっ

信
しん

の場となるよう支援してい
きます。

仁和寺霊宝館とは

　仁和寺には霊
れい

宝
ほう

館
かん

という宝
ほう

物
もつ

を公
こう

開
かい

する施
し

設
せつ

があります。宝物とは仏
ぶつ

像
ぞう

や仏
ぶつ

画
が

といった寺院にとって大
たい

切
せつ

なもの、当
とう

時
じ

の歴
れき

史
し

を記
しる

す古
こ

文
もん

書
じょ

類
るい

など
を指

さ

します。また霊宝館には学
がく

芸
げい

員
いん

と呼
よ

ばれる国
こっ

家
か

資
し

格
かく

を持
も

った専
せん

門
もん

員
いん

が
います。学芸員は研

けん

究
きゅう

・調
ちょう

査
さ

、収
しゅう

集
しゅう

・展
てん

示
じ

、保
ほ

存
ぞん

・管
かん

理
り

を行
おこな

う職
しょく

務
む

です。
宝物を後

こう

世
せい

に残
のこ

しつつ霊宝館で公開することで、来られた方に歴史や文
ぶん

化
か

、存
そん

在
ざい

価
か

値
ち

を伝える大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

です。

総本山 仁和寺
第51世門跡

瀬
せ

川
が わ

 大
た い

秀
しゅう

さん
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変化への対応力が
会社を強くする

　日立は、データとテクノロジーで社
しゃ

会
かい

インフラ（生
せい

活
かつ

の基
き

盤
ばん

）を革
かく

新
しん

す
る「社会イノベーション事

じ

業
ぎょう

」を通
つう

じ、人
ひと

々
びと

が幸
しあわ

せで豊
ゆた

かに暮
く

らせる持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会の実
じつ

現
げん

に貢
こう

献
けん

。「環
かん

境
きょう

（地
ち

球
きゅう

環境の保
ほ

全
ぜん

）」 「レジリエンス（社会
インフラの強

つよ

さ）」 「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

（健
けん

康
こう

で快
かい

適
てき

な生活）」に注
ちゅう

力
りょく

しています。

データとテクノロジーで
持続可能な社会に貢献する

電機機械器具
製造・販売他

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

◎創業年／ 1910 年　（本社）
◎従業員数／  368,636 人 （連結）
◎関連会社数／ 国内外865社※2021年末時点

京都支店＝京都市下京区四条通烏丸東入
ル長刀鉾町20番　四条烏丸FTスクエア

　新
しん

型
がた

コロナウイ
ルスによって人々
のライフスタイル
は大

おお

きく変
へん

容
よう

しま
した。日立もこの
危

き

機
き

を乗
の

り越
こ

える
べく一

いち

丸
がん

となって
対
たい

応
おう

していますが、
こうした大きな変

へん

化
か

は従
じゅう

来
らい

のルールや
仕

し

組
く

みを見
み

直
なお

し、今
いま

までできなかった
ことに取

と

り組
く

む機
き

会
かい

にもなります。
　例

たと

えば、「リモート」「非
ひ

接
せっ

触
しょく

」、そ
れから人

にん

間
げん

が介
かい

在
ざい

することなく進
すす

めて
いける「自

じ

動
どう

化
か

」がキーワードとして
注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めています。これらは新型コ
ロナウイルスがもたらす課

か

題
だい

を、解
かい

決
けつ

するヒントを与
あた

えるものです。日立は
これまで事業を推

お

し進める中
なか

で課題を
明
めい

確
かく

にし、解
かい

決
けつ

策
さく

を作
つく

る手
て

順
じゅん

を確
かく

立
りつ

し
てきました。この手順を用

もち

いて、不
ふ

自
じ

由
ゆう

な生活を強
し

いられてきた人々が、今
いま

までとは違
ちが

う方
ほう

法
ほう

で、生
い

き生
い

きとした
生活を取

と

り戻
もど

すことに貢献していきた
いと思

おも

います。
　日立の「社会イノベーション事業」
は、社

しゃ

員
いん

一
ひと

人
り

一人が変化していく社会
課題を自

じ

分
ぶん

事
ごと

として捉
とら

え、日
ひ

々
び

の仕
し

事
ごと

を通じて社会をより良
よ

いものにするこ
とです。日立はこれからも変化へ対応
し続

つづ

けることで、人々の QOL（生活の
質
しつ

）向
こう

上
じょう

、顧
こ

客
きゃく

企
き

業
ぎょう

の価
か

値
ち

向上を実
じつ

現
げん

すべく力
ちから

を注
そそ

いでいきます。

　火
か

災
さい

・救
きゅう

助
じょ

・救
きゅう

急
きゅう

の 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

を受
う

け
付

つ

けてから、通報場
ば

所
しょ

の特
とく

定
てい

、出
しゅつ

動
どう

指
し

令
れい

、災害終
しゅう

結
けつ

までを管
かん

理
り

する「日立高
こう

機
き

能
のう

 消
しょう

防
ぼう

指
し

令
れい

システム」が京
きょう

都
と

市
し

消
しょう

防
ぼう

局
きょく

で
導
どう

入
にゅう

されています。

　日立グループは毎
まい

年
とし

11 月
がつ

、京都市
主
しゅ

催
さい

の行
ぎょう

政
せい

・市
し

民
みん

・企
き

業
ぎょう

による一
いっ

斉
せい

清
せい

掃
そう

に参
さん

加
か

しています。京都市は「世
せ

界
かい

一
いち

美
うつく

しいまち」をテーマに 1 年
ねん

を通じ
た美しい景

けい

観
かん

の維
い

持
じ

を進
すす

めており、企
業メンバーとして地

ち

域
いき

貢献に努
つと

めてい
ます。

京都市消防局の消防指令システム

京都市主催清掃イベントへの参加

♪この木なんの木気になる木～ でおなじみの「日立の樹」

株式会社日立製作所 
京都支店 支店長

河
か わ

村
む ら

 嘉
よ し

則
の り

さん
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◎開創年／ 1052（永承 7）年
◎ 所蔵文化財数／国宝　鳳凰堂 4 棟、
　 木造雲中供養菩薩像 52 躯、鳳凰堂中

堂壁扉画（板絵著色） 14 面ほか多数

京都府宇治市宇治蓮華 116

　さまざまな哲
てつ

学
がく

や思
し

想
そう

宗
しゅう

教
きょう

が世
せ

界
かい

中
じゅう

にある中
なか

で、宇
う

治
じ

市
し

にある平等院は、
仏
ぶっ

教
きょう

の浄
じょう

土
ど

教
きょう

という思想を南
なん

都
と

・高
こう

野
や

山
さん

・叡
えい

山
ざん

などさまざまな考
かんが

え方
かた

を合
あ

わ
せ、発

はっ

展
てん

させながら「和
わ

様
よう

（日
に

本
ほん

の様
よう

式
しき

）」の完
かん

成
せい

として 1052（永
えい

承
しょう

7）年
ねん

開
かい

創
そう

します。日
に

本
ほん

で最
もっと

も国
こく

宝
ほう

が密
みっ

集
しゅう

し、山
さん

内
ない

には博
はく

物
ぶつ

館
かん

も開
かい

設
せつ

されています。

違うのが、正しい寺院
文化施設

宗
しゅう

教
きょう

法
ほう

人
じん

 平
びょう

等
どう

院
いん

平等院ミュージアム鳳
ほう

翔
しょう

館
かん

文化と人の心に寄り添い
常に変化と継続を醸成する

　朝
あさ

、目
め

覚
ざ

めとともに祈
いの

り、沈
しず

む夕
ゆう

日
ひ

に心
こころ

を解
かい

放
ほう

します。このことは、実
じつ

は鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

の設
せっ

計
けい

にも深
ふか

く関
かん

係
けい

します。鳳凰堂は真
ま

東
ひがし

を向
む

き背
せ

中
なか

は真
ま

西
にし

。入
い

り日
ひ

は池
いけ

を挟
はさ

み鳳凰堂の背
はい

後
ご

彼
かな

方
た

に沈みます。そして鳳凰堂堂
どう

内
ない

の西の扉
とびら

には巨
きょ

大
だい

な画
が

面
めん

いっぱいに海
うみ

と日
にち

没
ぼつ

が描
えが

かれます。ここに来
こ

られると、多
おお

くの拝
はい

観
かん

者
しゃ

は嫌
いや

なことも忘
わす

れ、どこか心が浮
う

き浮きすると言
い

います。大
たい

変
へん

美
うつく

しい光
こう

景
けい

です。

人の心に寄り添い、自由で深淵な空間

文化は人の心を表現したもの
　モノは変

か

わっていきます。変
へん

化
か

を怖
おそ

れてはいけません。時
とき

も流
なが

れていきま
す。ここでは「本

ほん

様
よう

（基
き

本
ほん

となる様
よう

式
しき

）」
と言われながら他

ほか

では全
まった

く見
み

られない
多
おお

くの表
ひょう

現
げん

が残
のこ

り、いまなお伝
つた

え続
つづ

け
られ生

い

かされ続
つづ

けているのです。

平等院ミュージアム鳳翔館「光庭」 　人々はここでだんらん、休息を取る（Photo by Monsho）

平等院 住職
平等院ミュージアム鳳翔館

神
か み

居
い

 文
も ん

彰
しょう

さん

平等院ミュージアム鳳翔館「雲中の間」
全てが平安時代の国宝

　先
せん

日
じつ

、鳳凰堂内
で歯

は

を見
み

せて飛
と

ん
でいる伎

ぎ

楽
がく

天
てん

を見
み

つけた。口
くち

の幅
はば

は
わずか4ミリ程

てい

度
ど

。
声
こえ

を出
だ

して拝
はい

する
ものを讃

たた

える姿
すがた

で
あろうが、他の天

てん

人
にん

は全
すべ

て口を結
むす

んでいる。和様＝「日
に

本
ほん

的
てき

な文
ぶん

化
か

」の完成といわれた御
お

堂
どう

で
千
せん

年
ねん

近
ちか

くたった今
いま

なおこうした新
あたら

しい
発
はっ

見
けん

がある。仏教では「時は流れるこ
と」をその論

ろん

理
り

の中
ちゅう

心
しん

に据
す

え、その上
うえ

で ｢今｣ がどうあるかを探
たん

求
きゅう

する。過
か

去
こ

と未
み

来
らい

につながる今はいつからが今
なのか。今は終

お

わるのか。
　建

たて

物
もの

は構
こう

造
ぞう

上
じょう

、今も昔
むかし

も屋
や

根
ね

から傷
いた

む。鳳凰堂の屋根に飾
かざ

られる鬼
おに

瓦
がわら

など
の役

やく

物
もの

は平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

のものから現
げん

代
だい

まで
52 口。見

み

た目
め

や形
かたち

も異
こと

なる。仏教で
の鬼は人

ひと

以
い

外
がい

のさまざまな縁
えん

によって
存
そん

在
ざい

し得
う

る異
い

形
ぎょう

のもので、人と同
おな

じく
苦
くる

しみ喜
よろこ

びも分
わ

かち合
あ

える。堂内の国
こく

宝
ほう

・雲
うん

中
ちゅう

供
く

養
よう

菩
ぼ

薩
さつ

も 52 躯
く

。ある者
もの

は踊
おど

り舞
ま

い、祈
いの

り、静
しず

かに考
かんが

え込
こ

んでいる。
その姿でさまざまな個

こ

性
せい

・人
じん

生
せい

を表
ひょう

現
げん

する。同
おな

じ姿は誰
だれ

一
ひと

人
り

としていない。
　「幸

しあわ

せかどうかは自
じ

分
ぶん

で決
き

める　大
たい

切
せつ

なのは”今
いま

”なんだよ」普
ふ

段
だん

しゃべ
らない竈

かま

門
ど

禰
ね

豆
ず

子
こ

が苦
くる

しむ兄
あに

に伝えた
言
こと

葉
ば

である。自分は他
た

者
しゃ

とは違
ちが

うので
ある。今を生きるために。
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◎創業年／ 1790 年
◎従業員数／ 570 人
◎施設数／ 4 カ所、店舗：国内 64 店舗、

海外 4 店舗

京都府木津川市山城町上狛東作り道 11

　1790（寛
かん

政
せい

2）年
ねん

の創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

、茶
ちゃ

一
ひと

筋
すじ

に歩
あゆ

み続
つづ

ける創業 230 余
よ

年
ねん

の老
しに

舗
せ

茶
ちゃ

舗
ほ

です。一
いっ

服
ぷく

の茶に込
こ

められた「日
に

本
ほん

の心
こころ

」を大
たい

切
せつ

に、代
だい

々
だい

が築
きず

いた
茶づくりの伝

でん

統
とう

の技
わざ

を生
い

かしながら、常
つね

に新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

を取
と

り入
い

れ、これか
らの時

じ

代
だい

のティーライフを創
そう

造
ぞう

しています。

京都の高貴な茶と
茶道の王朝文化

製茶メーカー 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

福
ふく

寿
じゅ

園
えん

「日本人の心」と茶づくりの伝統を受け継ぎ
茶の文化を守り伝える

　京
きょう

都
と

の王
おう

朝
ちょう

文
ぶん

化
か

と宇
う

治
じ

茶
ちゃ

文化との出
で

会
あ

いをテーマとした「京都本
ほん

店
てん

」、お
茶づくりやお茶料

りょう

理
り

が楽
たの

しめる「宇治茶工
こう

房
ぼう

」、日
に

本
ほん

茶
ちゃ

のみならず世
せ

界
かい

の茶
について学

まな

べる「CHA 遊
ゆう

学
がく

パーク」そして、茶の歴
れき

史
し

を学び体
たい

験
けん

できる「茶
ちゃ

問
どん

屋
や

ストリート」など、一
ひと

人
り

でも多
おお

くの方
かた

にお茶に親
した

しんでいただくための
さまざまな施

し

設
せつ

を展
てん

開
かい

しています。

お茶を気軽に学び楽しめる施設を展開

体験を通じたお茶との新しい出会い

新茶の茶摘み体験（宇治茶工房）石臼で抹茶を挽く体験（CHA 遊学パーク）

世界に誇る宇治茶の品質

　京都を明
あ

日
す

につなぐために、最
もっと

も大
たい

切
せつ

なものは茶であり、茶
さ

道
どう

であると思
おも

っています。1 杯
ぱい

の茶は人
ひと

と人をつな
ぎ、昨

きの

日
う

と今
きょ

日
う

、今日と明
あし

日
た

をつなぐ
役
やく

割
わり

を持
も

っています。茶がなければ
「無

む

茶
ちゃ

苦
く

茶
ちゃ

」になるのです。
　京都には世

せ

界
かい

的
てき

に有
ゆう

名
めい

な宇治茶があ
り、それを楽

たの

しむ茶道があります。1
杯の茶を楽しむのに、「道

みち

」の領
りょう

域
いき

まで
高
たか

めてきたのは京都であり、京
きょう

都
と

人
じん

で
す。それは世界に例

れい

のない 1200 年続
つづ

いた京都の王朝文化によって生
う

まれ、
生

い

かされてきたのです。
　茶と関

かん

連
れん

して華
か

道
どう

、香
こう

道
どう

といった
「道」の文化が花

はな

開
ひら

き、この「道」によ
って京都文化が育

はぐく

まれてきたのです。
今
いま

、コロナ時
じ

代
だい

で人と人との接
せっ

触
しょく

が断
た

たれています。しかし、「道」まで高め
られた京都文化はコロナ下

か

でも、脈
みゃく

々
みゃく

と受
う

け継
つ

がれ、心
こころ

で結
むす

ばれた茶と茶道
を中

ちゅう

心
しん

とした「道」の京都文化は途
と

切
ぎ

れることなく、明
あ

日
す

へとつながる強
つよ

く
深
ふか

いものです。
　「雅

みやび

」の世界と「侘
わ

び寂
さ

び」の世界の
「二

に

兎
と

を追
お

う」ことが、京都人に課
か

せら
れた使

し

命
めい

であり、この二
に

面
めん

性
せい

を深
ふか

く理
り

解
かい

し、実
じっ

行
こう

し、伝
つた

えることができるのが
京都であり、京都人だと信

しん

じています。

福
ふ く

井
い

 正
ま さ

憲
の り

さん  株式会社福寿園 代表取締役会長
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◎創業／ 1700 年
◎従業員数／ 657 人
◎拠点数／ 国内 5 カ所、 

中国（蘇州）に工場あり

京都市山科区西野山中臣町 20

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の 1700 年
ねん

から金属の箔と粉
こな

を取
と

り扱
あつか

い、現
げん

在
ざい

は、銅
どう

を中
ちゅう

心
しん

とし
て、銀

ぎん

、ニッケル、アルミなどの金属の箔と粉を提
てい

供
きょう

しています。より薄
うす

く、
より微

び

細
さい

な金属材
ざい

料
りょう

を創
そう

造
ぞう

する「メタルスタイリスト」として、金属箔粉の素
そ

材
ざい

の可
か

能
のう

性
せい

を追
つい

求
きゅう

し続
つづ

けます。

創意工夫で変わり続ける製造業 福
ふく

田
だ

金
きん

属
ぞく

箔
はく

粉
ふん

工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

金属箔と金属粉の専門家
社会を支えるメタルスタイリスト

　金属粉やアルミ箔以
い

外
がい

の金属箔を日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で目
め

にすることはほとんどありませ
ん。しかし、自

じ

動
どう

車
しゃ

部
ぶ

品
ひん

、電
でん

子
し

部品、塗
と

料
りょう

、触
しょく

媒
ばい

、包
ほう

装
そう

材料、建
けん

築
ちく

材料など、身
み

の回
まわ

りにあるさまざまな製
せい

品
ひん

の材料とし
て使

つか

われています。

いろいろなものの材料になる金属箔・粉

金属３D プリンター用粉末の開発
　レーザーや電

でん

子
し

ビームを金属粉に照
しょう

射
しゃ

して、部
ぶ

分
ぶん

的
てき

に溶
と

かして固
かた

めるとい
う金属 3D プリンターは、他

ほか

の加
か

工
こう

方
ほう

法
ほう

では不
ふ

可
か

能
のう

な形
けい

状
じょう

を実
じつ

現
げん

できます。福
田金属は、3D プリンターに最

さい

適
てき

な銅
粉、銅合

ごう

金
きん

粉を提供しています。

金属箔と金属粉

福田金属箔粉工業株式会社　
代表取締役社長

園
そ の

田
だ

 修
しゅう

三
ぞ う

さん

金属箔・粉材料が使われている

3D データ提供　金属技研㈱

　私
わたし

たちの会社は
金属の箔と粉を取
り扱い続けて322
年になります。会
社の基

き

本
ほん

的
てき

な行
こう

動
どう

基
き

準
じゅん

（社
しゃ

是
ぜ

）を、
「われわれは、つ
ねに創

そう

意
い

工
く

夫
ふう

をこ
らして仕

し

事
ごと

の改
かい

善
ぜん

をはかり、われわれ
の生活の向

こう

上
じょう

とよりよい社
しゃ

会
かい

の建
けん

設
せつ

に
つとめよう」としています。会社の歴

れき

史
し

を振
ふ

り返
かえ

ると、いつも「よりよい製品」
を作

つく

ろうとしてきました。「よりよい
製品」とは、「よりよい社会」の建設に
役
やく

立
だ

つ製品ともいうことができます。
　「よりよい社会」のイメージは、時

じ

代
だい

とともに変
へん

化
か

しています。国
こく

連
れん

が採
さい

択
たく

した持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（SDGs）とい
うものがありますが、未

み

来
らい

を考
かんが

える上
うえ

でとても参
さん

考
こう

になります。
　私たちは、エネルギーを消

しょう

費
ひ

して、
貴

き

重
ちょう

な金属資
し

源
げん

を箔や粉の形
かたち

に加工し
て社会に提供しています。そのため、
箔や粉の作

つく

り方
かた

・使
つか

われ方・捨
す

てられ
方という製品の一

いっ

生
しょう

（ライフサイク
ル）という視

し

点
てん

から、リサイクル材料
の活

かつ

用
よう

、省
しょう

エネ化
か

など SDGs に貢
こう

献
けん

す
るさまざまな活

かつ

動
どう

をしています。
　昔

むかし

と同
おな

じやり方では、時代に取
と

り残
のこ

されてしまうかもしれないという危
き

機
き

感
かん

を持
も

って、常
つね

に創意工夫をこらして
変
へん

化
か

に取
と

り組
く

んでいきます。
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先端デジタル技術で
独自の地域貢献

　複
ふく

写
しゃ

機
き

（コピー機
き

）を世
せ

界
かい

で初
はじ

めて製
せい

造
ぞう

したことを起
き

源
げん

に、会
かい

社
しゃ

での業
ぎょう

務
む

効
こう

率
りつ

化
か

に貢
こう

献
けん

すべく活
かつ

動
どう

しています。インターネットの普
ふ

及
きゅう

により、コミュ
ニケーションの取

と

り方
かた

も大
おお

きく変
へん

化
か

しています。
　最

さい

先
せん

端
たん

のデジタル技
ぎ

術
じゅつ

で、オフィス環
かん

境
きょう

・業務の改
かい

善
ぜん

に貢献しています。

オフィス環境の改善から文化財保護まで
先端のデジタル技術で社会・地域に貢献

各種プリンタ・システム
販売・メンテナンス

富
ふ

士
じ

フイルムビジネスイノベーション
ジャパン株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

 京
きょう

都
と

支
し

社
しゃ

京都支社＝京都市中京区三条通烏丸西入
御倉町 85 番地１　KDX 烏丸ビル

　当
とう

社
しゃ

は 2021 年
ねん

4 月
がつ

、長
なが

年
ねん

親
した

しま
れた「富士ゼロッ
クス」から「富士
フイルムビジネス
イノベーションジ
ャパン」へ社

しゃ

名
めい

変
へん

更
こう

しました。コロ
ナの影

えい

響
きょう

で在
ざい

宅
たく

勤
きん

務
む

やDX（さまざまな
業務のデジタル化

か

）など、新
あたら

しい働
はたら

き
方
かた

へ向
む

けた社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

の取
と

り組
く

みが進
すす

む
中
なか

、最先端のデジタル技術でお客
きゃく

さま
のビジネスにイノベーション（技術革

かく

新
しん

）をお届
とど

けするため、オフィス環境の
改善の提

てい

案
あん

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めています。
　一

いっ

方
ぽう

で私
わたし

の生
う

まれ故
こ

郷
きょう

でもある京都
は、長

なが

い歴史の中で独
どく

自
じ

の文
ぶん

化
か

を育
はぐく

み、
発
はっ

展
てん

してきました。歴
れき

史
し

的
てき

にも極
きわ

めて
貴

き

重
ちょう

な文
ぶん

献
けん

や資
し

料
りょう

も多
おお

く、京都支社で
は 10 年以

い

上
じょう

前
まえ

から府
ふ

下
か

の古
こ

文
もん

書
じょ

や文
ぶん

化
か

財
ざい

の複製・復
ふく

元
げん

事
じ

業
ぎょう

を推
お

し進めてき
ましたが、ここでもスキャンや特

とく

殊
しゅ

な
トナーを使

つか

った先端デジタル技術が不
ふ

可
か

欠
けつ

です。20 年
ねん

度
ど

に文化財の所
しょ

有
ゆう

者
しゃ

さ
まへ利

り

益
えき

を還
かん

元
げん

できる新しい仕
し

組
く

みが
「グッドデザイン賞

しょう

」を頂
いただ

き、他
た

府
ふ

県
けん

か
らの問

と

い合
あ

わせも増
ふ

え活動地
ち

域
いき

を拡
かく

大
だい

しています。
　先端デジタル技術を最

さい

大
だい

限
げん

活用し本
ほん

来
らい

の企
き

業
ぎょう

活動に取り組むだけでなく、
地域にしっかりと根

ね

付
づ

いた独自の活動
で地

じ

元
もと

の京都に貢献できるよう一
いっ

層
そう

努
ど

力
りょく

してまいります。

　複
ふく

製
せい

『三
み

好
よし

長
なが

慶
よし

書
しょ

状
じょう

』はふるさと学
がく

習
しゅう

や社
しゃ

会
かい

科
か

歴
れき

史
し

の授
じゅ

業
ぎょう

の教
きょう

材
ざい

として活
かつ

用
よう

さ
れています。実

じつ

物
ぶつ

に限
かぎ

りなく近
ちか

い「本
ほん

物
もの

」
に触

ふ

れることで、探
たん

求
きゅう

心
しん

にスイッチが入
はい

り、深
ふか

い学
まな

びに導
みちび

かれる子
こ

どもたち。活
用の可

か

能
のう

性
せい

が広
ひろ

がっています。

「遠くから観る」から「触れる」時代へ

スマホの写真はセブン-イレブンでいつでもプリント

◎創立年／ 2021 年
◎従業員数／  10,194人※2021年5月時点
◎拠点数／ 京都 3 カ所・滋賀 3 カ所

富士フイルムビジネスイノベーション
ジャパン株式会社 京都支社 支社長

山
や ま

口
ぐ ち

 渉
わたる

さん

向日市立第二向陽小学校 中西校長先生
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◎開学年／ 1912 年
◎学生数／約 6,000 人
◎紫野キャンパス・二条キャンパス

京都市北区紫野北花ノ坊町 96
（紫野キャンパス）

　佛教大学は 1912 年
ねん

に開
かい

学
がく

し、現
げん

在
ざい

は仏
ぶっ

教
きょう

学
がく

部
ぶ

、文
ぶん

学部、教
きょう

育
いく

学部、歴
れき

史
し

学部、社
しゃ

会
かい

学部、社会福
ふく

祉
し

学部、保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

技
ぎ

術
じゅつ

学部の 7 学部 15 学
がっ

科
か

、大
だい

学
がく

院
いん

4 研
けん

究
きゅう

科
か

7 専
せん

攻
こう

を有
ゆう

する総
そう

合
ごう

大学です。仏教精
せい

神
しん

を建
けん

学
がく

の理
り

念
ねん

として、社
会に貢

こう

献
けん

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

んでいます。

還愚（げんぐ）の心大学 佛
ぶっ

教
きょう

大
だい

学
がく

はじまりは、自分のなかにある。
向き合う人に、寄り添う大学

　毎
まい

年
とし

700名
めい

近
ちか

い学
がく

生
せい

が卒
そつ

業
ぎょう

と同
どう

時
じ

に小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学校・高
こう

等
とう

学校・幼
よう

稚
ち

園
えん

などの
教
きょう

員
いん

免
めん

許
きょ

状
じょう

を取
しゅ

得
とく

しており、多
おお

くの卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

が教
きょう

育
いく

現
げん

場
ば

で活
かつ

躍
やく

しています。あなた
の学校にも佛

ぶつ

大
だい

出
しゅっ

身
しん

の先
せん

生
せい

がいるかもし
れません。

教職なら佛大！多くの教員を輩出！

関西初となる大学通信教育課程を開設
　1953 年に通

つう

信
しん

教
きょう

育
いく

課
か

程
てい

を開
かい

設
せつ

し、
「いつでも・どこでも・だれでも」を合

あい

言
こと

葉
ば

に70年
ねん

近
ちか

くにわたり生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

の場
ば

を提
てい

供
きょう

してきました。現
げん

在
ざい

も、全
ぜん

国
こく

から
18 ～ 90 歳

さい

までの学生がそれぞれの
目
もく

標
ひょう

に向
む

かって学
まな

んでいます。

紫野キャンパス

佛教大学 学長

　本
ほん

学
がく

の建学の理
念は仏教精神であ
り、釈

しゃく

尊
そん

と法
ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

の教
おし

えが支
し

柱
ちゅう

と
なっています。法
然 上 人 の 教 え に

「還
げん

愚
ぐ

」がありま
す。約

やく

850 年前
まえ

、
ここ京

きょう

都
と

から念
ねん

仏
ぶつ

信
しん

仰
こう

を発
はっ

信
しん

された法
然上人の根

こん

本
ぽん

精神ともいえる考
かんが

え方
かた

で、「自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を正
ただ

しく見
み

つめ、愚
おろ

かな
自分に還

かえ

るべきこと」を意
い

味
み

します。
　昨

さっ

今
こん

の SNS（会
かい

員
いん

制
せい

交
こう

流
りゅう

サイト）な
どで目

め

にする他
た

者
しゃ

への非
ひ

難
なん

が繰
く

り返
かえ

さ
れる行

こう

為
い

には目を覆
おお

いたくなります。
犯
おか

した過
あやま

ちに対
たい

する非難は受
う

けねばな
らないし、批

ひ

判
はん

を恐
おそ

れて悪
あく

事
じ

を隠
かく

すこ
とも許

ゆる

されるべきではありません。し
かし、謝

しゃ

罪
ざい

している人
ひと

に向
む

かってしつ
こく悪

あく

意
い

に満
み

ちた言
こと

葉
ば

を浴
あ

びせる姿
すがた

に
も大

おお

きな問
もん

題
だい

を感
かん

じます。
　私

わたし

たち自
じ

身
しん

、絶
ぜっ

対
たい

に過ちを犯さない
とは言

い

い切
き

れません。私たちは人をね
たみ、うらやみ、自分だけ良

よ

ければと
思
おも

いがちです。しかし、本
ほん

当
とう

の自分を
正しく見つめ、自

みずか

らの愚かさにの愚かさに気気
きき

付付
づづ

くく
時時
ときとき

、、目目
めめ

指指
ざざ

すべき姿やすべき姿や進進
すすすす

むべきむべき道道
みちみち

はおのはおの
ずとあらわになります。佛教大学でずとあらわになります。佛教大学で
は、この「は、この「還還

げんげん

愚愚
ぐぐ

」の教えに」の教えに基基
もともと

づき、づき、一一
ひとひと

人人
りり

一人の、そして社会一人の、そして社会全全
ぜんぜん

体体
たいたい

のあるべきのあるべき
姿を姿を考考

かんがかんが

え、そのための取り組みを、こえ、そのための取り組みを、こ
こ京都から発信していきます。こ京都から発信していきます。

伊
い

藤
と う

 真
ま さ

宏
ひ ろ

さん
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◎創業年／ 1928（昭和３）年
◎従業員数／ 509 人※ 2021 年 6 月現在
◎拠点数／ 9 カ所

本社＝京都市伏見区竹田藁屋町 50 番地

　京
きょう

都
と

・滋
し

賀
が

を中
ちゅう

心
しん

に、大
おお

阪
さか

、奈
な

良
ら

、兵
ひょう

庫
ご

、福
ふく

井
い

の病
びょう

院
いん

や役
やく

所
しょ

、大
だい

学
がく

、研
けん

究
きゅう

所
じょ

などに医
い

療
りょう

機
き

器
き

の販
はん

売
ばい

を行
おこな

っている総
そう

合
ごう

商
しょう

社
しゃ

です。医療機器の販売を通
つう

じ
て、かけがえのない生

せい

命
めい

と健
けん

康
こう

を守
まも

ることが私
わたし

たちの使
し

命
めい

です。

こころづかい医療商社 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

増
ます

田
だ

医
い

科
か

器
き

械
かい

あらゆる医療機器の販売を通じて
医療の現場を支える

　創
そう

業
ぎょう

94 年
ねん

を迎
むか

える当
とう

社
しゃ

が、創
そう

業
ぎょう

時
じ

より掲
かか

げ続
つづ

けてきた精
せい

神
しん

です。病
びょう

院
いん

内
ない

で必
ひつ

要
よう

とされるもの、例
たと

えば注
ちゅう

射
しゃ

器
き

やガーゼなどの消
しょう

耗
もう

品
ひん

から手
しゅ

術
じゅつ

器
き

具
ぐ

や
検
けん

査
さ

機器、ベッドや車
くるま

いす、照
しょう

明
めい

器具や書
しょ

籍
せき

まで、医療の現
げん

場
ば

を支
ささ

えるため
の多

おお

くの製
せい

品
ひん

を取
と

り扱
あつか

っています。

お客さまが必要とされるものはすべて提供

築いた信頼関係が成果につながる充実感
　地

じ

元
もと

京都で働
はたら

きたいという希
き

望
ぼう

があ
りました。専

せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

は先
せん

輩
ぱい

社
しゃ

員
いん

に
少
すこ

しずつ学
まな

び、親
しん

身
み

なアドバイスがと
ても心

こころ

強
づよ

かったです。お客
きゃく

さまと信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を築
きず

き、成
せい

果
か

につながった時
とき

の充
じゅう

実
じつ

感
かん

がモチベーションです。

株式会社増田医科器械 
代表取締役社長

戸
と

島
じ ま

 耕
こ う

二
じ

さん

　確
たし

かに“こころ”
は 誰

だれ

に も 見
み

え な
い けれど、“ここ
ろづかい”は見え
るのだ 同

おな

じよう
に胸

むね

の中
なか

の“思
おも

い”
は見えない けれ
ど“思いやり”は

誰にでも見える
　詩

し

人
じん

・宮
みや

澤
ざわ

章
しょう

二
じ

の詩
し

の一
いっ

節
せつ

です。“こ
ころ”を「つかう」、“思い”を「やる」
－つまり、心

こころ

や思いは、具
ぐ

体
たい

的
てき

な行
こう

為
い

に表
あらわ

してこそ、相
あい

手
て

に伝
つた

わるものだと
いうことでしょう。
　当社は医療機器の総合商社として
2022 年で創業 94 年を迎えます。今

こん

回
かい

、コロナ禍
か

という前
ぜん

代
だい

未
み

聞
もん

の苦
く

難
なん

に
直
ちょく

面
めん

しました。取
とり

引
ひき

先
さき

の医療機
き

関
かん

が危
き

機
き

に陥
おちい

った時
とき

、私たちにできることは
何
なに

かを改
あらた

めて深
ふか

く問
と

い直
なお

しました。医
療材

ざい

料
りょう

を安
あん

定
てい

供
きょう

給
きゅう

するのが私たちの使
し

命
めい

です。医療施
し

設
せつ

や医療従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の方
かた

々
がた

は、単
たん

に商
しょう

売
ばい

上
じょう

の取引先ではなく、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

の医療を担
にな

う共
きょう

同
どう

体
たい

、同
どう

志
し

だ
と強

つよ

く感
かん

じました。共
とも

に支
ささ

え合
あ

うこと
の大

たい

切
せつ

さに改めて気
き

付
づ

かされたので
す。
　今

こん

後
ご

も、医療従事者の皆
みな

さまと連
れん

携
けい

、協
きょう

力
りょく

し、「こころづかい」と「思い
やり」を持

も

って、この困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

え
ていきたいと決

けつ

意
い

しています。

川
かわ

口
ぐち

 康
やす

典
のり

さん（理化学事業部、京都市左京区出身）
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新たな価値を求めて

　京
きょう

都
と

を中
ちゅう

心
しん

に、滋
し

賀
が

・大
おお

阪
さか

・奈
な

良
ら

・広
ひろ

島
しま

で、メルセデス・ベンツ、BMW、
MINI、アウディ、フォルクスワーゲン、smart、マセラティ、マツダ、スズキ、
ポルシェの正

せい

規
き

販
はん

売
ばい

店
てん

を運
うん

営
えい

。さらには、飲
いん

食
しょく

店
てん

、カーインテリア、ウェルネ
ス、観

かん

光
こう

、アート事
じ

業
ぎょう

など幅
はば

広
ひろ

く展
てん

開
かい

しています。

国内外の 10 ブランドを取り扱い
カーライフに新たな価値を

自動車
小売業

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

マツシマホールディングス

◎創業年／ 1955 年
◎従業員数／  765 人（グループ合計）
◎拠点数／国内 39 カ所・海外 2 カ所

京都市右京区西院寿町 40 番地の 3

　車の　車の移移
いい

動動
どうどう

というという
機機

きき

能能
のうのう

的的
てきてき

なな価価
かか

値値
ちち

だけだけ
ではなく、こだわではなく、こだわ
り やり や自自

じじ

己己
ここ

表表
ひょうひょう

現現
げんげん

なな
ど、ど、目目

めめ

にに見見
みみ

えないえない
価 値 を価 値 を大大

だいだい

事事
じじ

に しに し
て、マツダとスズて、マツダとスズ
キをはじめ、キをはじめ、輸輸

ゆゆ

入入
にゅうにゅう

車車
しゃしゃ

ではメルセデス ・ ベンツ、smart、ではメルセデス ・ ベンツ、smart、
BMW、MINI、アウディ、フォルクスワBMW、MINI、アウディ、フォルクスワ
ーゲン、マセラティ、ポルシェのーゲン、マセラティ、ポルシェの計計

けいけい

1010
ブランドをブランドを取取

とと

りり扱扱
あつかあつか

ってきました。ってきました。最最
さいさい

近近
きんきん

では、では、全全
すべすべ

てのての人人
ひとひと

にに自自
じじ

分分
ぶんぶん

らしいすてきならしいすてきな
カーライフをカーライフを送送

おくおく

っていただきたいと、っていただきたいと、
取り扱うブランドから取り扱うブランドから好好

すす

きな車をきな車を福福
ふくふく

祉祉
しし

車車
しゃしゃ

両両
りょうりょう

にに改改
かいかい

造造
ぞうぞう

するサービスをするサービスを始始
はじはじ

めていまめていま
す。さらに、プレミアムな車です。さらに、プレミアムな車で送送

そうそう

迎迎
げいげい

やや観観
かんかん

光光
こうこう

案案
あんあん

内内
ないない

をするハイヤー事業を展開し、をするハイヤー事業を展開し、
移動移動自自

じじ

体体
たいたい

に価値をに価値を持持
もも

たせられるようなたせられるような
サービスもサービスも提提

ていてい

供供
きょうきょう

しています。また、京都しています。また、京都
のの歴歴

れきれき

史史
しし

的的
てきてき

な価値、な価値、文文
ぶんぶん

化化
かか

的的
てきてき

な価値をな価値を未未
みみ

来来
らいらい

につなぐため、伝統工芸やアート、スポにつなぐため、伝統工芸やアート、スポ
ーツ、ーツ、食食

しょくしょく

などの文化になどの文化に貢貢
こうこう

献献
けんけん

できるようできるよう
努努
つとつと

めてきました。めてきました。
　人にはそれぞれ　人にはそれぞれ物物

ものもの

語語
がたりがたり

がありがあり夢夢
ゆめゆめ

がありがあり
ます。ます。私私

わたしわたし

たちの車やサービスは、どんなたちの車やサービスは、どんな
ふうにふうに関関

かかかか

わることができるのか、どのわることができるのか、どの
ようなような体体

たいたい

験験
けんけん

とと感感
かんかん

動動
どうどう

という価値をおという価値をお届届
とどとど

けけ
できるか、そこに私たちのチャレンジできるか、そこに私たちのチャレンジ
があります。そのために私たちは、があります。そのために私たちは、誰誰

だれだれ

かか
のの人人

じんじん

生生
せいせい

にに向向
むむ

きき合合
ああ

い、その人らしさにい、その人らしさに寄寄
よよ

りり添添
そそ

うことがうことが不不
ふふ

可可
かか

欠欠
けつけつ

だとだと考考
かんがかんが

えています。えています。

　 京都の伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

士
し

とコラボして、独
どく

自
じ

ブランド「K
キワコト

iwakoto」を立
た

ち上
あ

げ、西
にし

陣
じん

織
おり

や漆
うるし

、金
きん

箔
ぱく

などで車
くるま

をカスタマイズ。
独
どく

創
そう

的
てき

なアイデアで、自
じ

動
どう

車
しゃ

以
い

外
がい

にも多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な事業展開を行
おこな

っています。

車を売るだけではないのです

ありがとうの言葉の重みを肌で感じられる
　お店

みせ

の顔
かお

として、自
じ

分
ぶん

宛
あ

てにご来
らい

店
てん

く
ださるお客

きゃく

さまがいらっしゃること、お
客さまと何

なに

気
げ

ない会
かい

話
わ

ができる関
かん

係
けい

を築
きず

けることが、やりがいです。また、お客
さまやスタッフからの「ありがとう」の
言
こと

葉
ば

には、達
たっ

成
せい

感
かん

と喜
よろこ

びを感
かん

じます。

マツシマの多彩な事業を紹介する展示会を国立京都国際会館で開催

株式会社マツシマホールディングス　
代表取締役社長

松
ま つ

島
し ま

 一
か ず

晃
あ き

さん

西陣織で室内を装飾した BMW X7

西
にし

尾
お

その子
こ

さん（京都市西京区出身）
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◎創業年／ 1716 年（設立 1958 年）
本社＝京都市東山区柚木町 353-18

　「自
し

然
ぜん

を尊
とうと

ぶ」という日
に

本
ほん

人
じん

の気
き

質
しつ

に基
もと

づいた「食
しょく

」に関
かん

する習
なら

わしを発
はっ

信
しん

するため、京
きょう

料
りょう

理
り

を基に日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を伝
つた

える本
ほん

店
てん

「竹
たけ

茂
しげ

楼
ろう

」をはじめ「美濃吉」
を京

きょう

都
と

、大
おお

阪
さか

、首
しゅ

都
と

圏
けん

中
ちゅう

心
しん

に全
ぜん

国
こく

展
てん

開
かい

しています。

「文明の食」から
「文化の食」へ

日本料理店 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

美
み

濃
の

吉
きち

ごちそうさまと手を合わせる
伝統的な美しい食文化をこれからも

　日本料理店として、四
し

季
き

をめでる心
こころ

を
大
たい

切
せつ

に、「京料理」、深
ふか

い趣
おもむき

をたたえる「し
つらい」、おもてなしの心を表

あらわ

した「装
よそお

い」「ふるまい」による、日本文化の凝
ぎょう

縮
しゅく

空
くう

間
かん

を提
てい

供
きょう

してきました。

食と伝統のテーマパーク

伝統と革新の連続で食文化を継承
　江

え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

、八
はち

代
だい

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

の時
じ

代
だい

より
300 余

よ

年
ねん

にわたり革
かく

新
しん

を積
つ

み重
かさ

ね、伝
でん

統
とう

を築
きず

いてきました。これからもその時
とき

の
流
りゅう

行
こう

に惑
まど

わされず京料理を通
つう

じ日本の
文化を楽

たの

しむ優
やさ

しい食空間を提供し心
の豊

ゆた

かさを追
お

い求
もと

めていきます。

　今
いま

、全
ぜん

企
き

業
ぎょう

に期
き

待
たい

されている SDGs
（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）。食の分
ぶん

野
や

で
は、従

じゅう

来
らい

のチェーンシステムで事
じ

業
ぎょう

規
き

模
ぼ

の拡
かく

大
だい

を目
め

指
ざ

す「文
ぶん

明
めい

の食」ではな
く、300 種

しゅ

類
るい

にも及
およ

ぶ包
ほう

丁
ちょう

を巧
たく

みに使
つか

い分
わ

け、発
はっ

酵
こう

や「出
だ

汁
し

」などの伝統の
知

ち

恵
え

を生
い

かした「素
そ

材
ざい

を使
つか

い切
き

る食文
化」「一

いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

の知
ち

食
しょく

」（ユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

）が世
せ

界
かい

の SDGs に役
やく

立
だ

つと期待されています。
　美濃吉は代

だい

々
だい

、このような「四季
折
おり

々
おり

の素材を使い切る食文化」「もっ
たいないの精

せい

神
しん

」、それに自然の恵
めぐ

み
に対

たい

する感
かん

謝
しゃ

の心・畏
い

敬
けい

（おそれ敬
うやま

う
こと）の念

ねん

「ごちそうさま」と手
て

を合
あ

わせる伝
でん

統
とう

的
てき

な美
うつく

しい本
ほん

物
もの

の日本の食
文化を 300 年にわたり提供し続

つづ

けて
きました。
　300 年続いた秘

ひ

訣
けつ

は？
　強

し

いて言
い

えば、代々佐
さ

竹
たけ

家
け

の当
とう

主
しゅ

が
その時、その折の時代の流

なが

れに適
てき

応
おう

す
べく、進

しん

取
しゅ

の精神、挑
ちょう

戦
せん

する勇
ゆう

気
き

、柔
じゅう

軟
なん

な発
はっ

想
そう

、そして優しさ（人
ひと

を大切に
すること）を大

だい

事
じ

にしてきたからでし
ょうか。
　その美濃吉の DNA に加

くわ

え、その時
代に働

はたら

いておられた先
せん

人
じん

（従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

）の
皆
みな

さまの努
ど

力
りょく

、精
しょう

進
じん

、その結
けっ

果
か

として
の「ご縁

えん

（運
うん

）」だと思
おも

います。

佐
さ

竹
た け

 力
り き

總
ふ さ

さん  株式会社美濃吉 代表取締役会長
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進取の気風と創意工夫が
明日を開く

　京
きょう

都
と

最
さい

大
おお

手
て

「三
み

つ葉
ば

のマーク」のタクシー・ハイヤー事
じ

業
ぎょう

、遠
えん

足
そく

や修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

などでもおなじみの観
かん

光
こう

バス事業、地
ち

域
いき

密
みっ

着
ちゃく

の路
ろ

線
せん

バス事業、自
じ

動
どう

車
しゃ

販
はん

売
ばい

事業（京都トヨタ・ネッツトヨタヤサカ）、エネルギー事業、旅
りょ

行
こう

事業、不
ふ

動
どう

産
さん

事業など 7 業
ぎょう

種
しゅ

16 社、社
しゃ

員
いん

数
すう

3,700 人
にん

で事業展
てん

開
かい

しています。

三つ葉のマークに込めた心とともに
お客さまを「おもてなし」

旅客運送事業
（モビリティ―サービス）

彌
や

榮
さか

自
じ

動
どう

車
しゃ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

（ヤサカグループ本
ほん

社
しゃ

）
　アメリカで自動
車の大

たい

量
りょう

生
せい

産
さん

が始
はじ

まって間
ま

もなく、
創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

の粂
くめ

田
だ

幸
こう

次
じ

郎
ろう

は明
めい

治
じ

末
まつ

年
ねん

に京
きょう

都
と

で日
にっ

光
こう

社
しゃ

という
会
かい

社
しゃ

を興
おこ

し、自動
車事業をスタート

しました。まだ人
じん

力
りき

車
しゃ

が溢
あふ

れていた時
じ

代
だい

の今
いま

風
ふう

に言
い

えばベンチャーそのもの
でした。京都で初

はじ

めての自動車販売事
業で礎を築

きず

き、ハイヤーや乗
のり

合
あい

自動車
（バス）を創業。1945（昭

しょう

和
わ

20）年に
京
きょう

都
と

市
し

内
ない

の全
すべ

てのハイヤー会社を戦
せん

時
じ

統
とう

合
ごう

して現
げん

在
ざい

の彌榮自動車（ヤサカグ
ループ本社）となりました。
　社

しゃ

名
めい

の「彌榮」は「ますます栄
さか

える」
という意

い

味
み

の日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の言
こと

葉
ば

です。ハ
イヤーの「おもてなし」の原

げん

型
けい

と言
い

える
「おふれまい」という舞

まい

妓
こ

さんの送
そう

迎
げい

や
祇

ぎ

園
おん

祭
まつり

の長
なぎ

刀
なた

鉾
ぼこ

のお稚
ち

児
ご

さんの送
そう

迎
げい

な
ど日

に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

が息
いき

づく京都で育
はぐく

ま
れてきました。市

し

民
みん

の皆
みな

さんの身
み

近
ぢか

な
交
こう

通
つう

機
き

関
かん

であるとともに、京都の魅
み

力
りょく

を観
かん

光
こう

客
きゃく

の皆さんにお伝
つた

えする役
やく

割
わり

も
果

は

たしています。
　「幸

こう

運
うん

の四
よ

つ葉
ば

のタクシー」や上
かみ

賀
が

茂
も

神
じん

社
じゃ

の 21 年に 1 度
ど

の神
しん

事
じ

「式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

」
を機

き

会
かい

に運
うん

行
こう

開
かい

始
し

した「あふひの二
ふた

葉
ば

タクシー」、「ラブクローバー号」など
京都企

き

業
ぎょう

としての持
も

ち味
あじ

を生
い

かした創
そう

意
い

工
く

夫
ふう

を重
かさ

ねて、京都らしい新
あら

たな伝
でん

統
とう

の創
そう

造
ぞう

に取
と

り組
く

んでいます。

　1998 年
ねん

5 月
がつ

に誕
たん

生
じょう

したヤサカ「初
しょ

代
だい

プリウス」は世
せ

界
かい

初
はつ

のエコカータク
シー。年

ねん

間
かん

で 9 万
まん

8 千
せん

キロの走
そう

行
こう

を達
たっ

成
せい

し、トヨタ自動車の研
けん

究
きゅう

所
じょ

で部
ぶ

品
ひん

一
ひと

つ一つの耐
たい

久
きゅう

性
せい

などが分
ぶん

析
せき

され、その
後

ご

のエコカー開
かい

発
はつ

の礎
いしずえ

となりました。

歴史あるハイヤー会社として

世界初エコカータクシーの誕生

◎設立年／ 1945 年（創業 1917 年）
◎従業員数／  1,000 人 

（グループ計 3,700 人）

京都市下京区中堂寺櫛笥町１番地

　京都を代
だい

表
ひょう

するハイヤー会社として皇
こう

室
しつ

や各
かっ

国
こく

の元
げん

首
しゅ

・首
しゅ

相
しょう

などの要
よう

人
じん

輸
ゆ

送
そう

を
担
たん

当
とう

。宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

や文
ぶん

豪
ごう

など教
きょう

科
か

書
しょ

でも
おなじみの人

じん

物
ぶつ

も。社
しゃ

長
ちょう

室
しつ

に掲
かか

げる京
きょう

都
と

府
ふ

営
えい

業
ぎょう

用
よう

自動車第
だい

1 号
ごう

の木
もく

製
せい

鑑
かん

札
さつ

は自
じ

動
どう

車
しゃ

史
し

の貴
き

重
ちょう

な資
し

料
りょう

です。

彌榮自動車株式会社　
取締役社長

粂
く め

田
だ

 佳
よ し

幸
ゆ き

さん
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　飛
ひ

行
こう

機
き

や自動車など、乗
の

り物
もの

を軽
かる

くする
ために使

つか

われている「構
こう

造
ぞう

最
さい

適
てき

化
か

技
ぎ

術
じゅつ

」を
初
はじ

めて取出ロボット分
ぶん

野
や

に応
おう

用
よう

しました。
この技術で設

せっ

計
けい

した部品は、自
し

然
ぜん

界
かい

にある
木

き

や鳥
とり

の翼
つばさ

と似
に

て無
む

理
り

のない正
ただ

しい形
かたち

とな
り、より高速な動きを実

じつ

現
げん

します。

◎設立／ 1973 年
◎従業員数／ 681 人（連結）
◎拠点数／国内 17 カ所、海外 36 カ所

　私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

にとってなくてはならないスマホや自
じ

動
どう

車
しゃ

、医
い

療
りょう

用
よう

品
ひん

などの
部

ぶ

品
ひん

を成
せい

形
けい

する金
かな

型
がた

から素
す

早
ばや

く取
と

り出
だ

すロボットをつくっています。高
こう

速
そく

で
休
やす

まず動
うご

き続
つづ

けることができるユーシン精機の取
とり

出
だし

ロボットは世
せ

界
かい

中
じゅう

の成形
工
こう

場
じょう

の中
なか

で省
しょう

エネルギーで生
せい

産
さん

性
せい

の高
たか

いモノづくりをサポートします。

取出ロボット世界最速の秘密

　「まず、想
おも

いに
届
とど

く」は、当
とう

社
しゃ

の
スローガンです。
まず、何

なに

をおいて
も 大

たい

切
せつ

な こ と は
「相

あい

手
て

の想いに届
く」仕事をするこ
とだという意

い

味
み

で
す。産

さん

業
ぎょう

用
よう

ロボットを提
てい

供
きょう

する当社
は、工場の生産性向

こう

上
じょう

や、安
あん

全
ぜん

な職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

の実現といったお客
きゃく

さまの「想
い」に届き、その期

き

待
たい

を超
こ

えたいと願
ねが

っています。「相手の想い」に届いて、
喜
よろこ

んでいただけたら、私たち働
はたら

く仲
なか

間
ま

にとってもやりがいとなり、次
つぎ

の仕事
が楽

たの

しみになります。
　「相手の想い」に届くためには、要

よう

望
ぼう

されることの本
ほん

質
しつ

を理
り

解
かい

しなければな
りませんが、これが簡

かん

単
たん

ではありませ
ん。人は手

しゅ

段
だん

を目
もく

的
てき

と取
と

り違
ちが

えてしま
うことがありますし、何

なん

人
にん

もの人を介
かい

して伝
でん

達
たつ

しているうちに、発
はっ

信
しん

者
しゃ

の意
い

図
と

と異
こと

なった情
じょう

報
ほう

が届いてしまったり
します。いつも、相手の要望の「本質」
を理解する努

ど

力
りょく

を重
かさ

ねる会社でありた
いと思

おも

っています。
　また、現

げん

代
だい

においては、「相手の想い
に届く」活

かつ

動
どう

の対
たい

象
しょう

は、「将
しょう

来
らい

の人
じん

類
るい

に
とっての生

せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

」を含
ふく

みます。当社
はこれまで、省エネルギーで環境への
負

ふ

荷
か

が小
ちい

さいロボットを開
かい

発
はつ

してきま
した。その点

てん

において、今
こん

後
ご

も一
いっ

層
そう

、
粘
ねば

り強
づよ

く取
と

り組
く

みたいと思います。

まず、想いに届く製造業 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ユーシン精
せい

機
き

高速取出ロボットで
世界中のモノづくりをサポート

モノづくりの自動化で社会に貢献したい
　自

じ

分
ぶん

が設計したロボットが組
く

み立
た

て
られ動いている姿

すがた

を見
み

たときに、仕
し

事
ごと

のやりがいを感
かん

じます。これからも、モ
ノづくりの自

じ

動
どう

化
か

分
ぶん

野
や

で世界中の人
ひと

々
びと

の暮
く

らしを良
よ

くすることができる装
そう

置
ち

やロボットを設計していきたいです。

京都市南区久世殿城町 555 番地

取出ロボット「FRA」

株式会社ユーシン精機 
代表取締役社長

小
こ

谷
た に

 高
た か

代
よ

さん

國
くに

光
みつ

 優
ゆう

作
さく

さん（装置開発部、京都市伏見区出身）
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◎創立年／ 1900 年
◎学生数／  32,467 人  

※ 2021 年 5 月 1 日時点

京都市中京区西ノ京朱雀町 1

　立命館大学は、16 学
がく

部
ぶ

、21 研
けん

究
きゅう

科
か

を有
ゆう

する総
そう

合
ごう

大学です。キャンパス
は、京

きょう

都
と

府
ふ

（衣
きぬ

笠
がさ

、朱
す

雀
ざく

）、滋
し

賀
が

県
けん

（びわこ・くさつ）、大
おお

阪
さか

府
ふ

（大阪いば
らき）に展

てん

開
かい

しています。地
ち

域
いき

、産
さん

業
ぎょう

界
かい

、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

とのネットワークを生
い

かし、学部の枠
わく

を超
こ

えて人
じん

類
るい

的
てき

課
か

題
だい

に応
こた

える教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

に取
と

り組
く

んでいます。

挑戦をもっと自由に大学 立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

自由な挑戦で新たな社会的価値を
創造する人材の育成

　立命館大学は、起
き

業
ぎょう

家
か

の養
よう

成
せい

に力
ちから

を入
い

れています。大
だい

学
がく

発
はつ

のベンチャー
企

き

業
ぎょう

数
すう

は 2017 年
ねん

度
ど

と 20 年度を比
ひ

較
かく

すると、2.3 倍
ばい

と大
おお

きく躍
やく

進
しん

しまし
た。また、19 年度には、ビジネスを通

つう

じて社
しゃ

会
かい

課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

を目
め

指
ざ

す人
じん

材
ざい

を
育
いく

成
せい

するプラットフォーム（基
き

盤
ばん

となる環
かん

境
きょう

）「R
リミックス

IMIX」を立
た

ち上
あ

げました。
起業家、すなわち「イノベーション・創

そう

発
はつ

性
せい

人
じん

材
ざい

」を生
う

み出
だ

すことで、社
会共

きょう

生
せい

価
か

値
ち

の創
そう

造
ぞう

、そして次
じ

世
せ

代
だい

研究大学の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

します。

起業するなら立命館

学生生活を共にするキャンパス

びわこ・くさつキャンパス大阪いばらきキャンパス

立命館大学衣笠キャンパス

学校法人 立命館
総長

仲
な か

谷
た に

 善
よ し

雄
お

さん

　2020 年、立命
館は創

そう

始
し

150 年、
学
がく

園
えん

創
そう

立
りつ

120 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えました。
学園の祖

そ

・西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

、創
そう

立
りつ

者
しゃ

・中
なか

川
がわ

小
こ

十
じゅう

郎
ろう

の理
り

念
ねん

を
引

ひ

き継
つ

ぎ、建
けん

学
がく

の
精
せい

神
しん

である「自
じ

由
ゆう

と清
せい

新
しん

」の下
もと

、この
京都の地

ち

で歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

を重
おも

んじなが
ら、進

すす

んで新
あら

たな物
もの

事
ごと

に取り組む学
まな

び
やの創造に努

つと

めてきました。
　本学園は 2030 年に向

む

けたビジョン
ワードとして「挑

ちょう

戦
せん

をもっと自由に ～
Challenge your mind Change our 
Future」を策

さく

定
てい

しました。先
さき

を見
み

通
とお

すこ
とが困

こん

難
なん

な時
じ

代
だい

だからこそ、果
か

敢
かん

に「挑
戦」していくと宣

せん

言
げん

しています。
　建学の精神である「清新」は、すなわ
ち「innovation」であり、革新はいつ
の時代においても挑戦しなければ起

お

き
ません。立命館は一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

の自
じ

由
ゆう

な
挑戦を尊

そん

重
ちょう

し、そのマインドを育
はぐく

み、
支

し

援
えん

していきます。その上
うえ

で既
き

存
ぞん

の価
か

値
ち

観
かん

を超
こ

える主
しゅ

体
たい

的
てき

かつ創
そう

造
ぞう

力
りょく

のある
創発性人材を育成し、新たな価値創造
と社

しゃ

会
かい

実
じっ

装
そう

を実現する次世代研究大学
を目指していきます。未

み

来
らい

に向けて、
研究を通じて新しい知

ち

を探
さぐ

り、創
つく

り上
あ

げ、そして社会へ届
とど

け、後
こう

世
せい

に伝
つた

え、人
類に貢

こう

献
けん

する。立命館はそのような存
そん

在
ざい

であり続
つづ

けます。
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京都市伏見区深草塚本町 67

　龍谷大学の歴
れき

史
し

は古
ふる

く、1639（寛
かん

永
えい

16）年
ねん

に西
にし

本
ほん

願
がん

寺
じ

に設
もう

けられた教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

「学
がく

寮
りょう

」がその出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

です。2019 年
ねん

度
ど

に創
そう

立
りつ

380 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

え、日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

長
なが

く教育・研
けん

究
きゅう

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っている大学です。浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

の精
せい

神
しん

を建
けん

学
がく

の精神
とし、「仏

ぶっ

教
きょう

SDGs」という独
どく

自
じ

の視
し

点
てん

で多
た

様
よう

な取
と

り組
く

みを展
てん

開
かい

しています。

「対話」が開く新たな道大学 学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 龍
りゅう

谷
こく

大
だい

学
がく

380 年の教育・研究活動の実績を
地域や世界へ還元する

　国
こく

宝
ほう

『類
るい

聚
じゅう

古
こ

集
しゅう

』や『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』の写
しゃ

本
ほん

、『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』の初
しょ

版
はん

本
ぼん

など、歴
れき

史
し

的
てき

な
貴

き

重
ちょう

資
し

料
りょう

を多
た

数
すう

所
しょ

蔵
ぞう

。文
ぶん

化
か

財
ざい

をデジタル
アーカイブ化

か

し貴重資料画
が

像
ぞう

データベ
ース「龍

りゅう

谷
こく

蔵
ぞう

」で公
こう

開
かい

。世
せ

界
かい

中
じゅう

で教育や
研究に活

かつ

用
よう

されています。

貴重な歴史的資料を未来へ

メガソーラーを活用した地域貢献
　太

たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

による利
り

益
えき

を地
ち

域
いき

活
かっ

性
せい

化
か

のために還
かん

元
げん

することを目
もく

的
てき

とした地
域貢

こう

献
けん

型
がた

メガソーラー「龍谷ソーラー
パーク」を全

ぜん

国
こく

に 5 カ所
しょ

設
せっ

置
ち

し、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な地域発
はっ

展
てん

の実
じつ

現
げん

につなげていく
活動を行

おこな

っています。

◎創立年／ 1639 年
◎学生数／  20,068 人   

※ 2021 年 5 月 1 日現在

龍谷大学 学長
入
い り

澤
さ わ

 崇
たかし

さん

　ささいなことで
親
おや

ともめたり、ク
ラスメートの何

なに

気
げ

ない言
こと

葉
ば

にむかつ
いたり、学

がっ

校
こう

の成
せい

績
せき

が思
おも

うように伸
の

びないことでイラ
イラしたり、とか

く 10 代
だい

半
なか

ばは感
かん

情
じょう

に振
ふ

り回
まわ

されがち
です。負

ふ

の感情から抜
ぬ

け出
だ

す方
ほう

法
ほう

を学
校では教

おし

えてくれません。なにせ自
じ

分
ぶん

の「内
ない

面
めん

」に関
かか

わることですから。
　では、感情に振り回されず前

まえ

向
む

きに
なるには、どうしたらよいか？出

で

会
あ

い
が化

か

学
がく

反
はん

応
のう

をもたらす。このことを腹
はら

に据
す

えることです。出会いといって
も、見

み

知
し

らぬ人
ひと

と出会うことだけをい
うのではなく、すでによく知

し

っている
親やクラスメートや教

きょう

師
し

とも「出会い
直
なお

し」ができて、新
あら

たな道
みち

が見
み

えてく
るものです。どういうことか？「対

たい

話
わ

」
をするのです。「対話」は単

たん

なるおしゃ
べりとは違

ちが

います。誠
せい

実
じつ

な言
こと

葉
ば

を使
つか

っ
て、相

あい

手
て

と自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えの違いを見
み

極
きわ

め、自分に欠
か

けていたものを見
み

いだす
ことです。違いを理

り

解
かい

し、違いを受
う

け
入

い

れることができれば、感
かん

情
じょう

的
てき

対
たい

立
りつ

は
回
かい

避
ひ

されます。さらには自分の未
み

熟
じゅく

さ
に気

き

がつき、社
しゃ

会
かい

との回
かい

路
ろ

が見つかり
ます。そして相手の言

い

うことをしっか
りと聴

き

く姿
し

勢
せい

が相手の心
こころ

を揺
ゆ

り動
うご

かし
ます。「対話」は奇

き

跡
せき

を生
う

むのです。

『解体新書』『類聚古集』（龍谷大学図書館蔵）
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キッチンカーで
笑顔を運ぶ

　「お客
きゃく

さまのご来
らい

店
てん

が難
むずか

しいご時
じ

世
せい

なので、明
あか

るく元
げん

気
き

な話
わ

題
だい

を発
はっ

信
しん

でき
ないだろうか」というテーマでの会

かい

議
ぎ

中
ちゅう

に、1 人の社
しゃ

員
いん

から「こちらから出
で

向
む

くことはできませんか」との提
てい

案
あん

が
ありました。それが、お客さまの身

み

近
ぢか

にケーキをお届
とど

けしたいという複
ふく

数
すう

の
発
はっ

想
そう

と重
かさ

なり、初
はつ

のキッチンカーでの
移

い

動
どう

販
はん

売
ばい

が誕
たん

生
じょう

しました。
　キッチンカーでの販売を通

とお

して、た
くさんの喜

よろこ

びの声
こえ

を頂
ちょう

戴
だい

し、お客さま
の笑

え

顔
がお

とともにスタッフがやりがいを
実
じっ

感
かん

していることが伝
つた

わってきまし
た。そんな若

わか

い世
せ

代
だい

のやる気
き

パワーの
能
のう

力
りょく

を伸
の

ばし、仲
なか

間
ま

を育
いく

成
せい

し「人
じん

財
ざい

」を
創
つく

り出
だ

していくことが、京都の明るい
未

み

来
らい

の一
いち

助
じょ

となればと願
ねが

っています。
　世

よ

の中
なか

が変
へん

化
か

しても「お客さまに感
かん

動
どう

と喜
よろこ

びをお届
とど

けすることが私
わたし

たちの
喜びである」という創

そう

業
ぎょう

からの理
り

念
ねん

は
現
げん

在
ざい

も変
か

わりません。ロマンライフの
SDGs（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）…それ
は社

しゃ

会
かい

や環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

し、地
ち

域
いき

の皆
みな

さま
に喜んでいただきたい、お役

やく

立
だ

ちした
いとの思

おも

いを胸
むね

に、元気が出
で

るような
ことを発

はっ

信
しん

し続
つづ

けることです。京都の
街
まち

のどこかでマールブランシュキッチ
ンカーは洋菓子とともに笑顔で皆さま
をお待

ま

ちしております。

　洋
よう

菓
が

子
し

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

する「マールブランシュ事
じ

業
ぎょう

部
ぶ

」と、レストラン運
うん

営
えい

と
無

む

添
てん

加
か

調
ちょう

味
み

料
りょう

を製造・販売する「侘
わび

家
や

事業部」を展
てん

開
かい

。「京
きょう

都
と

クオリティ」をコ
ンセプトに、丁

てい

寧
ねい

で丹
たん

精
せい

込
こ

めたモノづくりやおもてなしを貫
つらぬ

き、地
じ

元
もと

への貢
こう

献
けん

を深
ふか

める企
き

業
ぎょう

を目
め

指
ざ

しています。

お客さまに感動と喜びをお届けする
洋菓子づくり

菓子メーカー・
販売

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ロマンライフ

◎創業年 /1951 年
◎従業員数／ 600 人
◎店舗数／ マールブランシュ：京都市内12店

舗、侘家古暦堂／京都市内 4 店舗

京都市山科区大塚北溝町 30 番地

　京都 宇
う

治
じ

白
しら

川
かわ

などの地
ち

域
いき

で作
つく

られた宇
う

治
じ

抹
まっ

茶
ちゃ

を使
つか

ったお濃
こい

茶
ちゃ

のラングド
シャに、オリジナルのホワイトチョコレートを挟

はさ

んだマールブランシュの
看
かん

板
ばん

商
しょう

品
ひん

。大
たい

切
せつ

に育
そだ

てたこだわりの茶
ちゃ

葉
ば

を、「茶
ちゃ

の菓
か

」のために最
もっと

もふさわ
しい色

いろ

・味
あじ

・香
かお

りのお濃茶に調
ちょう

合
ごう

。シェフの技
わざ

と五
ご

感
かん

で、口
くち

どけのよいラン
グドシャに焼

や

き上
あ

げました。京
きょう

スイーツの定
てい

番
ばん

、マールブランシュの顔
かお

とし
て、国

こく

内
ない

外
がい

で愛
あい

されるお菓
か

子
し

です。

名物 お濃茶ラングドシャ「茶の菓」

マールブランシュ京都北山本店お濃茶ラングドシャ「茶の菓」

「京のほんまもん」をお届け

マールブランシュ キッチンカー

河
か わ

内
う ち

 誠
まこと

さん  株式会社ロマンライフ 代表取締役社長
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生活者に寄り添い、
応援する企業へ

　2021 年 11 月
に、会社創

そう

立
りつ

72
周
しゅう

年
ねん

を 迎
むか

え ま し
た。「 す べ て の
人々に美しくなっ
てもらうことで広
く 社 会 に 寄 与 す
る」ことは、創立

以
い

来
らい

、受
う

け継
つ

がれてきたわが社
しゃ

の目標
であり、ミッションです。
　少

しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

やデジタル技術の普
ふ

及
きゅう

な
ど、社会環

かん

境
きょう

は大
おお

きく変
へん

化
か

し続
つづ

けてい
ます。女性に関

かん

しても、働
はたら

く人が増
ふ

え、
生

い

き方
かた

やライフスタイルも多
た

様
よう

化
か

して
います。
　ワコールはそのような一

ひと

人
り

一人に寄
よ

り添
そ

うことで、生
い

き生きとした人
じん

生
せい

を
送
おく

ってもらえるように応
おう

援
えん

すること
が、世の人々に美しくなってもらうこ
とにつながると考

かんが

えています。
　このような環境下で、事

じ

業
ぎょう

の持
じ

続
ぞく

的
てき

な成
せい

長
ちょう

と収
しゅう

益
えき

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を達
たっ

成
せい

するため
には、事業そのものが、変化する社会
や、そこに生きる人々に対

たい

して、価値
を提

てい

供
きょう

できているかが重
じゅう

要
よう

です。
　当

とう

社
しゃ

は今
こん

後
ご

も、一人一人のお客
きゃく

さま
と「深

ふか

く、広
ひろ

く、長
なが

く」お付
つ

き合
あ

いで
きる環境づくりを強

きょう

化
か

し、新
あたら

しい価値
の創

そう

造
ぞう

と、その価値を適
てき

切
せつ

に伝
つた

える提
てい

案
あん

を、継
けい

続
ぞく

していきます。

生かされている人生を世のために

　「美
び

・快
かい

適
てき

・健
けん

康
こう

」を提
てい

供
きょう

するためのインナーウェア、アウターウェア、ス
ポーツウェア、その他

た

の繊
せん

維
い

製
せい

品
ひん

および関
かん

連
れん

製品を製
せい

造
ぞう

し、百
ひゃっ

貨
か

店
てん

や直
ちょく

営
えい

店
てん

などの店
てん

舗
ぽ

や EC（電
でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

）サイトで販
はん

売
ばい

しています。また、「3D smart 
& try」など、デジタル技

ぎ

術
じゅつ

を活
かつ

用
よう

した購
こう

買
ばい

体
たい

験
けん

の革
かく

新
しん

にも取
と

り組
く

んでいます。

すべての人に美しくなってもらうことで　
社会に寄与する

衣料品
製造・販売

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ワコール

　第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

の過
か

酷
こく

な戦
せん

闘
とう

から奇
き

跡
せき

的
てき

に生
せい

還
かん

した創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

の塚
つか

本
もと

幸
こう

一
いち

は、「生
い

かされている人
じん

生
せい

を、世
よ

のため人
ひと

のために尽
つ

くそう」と考
かんが

え、「女
じょ

性
せい

が美
うつく

しくしていられる社
しゃ

会
かい

こそ平
へい

和
わ

な社会」という信
しん

念
ねん

に基
もと

づき会社を
設
せつ

立
りつ

しました。「すべての人
ひと

々
びと

に美しくなってもらうことによって、広
ひろ

く社
会に寄

き

与
よ

する」というワコールの目
もく

標
ひょう

は、時
じ

代
だい

が変
か

わっても変わることの
ない、私

わたし

たちの存
そん

在
ざい

価
か

値
ち

であり、原
げん

点
てん

です。

人と地球に寄り添う社会貢献活動
　乳

にゅう

がんで苦
くる

しむ人や悲
かな

しむ人をなくすた
めの支

し

援
えん

を行
おこな

う「ブレストケア活
かつ

動
どう

」や、ブ
ラジャーは捨

す

てにくいというお悩
なや

みの解
かい

決
けつ

と環
かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

の低
てい

減
げん

を目
もく

的
てき

とした「ブラリサイ
クル活動」など、さまざまな社会貢

こう

献
けん

活動を
推

お

し進
すす

めています。

◎設立／ 1949 年
◎従業員数／ 4,803 人
◎拠点数／ 国内 7 カ所（グループ拠点 22

カ国）

京都市南区吉祥院中島町 29

株式会社ワコール
代表取締役 社長執行役員

伊
い

東
と う

 知
と も

康
や す

さん
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